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伊勢斎宮の選定に関する小考

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

伊
勢
斎
宮
の
選
定
に
関
す
る
小
考

は
じ
め
に

　

天
皇
の
即
位
ご
と
に
伊
勢
神
宮
へ
奉
仕
す
る
天
皇
の
皇
女
も
し
く
は
女

王
を
斎
宮
（
1
）と
い
う
。
天
武
天
皇
の
代
の
大
来
皇
女
を
確
実
な
初
見
と
し

て
、
後
醍
醐
天
皇
の
代
の
祥
子
内
親
王
ま
で
、
六
十
四
名
の
皇
女
ま
た
は

女
王
が
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
。
一
時
、
中
断
し
た
も
の
の
、
斎
宮
制
度
は
、

六
六
一
年
間
（
六
七
三
〜
一
三
三
四
年
）
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
た
。
若

く
し
て
天
皇
の
「
御
杖
代
」
と
し
て
斎
宮
に
選
定
さ
れ
、
親
し
い
肉
親
と

一
生
の
別
れ
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
皇
女
た
ち
は
、
何
を
想
っ
て
伊
勢

に
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

斎
宮
の
研
究
は
、
従
来
、
斎
宮
寮
の
成
立
と
い
っ
た
制
度
的
な
側
面
か

ら
進
め
ら
れ
て
き
た
が
（
2
）、
近
年
は
発
掘
調
査
が
進
み
、
考
古
学
的
な
研
究

や
文
献
の
側
面
か
ら
、
斎
宮
の
政
庁
、
居
住
地
、
ま
た
は
斎
宮
の
生
活
様

式
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

一
方
で
、
榎
村
寛
之
氏
は
、
斎
宮
の
選
定
は
時
代
に
応
じ
て
変
化
す
る

も
の
で
、
そ
こ
に
は
「
政
治
的
な
力
関
係
の
反
映
」
が
あ
っ
た
と
指
摘
し

て
い
る
（
3
）。

　

斎
宮
に
は
、
ど
の
よ
う
な
皇
女
ま
た
は
女
王
が
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

斎
宮
の
選
定
に
つ
い
て
は
、

凡
天
皇
即
位
者
、
定
二

伊
勢
大
神
宮
斎
王
一

、
仍
簡
二

内
親
王
未
レ

嫁

者
一

卜
レ

之
〈
若
無
二

内
親
王
一

者
、
依
二

世
次
一

、
簡
二

定
女
王
一

卜
レ

之
〉、

…
…
（
4
）

と
あ
る
。「
内
親
王
の
未
婚
の
者
を
簡
び
、
卜
い
な
さ
い
」
と
い
う
規
定

か
ら
、
未
婚
の
内
親
王
が
対
象
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、「
若

し
内
親
王
が
い
な
い
な
ら
ば
、
世
次
に
依
り
て
女
王
を
簡
び
定
め
、
卜
い

な
さ
い
」
と
あ
る
よ
う
に
、
適
切
な
内
親
王
が
い
な
い
場
合
に
は
、
女
王

を
選
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
未
婚
の
皇
女
ま
た
は
女
王
が
卜
定
に
よ
っ

板　

倉　

則　

衣
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て
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
甲
田
利
雄
氏
（
5
）や
榎
村
氏
（
6
）を
は
じ
め
多
く
の
研
究
者
は
、
卜

定
に
先
立
っ
て
、
内
親
王
ま
た
は
女
王
が
斎
宮
に
決
め
ら
れ
て
お
り
、
斎

宮
を
選
定
す
る
卜
定
が
「
事
実
上
形
式
的
な
儀
式
」
に
す
ぎ
な
い
と
指
摘

し
て
い
る
。

　

実
際
に
斎
宮
卜
定
の
史
料
を
見
て
み
た
い
。
次
の
史
料
は
、
三
条
天
皇

の
代
の
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
当
子
内
親
王
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。

左
大
弁
来
、
令
レ

奏
云
、
可
下

立
二

斎
宮
一

給
上

宮
未
二

着
裳
給
一

、
…
…
（
7
）

　
「
斎
宮
に
立
た
れ
る
は
ず
の
宮
（
当
子
内
親
王
）
の
着
裳
が
終
わ
っ
て
い

な
い
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
実
際
に
、
当
子
内
親
王
が
卜
定
さ
れ
た
時

期
は
、
同
年
十
二
月
四
日
で
あ
っ
た
。
卜
定
の
時
点
よ
り
二
か
月
も
前
に
、

斎
宮
に
決
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
藤
原
道
長
は
「
卜
定
後
に

着
裳
を
す
べ
き
で
あ
る
」
と
意
見
を
述
べ
た
が
（
8
）、
結
局
、
着
裳
は
行
な
わ

れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
次
に
挙
げ
る
例
は
、
後
一
条
天
皇
の
代
の
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た

嫥
子
女
王
の
例
で
あ
る
。
嫥
子
女
王
は
、
醍
醐
天
皇
の
孫
で
具
平
親
王
女

で
あ
る
。
次
の
史
料
に
は
こ
の
よ
う
に
見
え
る
。

示
下

源
宰
相
以
二

故
中
務
宮
女
子
一

可
レ

為
二

斎
王
一

由
上

、
至
二

彼
宮
一

還

来
云
、
示
二

案
内
一

了
者
、
…
…
（
9
）

　

源
頼
定
が
、「
故
中
務
宮
女
子
（
嫥
子
女
王
）
を
斎
宮
と
す
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
彼
の
宮
（
具
平
親
王
の
居
住
し
て
い
た
染
殿
）
に
伝

え
帰
っ
て
き
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
他
の
史
料
に
も
、

明
日
斎
宮
於
二

彼
宮
一

可
二

立
給
一

、
運
二

移
雑
物
一

之
間
、
所
レ

被
レ

送
也
、

…
…
（
10
）

と
見
え
、「
明
日
、
斎
宮
が
、
彼
の
宮
か
ら
お
立
ち
に
な
る
よ
う
だ
」
と

あ
る
。
実
際
に
卜
定
が
行
な
わ
れ
る
の
は
、
長
和
五
年
二
月
十
九
日
で
あ

り
、
二
つ
の
史
料
か
ら
は
、
卜
定
の
数
日
前
に
、
す
で
に
斎
宮
の
候
補
者

が
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
卜
定
以
前
に
候
補
者
が
斎
宮
に
選
定
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。
斎
宮
を
選
定
す
る
儀
式
で
あ
る
卜
定
は
、

あ
く
ま
で
形
式
的
な
儀
式
の
意
味
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
卜

定
が
形
式
的
な
儀
式
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
べ
き

皇
女
ま
た
は
女
王
の
候
補
者
が
意
図
的
に
決
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

り
、
榎
村
氏
が
指
摘
す
る
通
り
、「
政
治
的
な
力
関
係
の
反
映
が
十
分
に

あ
り
う
る
」
こ
と
が
想
定
で
き
る
（
11
）。

　

し
か
し
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
候
補
者
は
、
皇
女
ま
た
は
女
王
に
限
定

さ
れ
て
い
た
た
め
、
選
定
時
に
お
け
る
適
切
な
候
補
者
の
存
在
の
有
無
も

重
要
で
あ
り
、
決
し
て
「
政
治
的
な
力
関
係
」、
す
な
わ
ち
為
政
者
の
意

図
の
み
で
斎
宮
が
選
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。

　

斎
宮
の
選
定
に
政
治
的
な
力
関
係
が
反
映
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
、
再
検
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討
す
る
必
要
が
あ
り
、
時
代
ご
と
に
分
析
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、

斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
ま
た
は
女
王
を
多
角
的
な
側
面
か
ら
相
対
的
に

検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
ま
た
は
女
王
の

特
色
を
示
し
た
い
。
そ
の
際
に
、
以
下
の
六
つ
の
側
面
か
ら
分
析
を
行
な

う
こ
と
と
す
る
。

　

１
．
天
皇
と
斎
宮
の
血
縁
関
係

　

２
．
斎
宮
の
出
生
順

　

３
．
斎
宮
の
卜
定
時
の
年
齢

　

４
．
斎
宮
の
母
親

　

５
．
斎
宮
の
同
母
兄
弟

　

６
．
斎
宮
の
外
祖
父

　

本
稿
で
は
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
の
特
色
を
解
明
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
斎
宮
の
新
た
な
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

一
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
の
特
色

　

こ
こ
で
は
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
の
特
色
を
時
代
ご
と
に
見
て
い

く
。
対
象
と
し
た
時
代
は
平
安
時
代
と
す
る
。
し
か
し
、
斎
宮
制
度
が
開

始
さ
れ
た
律
令
制
成
立
期
も
見
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
政
治
的
ま
た
は
社

会
背
景
に
よ
る
斎
宮
（
選
定
さ
れ
た
皇
女
・
女
王
の
特
色
）
の
変
化
に
よ
っ

て
平
安
時
代
以
前
か
ら
平
安
時
代
後
期
ま
で
を
、
四
つ
の
時
代
に
区
分
し

た
い
。
第
一
の
区
分
と
し
て
、
斎
宮
に
出
自
不
明
な
皇
女
や
女
王
が
多
く

選
定
さ
れ
る
が
、
斎
宮
制
度
が
確
立
し
て
い
っ
た
平
安
時
代
以
前
（
天
武

朝
か
ら
光
仁
朝
ま
で
）、
第
二
の
区
分
と
し
て
、
斎
宮
に
天
皇
の
ム
ス
メ
が

多
く
選
定
さ
れ
、
斎
宮
制
度
が
完
成
し
た
平
安
前
期
（
桓
武
朝
か
ら
文
徳

朝
ま
で
）、
第
三
の
区
分
と
し
て
、
藤
原
氏
の
台
頭
に
よ
っ
て
幼
帝
が
出

現
し
、
斎
宮
に
は
天
皇
の
姉
妹
が
選
定
さ
れ
た
平
安
中
期
（
清
和
朝
か
ら

村
上
朝
ま
で
）、
第
四
の
区
分
と
し
て
、
摂
関
政
治
が
行
な
わ
れ
、
斎
宮

に
は
女
王
が
多
く
選
定
さ
れ
た
平
安
後
期
（
冷
泉
朝
か
ら
後
冷
泉
朝
ま
で
）

と
す
る
。

　

な
お
、
斎
宮
の
起
源
に
つ
い
て
、『
日
本
書
紀
』
に
記
さ
れ
て
い
る

様
々
な
時
期
に
求
め
る
説
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
が
（
12
）、
ど
れ
も
伝
承
性
が
強

い
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
確
実
に
斎
宮
の
選
定
が
行
な
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
天
武
朝
の
大
来
皇
女
以
降
の
斎
宮
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。

１
．
平
安
時
代
以
前
…
天
武
朝
か
ら
光
仁
朝
ま
で

　

平
安
時
代
以
前
に
は
、
十
代
九
名
の
天
皇
が
即
位
し
た
。
そ
の
う
ち
五

代
四
名
が
女
帝
で
あ
る
。
斎
宮
は
、
十
一
名
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

う
ち
四
名
が
女
王
で
あ
る
（
系
図
１
）。
こ
の
時
代
は
、
天
皇
が
即
位
し

て
も
斎
宮
が
選
定
さ
れ
な
い
例
や
、
系
譜
が
不
明
な
皇
女
や
女
王
の
選
定

例
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
見
、
斎
宮
制
度
が
未
完
成
な
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
皇
族
同
士
の
婚
姻
が
重
視
さ
れ
、
皇
女
も
皇
位

継
承
者
の
資
格
を
有
し
、
皇
位
継
承
権
に
関
わ
る
紛
争
が
起
こ
り
、
極
端

に
皇
族
が
減
少
し
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

律
令
制
成
立
期
で
あ
る
天
武
朝
か
ら
文
武
朝
ま
で
の
時
期
の
斎
宮
を
見

て
み
た
い
（
13
）。

大
来
皇
女　
　
（ 

天
武
朝　

父
は
天
武　

母
は
大
田
皇
女
）



系
図
１　

平
安
時
代
以
前

○
天
武
朝
か
ら
光
仁
朝
ま
で

忍
海
造
小
龍

泉
内
親
王
〈
文
武
斎
宮
②
〉

〈
光
仁
斎
宮
②
〉

大
田
皇
女大

来
皇
女

〈
天
武
斎
宮
〉

大
津
皇
子草

壁
皇
子

藤
原
不
比
等

光
明
子

長
娥
子

円
方
女
王
〈
元
明
斎
宮
②
？
〉

舎
人
親
王

田
形
内
親
王
〈
文
武
斎
宮
③
〉

蘇
我
赤
兄

託
基
皇
女
〈
文
武
斎
宮
①
〉

宍
人
臣
大
麻
呂

＊
元
正
斎
宮
①
の
久
勢
女
王
・
聖
武
斎
宮
②
の
県
女
王
は
、
出
自
が
不
明
で
あ
っ
た
た
め
、
系
図
に
載
せ
て
い
な
い
。

（
丸
数
字
は
、
即
位
順
）

色
夫
古
娘

神
王

浄
庭
女
王

施
基
皇
子

弥
努
摩
内
親
王

酒
人
内
親
王
〈
光
仁
斎
宮
①
〉

県
犬
養
唐

広
刀
自

井
上
内
親
王
〈
聖
武
斎
宮
①
〉

宮
子

高
市
皇
子

長
屋
王

智
努
女
王
〈
元
明
斎
宮
①
？
〉

三
原
王

小
宅
女
王
〈
孝
謙
斎
宮
〉

安
倍
内
親
王
〈
淳
仁
斎
宮
〉

太
蕤
娘

媛
娘

榎
井
親
王

天
智
（
中
大
兄
皇
子
）

①

元
明
（
阿
閇
皇
女
）

⑤

持
統
（
鸕
野
皇
女
）

③

文
武
（
珂
瑠
王
）

④

天
武
（
大
海
人
皇
子
）

②

光
仁
（
白
壁
王
）

⑪

元
正
（
氷
高
皇
女
）

⑥

聖
武
（
首
皇
子
）

⑦

孝
謙
・
称
徳
（
阿
倍
皇
女
）

⑧
⑩

淳
仁
（
大
炊
王
）

⑨
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託
基
皇
女　
　
（ 

文
武
朝
①　

父
は
天
武　

母
は
宍
人
臣

媛
娘
）

泉
内
親
王　
　
（ 

文
武
朝
②　

父
は
天
智　

母
は
忍
海
色

夫
古
娘
）

田
形
内
親
王　
（ 

文
武
朝
③　

父
は
天
武　

母
は
蘇
我
太

蕤
娘
）

　

天
武
朝
に
は
大
来
皇
女
、
文
武
朝
に
は
託
基
皇
女
・
泉

内
親
王
・
田
形
内
親
王
の
三
名
の
斎
宮
が
選
定
さ
れ
て
い

た
。
大
来
皇
女
の
選
定
が
、
そ
の
後
の
斎
宮
制
度
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
大
来
の
出

自
を
見
て
い
く
と
、
母
に
は
大
田
皇
女
（
鸕
野
皇
女
の
同

母
姉
）、
同
母
兄
弟
に
は
大
津
皇
子
が
い
た
。
大
来
は
、

高
貴
な
血
縁
を
持
ち
、
政
治
的
な
立
場
と
し
て
有
力
な
存

在
で
あ
り
、
皇
位
継
承
者
と
し
て
の
性
格
も
有
し
て
い
た
。

倉
本
一
宏
氏
に
よ
れ
ば
、
大
来
は
、
他
の
皇
族
と
の
婚
姻
、

そ
れ
に
と
も
な
う
皇
子
の
出
産
に
よ
っ
て
、
草
壁
皇
子
の

対
抗
勢
力
を
生
み
出
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
た
め
に
、

斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
（
14
）。

し
か
し
、
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）、
天
武
の
崩
御
に
と
も

な
い
、
退
下
し
た
（
15
）。
大
来
は
、
当
時
二
十
六
歳
で
あ
り
、

婚
姻
す
る
可
能
性
も
充
分
あ
り
得
た
（
16
）。

倉
本
氏
が
指
摘
す

る
大
来
と
他
の
皇
族
と
の
婚
姻
と
い
う
よ
り
も
、
天
武
の

即
位
後
、
皇
位
後
継
者
が
決
ま
ら
な
い
朝
廷
に
お
い
て
、
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草
壁
皇
子
を
天
皇
と
し
て
即
位
さ
せ
た
い
鸕
野
皇
女
は
、
大
来
が
草
壁
と

の
婚
姻
、
そ
の
皇
子
の
誕
生
に
よ
り
、
自
分
と
阿
閇
皇
女
（
鸕
野
の
異
母

姉
妹
）
に
反
す
る
勢
力
と
結
び
つ
く
こ
と
を
恐
れ
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
鸕
野
が
大
海
人
皇
子
に
嫁
い
だ
年
齢
が
、
大
来
が
斎

宮
と
な
っ
た
十
三
歳
と
同
じ
な
の
は
偶
然
な
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
）。
大
来

の
退
下
後
に
は
、
持
統
が
政
権
を
担
い
た
。
さ
ら
に
は
、
草
壁
と
阿
閇
の

間
に
は
、
四
歳
に
な
る
珂
瑠
王
が
生
ま
れ
て
お
り
、
皇
位
継
承
は
、
草
壁

│
珂
瑠
王
と
い
う
流
れ
に
決
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
来
皇
女
の
斎
宮
選
定
に
は
、
壬
申
の
乱
の
勝
利
の
伊

勢
神
宮
へ
の
報
賽
が
契
機
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
現
実
的

な
政
治
的
要
因
に
よ
る
可
能
性
も
考
え
得
る
の
で
は
な
い
か
。

　

一
方
、
文
武
朝
の
三
人
の
斎
宮
で
あ
る
託
基
皇
女
・
泉
内
親
王
・
田
形

内
親
王
に
つ
い
て
、
倉
本
氏
は
、
こ
の
皇
女
ら
が
有
力
皇
族
と
婚
姻
す
れ

ば
、
生
ま
れ
た
皇
子
は
有
力
な
皇
位
継
承
資
格
者
に
な
り
、
文
武
の
対
抗

勢
力
に
な
る
た
め
、
こ
の
皇
女
た
ち
を
斎
宮
に
追
い
や
っ
た
と
い
う
見
解

を
述
べ
て
い
る
（
17
）。

し
か
し
、
託
基
・
田
形
は
、
斎
宮
退
下
後
に
結
婚
し
て

い
る
（
18
）。

　

む
し
ろ
、
西
洋
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
文
武
か
ら
和
銅
ま
で
は
伊

勢
神
宮
が
「
体
制
内
化
し
は
じ
め
」
る
時
期
で
あ
り
、「
そ
の
祭
祀
形
態

を
整
え
る
た
め
、
そ
れ
に
奉
仕
す
る
皇
女
＝
斎
王
の
派
遣
が
行
わ
れ
た
」

と
考
え
ら
れ
（
19
）、

皇
女
を
伊
勢
へ
派
遣
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
。
託
基

は
、
田
形
が
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
後
に
も
、
伊
勢
へ
参
っ
て
い
る
（
20
）。

つ
ま

り
、
文
武
朝
の
斎
宮
は
、
政
治
的
な
要
因
よ
り
も
、
伊
勢
神
宮
の
「
体
制

内
化
」
を
図
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
皇
女
が
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
可
能
性

が
あ
る
。

　

以
上
、
天
武
朝
の
大
来
の
斎
宮
選
定
に
は
、
伊
勢
神
宮
の
「
体
制
内

化
」
を
図
る
ま
で
は
い
か
な
い
が
何
ら
か
重
視
す
る
意
味
が
あ
り
、
そ
の

根
底
に
は
、
壬
申
の
乱
の
報
賽
で
は
な
く
、
皇
位
継
承
権
か
ら
排
除
さ
れ

た
と
い
う
側
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
大
来
以
降
、

伊
勢
神
宮
を
神
格
化
さ
せ
る
た
め
に
、
伊
勢
に
皇
女
を
向
か
わ
せ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

次
に
、
元
明
朝
か
ら
光
仁
朝
の
斎
宮
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

智
奴
女
王
？　
（ 

元
明
朝
①　

父
は
長
屋
王　

母
は
不
明
）

円
方
女
王
？　
（ 

元
明
朝
②　

父
は
長
屋
王　

母
は
藤
原
長
娥
子
）

久
勢
女
王　
　
（ 

元
正
朝　

父
は
不
明　

母
は
不
明
）

井
上
内
親
王　
（ 

聖
武
朝
①　

父
は
首
皇
子　

母
は
県
犬
養
広
刀
自
〈
身

位
は
夫
人
〉）

県
女
王　
　
　
（ 

聖
武
朝
②　

父
は
不
明　

母
は
不
明
）

小
宅
女
王　
　
（ 

孝
謙
朝　

父
は
三
原
王　

母
は
不
明
）

安
倍
内
親
王　
（ 

淳
仁
朝　

父
は
淳
仁　

母
は
不
明
）

な
し　
　
　
　
（ 

称
徳
朝
）

酒
人
内
親
王　
（ 

光
仁
朝
①　

父
は
光
仁　

母
は
井
上
内
親
王
〈
身
位
は

皇
后
〉）

浄
庭
女
王　
　
（ 

光
仁
朝
②　

父
は
神
王　

母
は
弥
努
摩
内
親
王
）

　

元
明
朝
の
斎
宮
選
定
に
つ
い
て
の
記
事
は
、『
続
日
本
紀
』
に
は
見
え

ず
、『
一
代
要
記
』
の
記
述
に
「
斎
王
定
ま
ら
ず
」
と
あ
り
、
元
明
朝
に
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は
斎
宮
が
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
元
明
朝
に
伊
勢
神

宮
に
奉
仕
し
た
者
と
し
て
、
円
方
女
王
と
智
努
女
王
の
二
人
の
名
が
み
え

る
（
21
）。
こ
の
二
人
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
円
方
女
王
の
父
は
長
屋
王
で
あ

る
。
一
方
、
智
努
女
王
の
父
に
つ
い
て
は
、
長
親
王
か
長
屋
王
の
二
説
が

あ
る
。
寺
崎
保
広
氏
は
、「
珍
（
智
）
努
若
翁
」
と
記
さ
れ
て
い
る
木
簡

が
出
土
し
た
点
や
、「
智
努
王
」「
智
努
女
王
」
が
養
老
七
年
（
七
二
三
）

や
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
に
違
例
に
昇
進
し
て
い
る
点
か
ら
、
長
屋
王
の

縁
者
で
あ
る
た
め
に
昇
進
が
起
こ
っ
た
と
考
え
、
智
努
女
王
も
長
屋
王
の

娘
で
あ
る
と
指
摘
す
る
（
22
）。

　

元
明
天
皇
と
長
屋
王
の
関
係
は
、
オ
バ
と
オ
イ
で
あ
る
と
と
も
に
、
元

明
の
ム
ス
メ
で
あ
る
吉
備
内
親
王
が
長
屋
王
の
室
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
娘
婿
の
関
係
に
も
あ
り
、
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
だ
ろ

う
。
長
屋
王
は
、
元
明
天
皇
の
長
期
在
位
な
ど
を
祈
る
意
味
も
あ
り
、
智

努
女
王
と
円
方
女
王
を
伊
勢
に
向
か
わ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
斎
宮
に
選
定

さ
れ
た
皇
女
以
外
に
も
、
文
武
朝
に
十
市
皇
女
・
阿
閇
皇
女
（
23
）・
山
背
姫

王
・
石
川
夫
人
（
24
）が
伊
勢
に
向
か
っ
て
い
る
例
が
あ
る
た
め
、
智
努
女
王
と

円
方
女
王
は
、
斎
宮
と
い
う
立
場
で
は
な
く
、
天
皇
の
長
期
在
位
な
ど
を

祈
る
使
者
と
し
て
の
意
味
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

　

元
正
朝
か
ら
聖
武
朝
に
か
け
て
、
選
定
さ
れ
た
斎
宮
は
、
久
勢
女
王
（
25
）・

井
上
内
親
王
（
26
）・
県
女
王
（
27
）で
あ
る
。
久
勢
女
王
と
県
女
王
は
出
自
不
明
で

あ
り
、
こ
こ
で
は
井
上
内
親
王
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
父
が
首
皇
子
、
後

の
聖
武
天
皇
で
あ
る
。
な
お
、
養
老
五
年
の
井
上
の
斎
宮
選
定
時
に
は
、

首
皇
子
は
皇
太
子
で
あ
っ
た
。
井
上
の
選
定
に
つ
い
て
、
山
中
智
恵
子
氏

は
、
藤
原
光
明
子
所
生
の
皇
女
で
あ
る
阿
倍
皇
女
（
後
の
孝
謙
天
皇
）
を

皇
位
に
即
け
よ
う
と
す
る
藤
原
不
比
等
の
陰
謀
だ
と
捉
え
て
い
る
（
28
）。
ま

た
、
榎
村
氏
は
、
聖
武
即
位
に
前
も
っ
て
自
分
の
ム
ス
メ
の
井
上
を
斎
王

に
す
る
こ
と
に
は
、
天
皇
即
位
の
確
立
を
図
る
目
的
が
あ
っ
た
と
指
摘
し

て
い
る
（
29
）。
天
皇
一
代
に
つ
き
一
名
の
斎
宮
が
選
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
平
安
以
降
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
斎
宮
が
選
定
さ
れ
な
い
例

も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
榎
村
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
斎
宮
の
選
定
と

天
皇
の
即
位
と
の
関
係
の
確
立
と
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考

え
る
。
井
上
は
、
第
一
皇
女
で
当
時
五
歳
で
あ
っ
た
。
政
治
的
な
意
図
と

考
え
る
よ
り
は
、
選
定
時
に
は
他
に
候
補
者
が
お
ら
ず
、
大
来
が
第
一
皇

女
で
あ
っ
た
よ
う
に
「
第
一
皇
女
」
が
意
識
さ
れ
、
井
上
が
選
定
さ
れ
た

可
能
性
も
あ
り
得
よ
う
。

　

こ
れ
以
降
、
孝
謙
朝
に
は
小
宅
女
王
、
淳
仁
朝
に
は
安
倍
内
親
王
と
い

っ
た
、
出
自
が
不
明
な
者
が
選
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
系
譜
の
不
明
な
皇

女
ま
た
は
女
王
の
選
定
例
は
、
政
変
が
起
こ
り
、
政
治
の
中
枢
か
ら
排
除

さ
れ
た
皇
族
が
多
く
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
候
補
者
が
少
な
い
と
い
う
情

況
だ
っ
た
た
め
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
称
徳
朝
の
斎

宮
が
選
定
さ
れ
て
い
な
い
点
も
、
こ
う
し
た
理
由
に
よ
る
も
の
で
は
な
い

か
。

　

光
仁
朝
以
降
は
、
天
皇
即
位
の
際
に
光
仁
の
皇
女
で
あ
る
酒
人
内
親
王

が
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
。
確
か
に
、
元
正
朝
に
は
即
位
後
に
久
勢
女
王
、

つ
い
で
、
皇
太
子
首
皇
子
の
ム
ス
メ
で
あ
る
井
上
が
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た

が
、
光
仁
朝
に
天
皇
の
即
位
の
一
端
と
し
て
斎
宮
の
選
定
が
確
立
し
た
と



129

伊勢斎宮の選定に関する小考

思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
平
安
時
代
以
前
を
見
て
き
た
が
、
こ
の
時
期
は
、
伊
勢
神
宮
と

と
も
に
斎
宮
制
度
が
確
立
し
て
い
く
時
期
で
あ
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
皇

女
は
皇
位
継
承
権
を
有
し
お
り
、
さ
ら
に
は
、
皇
女
が
有
力
な
皇
族
と
の

婚
姻
関
係
に
よ
っ
て
儲
け
た
皇
子
も
皇
位
継
承
権
を
有
し
、
王
権
の
対
抗

勢
力
に
な
り
え
た
。
伊
勢
神
宮
を
国
家
神
と
し
て
、
天
皇
の
祭
祀
の
側
面

も
あ
る
が
、
一
方
で
、
対
抗
勢
力
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
も
、
斎

宮
制
度
成
立
の
背
景
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
皇
位
継
承
の
争
い
に
よ
り
、
多
く
の
皇
族
が
廃
さ
れ
、
斎
宮
の

候
補
者
も
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
出
自
不
明
な
女
王
が
多
く
選
定
さ
れ

た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
不
明
な
皇
女
・
女
王
が
斎
宮
に
選
定
さ

れ
た
こ
と
は
、
斎
宮
制
度
の
未
完
成
と
い
う
よ
り
も
、
こ
う
し
た
候
補
者

の
少
な
さ
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。

２
．
平
安
時
代
…
桓
武
朝
か
ら
後
冷
泉
朝
ま
で

　
　

ⅰ
．
平
安
時
代
前
期
（
桓
武
朝
か
ら
文
徳
朝
ま
で
）

　

平
安
時
代
前
期
に
は
、
六
代
の
天
皇
の
治
世
に
お
い
て
、
斎
宮
は
八
名

が
選
定
さ
れ
た
（
系
図
２
）。
こ
の
頃
に
な
る
と
、
天
皇
一
代
に
つ
き
斎

宮
が
一
名
選
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
候
補
者
を
見
る
と
、
八
名
中
七
名
が
当
代
天
皇
の

ム
ス
メ
で
あ
る
。
残
り
の
一
名
は
女
王
で
あ
り
、
淳
和
天
皇
の
二
代
目
の

斎
宮
で
あ
る
（
30
）。

一
代
の
天
皇
に
つ
き
一
名
の
斎
宮
が
選
定
さ
れ
て
い
る

点
、
斎
宮
に
は
ほ
ぼ
天
皇
の
ム
ス
メ
が
選
定
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
斎
宮

制
度
は
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
平
安
時
代
以
前
か
ら
、
天
皇
や
皇
族
は
、
近
親
者
の
内
で
婚
姻

を
繰
り
返
し
て
き
た
。
血
縁
の
濃
さ
は
、
皇
位
継
承
の
優
先
度
を
決
め
る

重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、
後
宮
に
変

化
が
起
こ
り
、
氏
族
出
身
の
キ
サ
キ
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
皇
子
女
自

体
の
数
も
増
加
し
た
。
多
く
の
皇
女
が
存
在
す
る
な
か
、
ど
の
よ
う
な
条

件
で
も
っ
て
、
特
定
の
皇
女
が
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
は
、
斎
宮
の
選
定
対
象
と
天
皇
の
キ
サ
キ
の
出
身
を
通
し
て
、

斎
宮
と
皇
女
の
関
わ
り
を
見
て
い
き
た
い
。
桓
武
天
皇
の
キ
サ
キ
の
出
身

と
皇
位
継
承
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
河
内
祥
輔
・
安
田
政
彦
両
氏
が
論
じ

て
い
る
。
河
内
氏
は
、
桓
武
天
皇
の
皇
子
と
異
母
姉
妹
（
桓
武
の
皇
女
）

の
婚
姻
が
皇
位
継
承
を
賦
与
す
る
と
捉
え
て
い
る
（
31
）。
安
田
氏
は
、「
桓
武

天
皇
と
桓
武
皇
后
（
藤
原
乙
牟
漏
）
と
い
う
正
統
の
血
統
を
（
以
下
「
桓
武

皇
后
腹
の
血
筋
」
と
称
す
る
）
を
継
承
す
る
」
意
図
が
あ
っ
た
と
指
摘
し

て
い
る
（
32
）。
一
方
、
春
名
宏
昭
氏
は
、
立
后
の
側
面
か
ら
、
皇
女
や
氏
族
出

身
の
女
性
と
い
っ
た
枠
組
み
で
は
な
く
、
立
后
で
き
な
か
っ
た
女
性
は
、

「
次
代
の
天
皇
と
な
る
親
王
を
生
ま
な
か
っ
た
か
ら
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
33
）。

以
上
を
勘
案
す
る
と
、
桓
武
朝
の
婚
姻
に
お
い
て
、
皇
女
（
特
に
桓
武
の

皇
女
）
の
重
視
性
が
見
出
せ
、
血
縁
を
重
要
視
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

桓
武
朝
以
降
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
血
縁
よ
り
も
、
皇
位
後
継
者
を

産
む
キ
サ
キ
が
重
要
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
皇
子
を
産
ん
で
も
、
皇
位
後

継
者
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
は
、
あ
る
程
度
、
政
権
の
中
枢
者
の
女
性
で

あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。



久
子
内
親
王
〈
仁
明
斎
宮
〉

高
志
内
親
王

布
勢
内
親
王
〈
桓
武
斎
宮
②
〉

仲
野
親
王

〈
元
正
斎
宮
〉

（
丸
数
字
は
、
即
位
順
）

系
図
２　

平
安
時
代
前
期

○
桓
武
朝
か
ら
文
徳
朝
ま
で

伊
勢
老
人大

原
浄
子

藤
原
是
雄

列
子

継
子

藤
原
良
継

乙
牟
漏

岡
屋
王

高
宗
女
王

仁
子
内
親
王
〈
嵯
峨
斎
宮
〉

晏
子
内
親
王
〈
文
徳
斎
宮
〉

中
臣
丸
大
魚

豊
子

氏
子
内
親
王
〈
淳
和
斎
宮
①
〉

井
上
内
親
王

〈
光
仁
斎
宮
〉

朝
原
内
親
王

宜
子
女
王
〈
淳
和
斎
宮
②
〉

酒
人
内
親
王

〈
桓
武
斎
宮
①
〉

菅
野
氏
女

大
原
内
親
王
〈
平
城
斎
宮
〉

平
城
（
安
殿
親
王
）

③嵯
峨
（
神
野
親
王
）

④

仁
明
（
正
良
親
王
）

⑥

文
徳
（
道
康
親
王
）

⑦

光
仁

①

桓
武
（
山
部
親
王
）

②

淳
和
（
大
伴
親
王
）

⑤
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こ
の
時
期
、
皇
親
出
身
の
母
を
持
つ
斎
宮

は
三
名
見
ら
れ
る
。

朝
原
内
親
王
（ 

桓
武
朝
①　

母
は
酒
人

内
親
王
〈
身
位
は
妃
〉）

氏
子
内
親
王
（ 

淳
和
朝
①　

母
は
高
志

内
親
王
〈
身
位
は
皇

后
〉）

久
子
内
親
王
（ 

仁
明
朝　

母
は
高
宗
女

王
〈
身
位
は
不
明
〉）

　

朝
原
内
親
王
の
母
は
光
仁
皇
女
の
酒
人
内

親
王
で
あ
る
。
酒
人
内
親
王
は
、
光
仁
朝
に

斎
宮
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
母
、
井
上

内
親
王
（
朝
原
内
親
王
か
ら
見
れ
ば
祖
母
）
も

斎
宮
に
選
定
さ
れ
て
い
る
。
桓
武
か
ら
の
寵

愛
は
薄
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
氏
子

内
親
王
の
母
で
あ
る
高
志
内
親
王
は
、
桓
武

の
皇
女
で
あ
る
。
兄
弟
に
恒
世
親
王
が
お
り
、

皇
位
継
承
者
と
し
て
有
望
で
あ
っ
た
が
、
父

淳
和
の
即
位
後
、
皇
太
子
を
辞
退
し
、
早
世

し
て
い
る
（
嵯
峨
上
皇
の
圧
力
が
あ
っ
た
と
想

定
で
き
る
）。
久
子
内
親
王
の
母
の
高
宗
女

王
は
、
岡
屋
王
（
高
市
皇
子
の
孫
）
女
で
あ

り
、
皇
位
継
承
と
は
遠
い
立
場
に
い
る
。
こ
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伊勢斎宮の選定に関する小考

の
よ
う
に
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
の
中
で
も
、
皇
族
出
身
の
母
を
持

つ
皇
女
は
、
天
皇
の
キ
サ
キ
と
な
っ
て
皇
子
を
儲
け
て
も
、
そ
の
皇
子
が

皇
位
を
継
承
で
き
る
可
能
性
は
低
い
場
合
が
多
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

一
方
、
皇
族
以
外
の
出
自
の
母
を
持
つ
斎
宮
は
四
名
見
ら
れ
る
。

布
勢
内
親
王
（
桓
武
朝
②　

母
は
中
臣
丸
豊
子
〈
身
位
は
不
明
〉）

大
原
内
親
王
（
平
城
朝　

母
は
伊
勢
継
子
〈
身
位
は
不
明
〉）

仁
子
内
親
王
（
嵯
峨
朝　

母
は
大
原
浄
子
〈
身
位
は
女
御
〉）

晏
子
内
親
王
（
文
徳
朝　

母
は
藤
原
列
子
〈
身
位
は
不
明
〉）

　

斎
宮
の
母
の
身
位
が
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
晏
子
内
親
王
の
母
列
子
の

父
藤
原
是
雄
は
、
北
家
藤
原
内
麻
呂
の
孫
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
権
力
を

掌
握
し
て
い
た
の
は
、
舅
の
藤
原
冬
嗣
で
あ
っ
た
。
是
雄
は
、
卜
定
時
に

亡
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
四
名
は
、
政
治
の
中
枢
と
は
遠
い
立

場
に
い
た
皇
女
な
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
時
期
に
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
は
、
天
皇
の
キ
サ
キ

に
な
っ
て
も
生
ま
れ
て
く
る
皇
子
は
皇
統
を
継
ぐ
可
能
性
が
な
い
と
い
う

点
と
、
母
出
身
の
氏
族
が
政
治
の
中
枢
か
ら
遠
い
立
場
に
い
た
点
が
指
摘

で
き
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
点
と
し
て
、
斎
宮
と
賀
茂
神
に
奉
仕
す

る
皇
女
や
女
王
が
選
定
さ
れ
る
賀
茂
斎
院
の
関
連
性
と
い
う
問
題
が
存
在

す
る
。

　

斎
院
は
、
嵯
峨
朝
の
有
智
子
内
親
王
に
始
ま
る
が
、
平
城
上
皇
の
変
を

契
機
に
創
始
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
桓
武
天
皇
が
平
安
京
に
遷
都

し
た
が
、
平
安
京
が
実
際
に
「
万
代
京
」
と
し
て
機
能
し
始
め
る
の
は
嵯

峨
朝
以
降
で
あ
る
（
34
）。
斎
院
は
、
平
安
京
の
守
護
神
の
賀
茂
神
に
奉
仕
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
平
安
京
の
都
市
機
能
を
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

斎
院
は
、
斎
宮
制
度
と
類
似
し
た
制
度
で
あ
り
、
斎
宮
に
は
国
家
神
に
、

斎
院
は
平
安
京
の
守
護
神
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
異
な
る
点
と

し
て
、
一
代
の
天
皇
に
つ
き
一
人
の
斎
院
が
選
定
さ
れ
て
い
な
い
点
に
あ

る
。
有
智
子
内
親
王
も
、
嵯
峨
・
淳
和
朝
の
二
代
の
天
皇
に
わ
た
っ
て
斎

院
に
留
任
さ
れ
た
。

　

斎
院
の
母
は
、

有
智
子
内
親
王
（ 

嵯
峨
・
淳
和
朝
①　

母
は
交
野
女
王〈
身
位
は
不
明
〉）

時
子
内
親
王　
（ 

淳
和
朝
②　

母
は
滋
野
縄
子
〈
身
位
は
女
御
〉）

高
子
内
親
王　
（ 

仁
明
朝　

母
は
百
済
王
永
慶
〈
身
位
は
不
明
〉）

慧
子
内
親
王　
（ 

文
徳
朝
①　

母
は
紀
静
子
〈
身
位
は
更
衣
〉）

述
子
内
親
王　
（ 

文
徳
朝
②　

母
は
藤
原
列
子
〈
身
位
は
不
明
〉）

　

斎
宮
と
同
様
に
、
政
治
的
に
有
力
で
は
な
い
氏
族
出
自
の
女
性
所
生
の

皇
女
が
多
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
斎
宮
と
斎
院
が
、
同
時
期
に
卜
定
さ
れ
た
例
を
み
て
い
き
た
い
（
35
）。

仁
明
朝　

選
定
時　

天
長
八
年
（
八
三
一
）

　

斎
宮　

久
子
内
親
王
（
第
二
皇
女　

母
は
高
宗
女
王
）

　

斎
院　

高
子
内
親
王
（
第
三
皇
女　

母
は
百
済
王
永
慶
）

文
徳
朝　

選
定
時　

嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）

　

斎
宮　

晏
子
内
親
王
（
第
一
皇
女　

母
は
藤
原
列
子
）

　

斎
院　

慧
子
内
親
王
（
第
二
皇
女　

母
は
藤
原
列
子
）

　

特
に
、
晏
子
と
慧
子
は
同
母
姉
妹
で
あ
る
。
斎
宮
と
斎
院
に
同
母
姉
妹
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が
選
定
さ
れ
た
と
い
う
珍
し
い
例
で
あ
る
（
36
）。
斎
宮
に
は
候
補
者
の
中
で
年

長
の
者
が
、
斎
院
に
は
斎
宮
よ
り
年
少
の
者
が
選
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
国
家
神
で
あ
る
伊
勢
神
宮
に
奉
仕
す
る
斎
宮
に
年
長
者
（
皇
女
の
序

列
に
於
い
て
上
位
の
者
）
が
、
平
安
京
の
守
護
神
で
あ
る
賀
茂
神
に
奉
仕

す
る
斎
院
に
年
少
者
（
皇
女
の
序
列
に
於
い
て
下
位
の
者
）
が
そ
れ
ぞ
れ
選

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
斎
宮
を
上
位
に
、
斎
院
を
下
位
に
位
置
付
け
、
斎

宮
と
斎
院
に
姉
妹
の
皇
女
を
選
定
す
る
こ
と
で
、
国
家
神
と
平
安
京
の
守

護
神
を
相
互
に
補
完
す
る
役
割
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

以
上
、
平
安
前
期
の
斎
宮
に
検
討
を
加
え
た
。
後
宮
の
在
り
方
が
変
化

し
、
天
皇
の
キ
サ
キ
に
は
、
皇
族
だ
け
で
な
く
氏
族
出
自
の
者
も
多
く
現

れ
た
が
、
皇
族
出
自
の
女
性
（
桓
武
天
皇
の
皇
女
）
が
重
ん
じ
ら
れ
た
。

キ
サ
キ
の
増
加
は
、
同
時
に
皇
子
女
も
増
加
さ
せ
た
。
多
く
の
皇
女
が
存

在
す
る
中
か
ら
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
や
皇
女
の
母
の
出
自
か
ら
、
天

皇
の
キ
サ
キ
に
な
っ
て
も
皇
統
を
継
げ
る
皇
子
の
誕
生
を
見
込
め
な
い
者

や
、
政
治
の
中
枢
と
遠
い
立
場
に
い
る
者
が
選
定
さ
れ
る
傾
向
が
指
摘
で

き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
は
、
類
似
し
た
制
度
と
し
て
斎
院
が

開
始
さ
れ
た
。
斎
院
制
度
の
開
始
は
、
姉
妹
の
う
ち
年
長
の
者
を
斎
宮
に

選
定
す
る
こ
と
に
よ
り
上
位
に
、
年
少
の
者
を
斎
院
に
選
定
す
る
こ
と
に

よ
り
下
位
に
位
置
付
け
、
国
家
神
で
あ
る
伊
勢
神
宮
と
平
安
京
の
守
護
神

で
あ
る
賀
茂
社
を
補
完
す
る
と
と
も
に
、
斎
宮
制
度
の
完
成
を
促
す
役
割

が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　

ⅱ
．
平
安
時
代
中
期
（
清
和
朝
か
ら
朱
雀
朝
ま
で
）

　

平
安
時
代
中
期
に
は
、
七
代
の
天
皇
が
即
位
し
、
斎
宮
に
は
十
二
名
が

選
定
さ
れ
た
。
十
二
名
の
う
ち
、
三
名
が
女
王
で
あ
る
（
系
図
３
）。

　

こ
の
時
期
の
大
き
な
政
治
的
変
化
と
し
て
、
藤
原
氏
の
台
頭
に
よ
っ
て

幼
帝
が
出
現
す
る
。
平
安
中
期
の
天
皇
の
即
位
時
の
年
齢
は
、
平
均
十

九
・
六
歳
に
な
る
（
37
）。
政
治
的
な
変
化
の
な
か
、
斎
宮
の
選
定
に
も
変
化
が

み
ら
れ
る
。
第
一
の
変
化
と
し
て
、
斎
宮
の
選
定
対
象
が
、
血
縁
的
な
視

点
か
ら
見
る
と
、
天
皇
の
ム
ス
メ
か
ら
天
皇
の
姉
妹
に
な
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。
第
二
の
変
化
と
し
て
、
一
代
の
天
皇
に
お
け
る
複
数
回
の
斎
宮

選
定
例
が
多
く
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
以
上
の
二
点
に
つ
い
て
、
検
討
を
加
え
た
い
。
ま
ず
、
第

一
に
斎
宮
の
選
定
対
象
の
変
化
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
見
て
み
た
い
。
天

皇
の
即
位
年
齢
の
低
下
に
よ
っ
て
、
即
位
時
に
天
皇
の
ム
ス
メ
が
誕
生
し

て
い
る
可
能
性
が
低
く
な
る
。
こ
れ
は
、
ム
ス
メ
を
斎
宮
の
選
定
対
象
と

す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
の
時
期
の
斎
宮
の

選
定
対
象
者
を
血
縁
的
な
視
点
で
み
る
と
、
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
斎

宮
に
選
定
さ
れ
た
候
補
者
は
、
多
く
は
天
皇
の
姉
妹
で
あ
る
。
そ
の
例
は
、

十
二
例
中
六
例
と
半
数
に
の
ぼ
る
。
姉
妹
以
外
の
六
例
は
、
ム
ス
メ
二
例
、

オ
バ
一
例
、
メ
イ
二
例
、
イ
ト
コ
一
例
と
な
る
。
当
時
、
異
母
兄
弟
姉
妹

も
結
婚
の
対
象
に
な
り
、
同
母
姉
妹
と
異
母
姉
妹
は
別
個
に
考
え
る
べ
き

な
の
で
、
天
皇
の
姉
妹
を
同
母
と
異
母
に
分
け
る
。
同
母
姉
妹
は
、
六
例

中
一
例
（
38
）、

異
母
姉
妹
は
、
六
例
中
五
例
と
な
り
、
異
母
姉
妹
の
多
さ
が
目

立
つ
（
39
）。



紀
名
虎

（
丸
数
字
は
、
即
位
順
）

系
図
３　

平
安
時
代
中
期

○
清
和
朝
か
ら
村
上
朝
ま
で

◎
恬
子
内
親
王
〈
清
和
斎
宮
〉

藤
原
守
貞

掲
子
内
親
王
〈
陽
成
斎
宮
②
〉

◎
識
子
内
親
王
〈
陽
成
斎
宮
①
〉

藤
原
良
近
女

繁
子
内
親
王
〈
光
孝
斎
宮
〉

源
唱

◎
雅
子
内
親
王
〈
朱
雀
斎
宮
①
〉

◎
斉
子
内
親
王
〈
朱
雀
斎
宮
①
〉

藤
原
忠
平

悦
子
女
王
〈
村
上
斎
宮
②
〉

徽
子
女
王
〈
朱
雀
斎
宮
③
〉

代
明
親
王

楽
子
内
親
王

〈
村
上
斎
宮
③
〉

●
柔
子
内
親
王

〈
醍
醐
斎
宮
〉

藤
原
高
藤

本
康
親
王

◎
英
子
内
親
王
〈
村
上
斎
宮
①
〉

藤
原
菅
根

静
子

今
子

滋
野
直
子
か

周
子

源
和
子

寛
子

重
明
親
王

荘
子
女
王

胤
子

〈
宇
多
斎
宮
〉

元
子
女
王

淑
姫

◎
…
天
皇
と
異
母
姉
妹

●
…
天
皇
と
同
母
姉
妹

文
徳
（
道
康
親
王
）

②

仁
明

①

光
孝
（
時
康
親
王
）

⑤

宇
多
（
源
定
省
）

⑥

醍
醐
（
敦
仁
親
王
）

⑦

村
上
（
成
明
親
王
）

⑨

清
和
（
惟
仁
親
王
）

③

陽
成
（
貞
明
親
王
）

④

朱
雀
（
寛
明
親
王
）

⑧
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◎
恬
子
内
親
王
（
清
和
朝
）

◎
識
子
内
親
王
（
陽
成
朝
①
）

●
柔
子
内
親
王
（
醍
醐
朝
）

◎
雅
子
内
親
王
（
朱
雀
朝
①
）

◎
斉
子
内
親
王
（
朱
雀
朝
②
）

◎
英
子
内
親
王
（
村
上
朝
①
）

　

一
方
、
天
皇
と
同
母
姉
妹
の
皇
女
は
斎
院
に
選
定
さ

れ
て
い
る
。
清
和
天
皇
か
ら
村
上
天
皇
ま
で
の
斎
院
は

九
名
い
る
が
、
天
皇
の
姉
妹
三
例
、
そ
の
う
ち
同
母
姉

妹
は
二
例
で
あ
る
。
こ
の
二
例
は
、
斎
宮
と
同
時
に
卜

定
さ
れ
て
い
る
。

●
儀
子
内
親
王
（
清
和
朝
斎
院
）

●
敦
子
内
親
王
（
陽
成
朝
斎
院
①
）

◎
婉
子
内
親
王
（
朱
雀
・
村
上
朝
斎
院
）

　

残
り
の
六
例
は
、
ム
ス
メ
四
例
、
そ
の
他
（
イ
ト
コ

以
上
に
離
れ
た
血
縁
関
係
）
二
例
で
あ
る
。
斎
宮
十
二

例
中
、
ム
ス
メ
二
例
・
同
母
姉
妹
一
例
・
異
母
姉
妹
五

例
の
八
例
、
斎
院
九
例
中
、
ム
ス
メ
四
例
・
同
母
姉
妹

二
例
・
異
母
姉
妹
一
例
の
七
例
で
、
極
端
な
違
い
と
は

い
え
な
い
が
、
斎
院
は
、
斎
宮
に
比
べ
る
と
、
天
皇
と

の
血
縁
が
濃
い
者
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
と
血
縁

が
濃
い
皇
女
が
選
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
斎

院
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
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る
。

　

根
拠
を
示
す
史
料
は
な
い
が
、
斎
宮
よ
り
斎
院
の
方
が
藤
原
氏
北
家
の

執
権
者
の
出
自
を
持
つ
皇
女
が
多
く
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
執
権

者
が
斎
宮
卜
定
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
時
期
の
天
皇
の

生
母
は
、
光
孝
・
宇
多
を
除
い
て
藤
原
氏
北
家
出
身
の
女
性
が
多
い
。
ま

た
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
執
権
者
と
賀
茂
祭
の
関
係
で
あ
る
。
執
権
者
は
、

自
分
の
孫
を
斎
院
に
す
る
こ
と
で
、
こ
の
祭
に
お
い
て
政
治
的
な
も
の
だ

け
で
な
く
、
祭
祀
的
な
権
威
を
も
貴
族
層
に
誇
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
に
、
北
家
出
身
の
母
を
持
つ
皇
女
を
斎
院
に
選
定
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
一
方
、
当
時
、
皇
子
女
は
、
母
方
で
養
育
さ
れ
て
い
た
た
め
、
外

祖
父
と
の
結
び
つ
き
は
深
い
と
考
え
ら
れ
る
。
自
分
の
許
で
育
て
た
孫
を

伊
勢
に
行
か
せ
た
く
な
い
と
い
う
、
執
権
者
の
個
人
的
な
想
い
も
働
い
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
斎
宮
の
任
が
解
か
れ
る
の
は
、
身
内
の
喪
・
天

皇
の
譲
位
ま
た
は
崩
御
で
あ
る
。
皇
女
が
斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
は
、

親
し
い
肉
親
と
の
別
れ
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

第
二
の
変
化
と
し
て
、
一
代
の
天
皇
に
お
い
て
複
数
の
斎
宮
の
選
定
が

行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
朱
雀
・
村
上
朝
に
お
い
て
は
、

一
代
の
天
皇
に
三
人
の
斎
宮
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
斎
院
の
方
も
、
醍
醐

朝
に
三
人
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
複
数
の
斎
宮
が
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、

三
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
の
要
因
が
、
醍
醐
天
皇
の
在
位
が
長

い
点
で
あ
る
。
醍
醐
天
皇
は
、
平
安
時
代
に
お
い
て
最
も
長
期
の
在
位
で

あ
り
、
三
十
四
年
に
及
ん
だ
。
特
に
こ
の
時
、
醍
醐
・
朱
雀
・
村
上
の
三

代
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
十
七
年
を
超
す
長
期
間
在
位
し
た
天
皇
が
続
い

た
。
第
二
の
要
因
が
、
朱
雀
天
皇
が
皇
子
女
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
点
で
あ

る
。
朱
雀
天
皇
の
皇
子
女
と
し
て
は
昌
子
内
親
王
し
か
誕
生
し
て
い
な
い
。

第
三
の
要
因
と
し
て
、
斎
宮
の
対
象
者
と
親
族
（
特
に
母
親
）
の
高
齢
化

で
あ
る
。
朱
雀
天
皇
は
八
歳
で
即
位
し
た
た
め
年
齢
が
低
く
、
ま
た
、
村

上
天
皇
は
二
十
一
歳
で
即
位
す
る
も
、
ム
ス
メ
が
誕
生
し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
時
の
斎
宮
選
定
の
対
象
者
は
、
醍
醐
の
ム
ス
メ
・
マ
ゴ
で
あ
り
、
朱

雀
に
と
っ
て
姉
妹
・
メ
イ
に
あ
た
り
、
村
上
の
場
合
も
対
象
者
は
醍
醐
の

ム
ス
メ
・
マ
ゴ
で
あ
り
、
村
上
に
と
っ
て
姉
妹
・
メ
イ
に
あ
た
る
。
醍
醐

天
皇
の
長
期
在
位
に
よ
っ
て
、
候
補
者
と
な
る
醍
醐
の
ム
ス
メ
・
マ
ゴ
の

年
齢
が
高
く
な
り
、
ま
た
、
同
時
に
皇
女
の
親
族
も
高
齢
化
し
た
の
で
は

な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
時
の
斎
宮
の
退
下
理
由
を
見
る
と
、
本
人
が
薨
去
し
て
い
る
例
が

二
例
あ
る
。

朱
雀
朝
②　

斉
子
内
親
王　

薨
去
（
十
六
歳
）

村
上
朝
①　

英
子
内
親
王　

薨
去
（
二
十
六
歳
）

　

当
時
の
女
性
の
平
均
寿
命
は
三
十
歳
前
後
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
親
族
の

喪
に
よ
っ
て
退
下
し
た
斎
宮
は
、

朱
雀
朝
①　

雅
子
内
親
王　

母
の
喪
（
源
周
子　

享
年
不
明
）

朱
雀
朝
③　

徽
子
女
王　

母
の
喪
（
藤
原
寛
子　

享
年
四
十
歳
）

村
上
朝
②　

悦
子
女
王　

父
の
喪
（
重
明
親
王　

享
年
四
十
九
歳
）

　

朱
雀
・
村
上
朝
の
斎
宮
の
退
下
理
由
は
、
斎
宮
自
身
の
薨
去
か
、
両
親

の
喪
に
よ
る
場
合
が
多
い
（
40
）。

先
に
挙
げ
た
三
つ
の
要
因
に
よ
っ
て
、
斎
宮
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の
任
期
中
に
皇
女
や
そ
の
両
親
が
薨
去
す
る
可
能
性
が
生
じ
、
天
皇
一
代

に
複
数
の
斎
宮
が
選
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、
平
安
中
期
を
見
て
き
た
が
、
斎
宮
の
選
定
に
変
化
が
見
ら
れ
た
。

ム
ス
メ
か
ら
姉
妹
へ
と
選
定
対
象
が
変
化
し
た
。
ま
た
、
天
皇
の
長
期
在

位
や
次
代
の
天
皇
一
代
に
つ
い
て
複
数
回
の
選
定
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ

は
、
天
皇
と
藤
原
氏
北
家
と
の
ミ
ウ
チ
体
制
に
よ
る
幼
帝
の
出
現
や
藤
原

氏
北
家
の
関
与
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　

ⅲ
．
平
安
時
代
後
期
（
冷
泉
朝
か
ら
後
冷
泉
朝
ま
で
）

　

平
安
時
代
後
期
に
は
、
八
代
の
天
皇
が
即
位
し
、
斎
宮
に
は
十
名
が
選

定
さ
れ
、
そ
の
う
ち
女
王
が
五
名
で
あ
る
（
系
図
４
）。
他
の
時
代
に
比

べ
、
女
王
が
多
く
選
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
色
が
窺
え
る
。

　

冷
泉
天
皇
と
円
融
天
皇
そ
れ
ぞ
れ
の
皇
子
た
ち
が
、
兄
弟
で
順
番
に
即

位
し
た
た
め
、
こ
の
時
期
の
皇
統
は
二
統
迭
立
と
い
わ
れ
て
い
る
。
榎
村

氏
は
、
花
山
朝
か
ら
後
冷
泉
朝
の
斎
宮
を
対
象
に
し
て
「
こ
の
時
期
の
天

皇
家
の
分
裂
の
影
響
が
斎
王
制
に
波
及
し
て
く
る
」
と
指
摘
し
、
藤
原
氏

北
家
出
身
の
母
を
持
た
な
い
皇
女
が
斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
斎
宮

軽
視
が
見
受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
冷
泉
系
が
冷
遇
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、

藤
原
氏
北
家
出
自
の
母
を
持
つ
皇
女
の
代
わ
り
に
、
冷
泉
系
の
皇
女
が
斎

宮
に
選
定
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
41
）。
榎
村
氏
の
指
摘
に
対
し
て
、
三
つ

の
疑
問
が
生
じ
る
。
第
一
に
藤
原
氏
北
家
出
身
の
母
を
持
た
な
い
皇
女
が

選
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
要
因
に
よ
っ
て
斎
宮
軽
視
が
見
受
け
ら
れ
る
と

い
う
点
、
第
二
に
冷
泉
系
が
冷
遇
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
、
第
三
に
冷
泉

系
の
冷
遇
の
た
め
に
冷
泉
系
の
皇
女
が
多
く
選
定
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ

る
。
三
つ
の
点
に
つ
い
て
、
再
検
討
し
、
平
安
後
期
に
お
け
る
斎
宮
の
特

色
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
一
に
斎
宮
に
藤
原
氏
北
家
出
身
の
母
を
持
た
な
い
皇
女
が
選
定
さ
れ

て
い
る
と
い
う
要
因
に
よ
っ
て
斎
宮
軽
視
が
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
点
に

つ
い
て
で
あ
る
。
二
統
迭
立
が
始
ま
る
冷
泉
朝
か
ら
円
融
朝
ま
で
の
斎
宮

に
選
定
さ
れ
た
皇
女
と
そ
の
母
の
出
自
を
見
る
と
、

冷
泉
朝　
　

輔
子
内
親
王　
（
母
は
藤
原
安
子
〈
身
位
は
中
宮
〉）

円
融
朝
①　

隆
子
女
王　
（
母
は
藤
原
敦
敏
女
〈
身
位
は
不
明
〉）

円
融
朝
②　

規
子
内
親
王　
（
母
は
徽
子
女
王
〈
身
位
は
女
御
〉）

と
な
る
。
藤
原
氏
北
家
出
身
の
母
の
例
は
、
冷
泉
朝
の
輔
子
内
親
王
の
一

例
で
あ
る
。
卜
定
は
、
安
和
元
年
（
九
六
八
）
に
行
な
わ
れ
、
藤
原
安
子

の
父
で
あ
る
師
輔
は
、
八
年
前
の
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
に
死
去
し
て
い

る
た
め
、
卜
定
に
は
関
与
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
円
融
朝
の
一
代
目
の
斎
宮
の
卜
定
時
に
、
ム
ス
メ
は
生
ま
れ
て

い
な
か
っ
た
が
、

同
母
姉
妹
…
資
子
（
十
五
歳
。
母
は
藤
原
安
子
）

　
　
　
　
　

選
子
（
六
歳
。
母
は
藤
原
安
子
）

異
母
姉
妹
…
規
子
（
二
十
一
歳
。
母
は
徽
子
女
王
）

　
　
　
　
　

 

緝
子
（
年
齢
不
明
。
母
は
藤
原
元
方
女
の
祐
姫
〈
身
位
は

更
衣
〉）

と
い
っ
た
血
縁
の
近
い
も
の
が
い
な
が
ら
、
血
縁
の
遠
い
章
明
親
王
（
醍

醐
の
皇
子
）
女
の
隆
子
女
王
が
選
定
さ
れ
た
。



藤
原
師
輔

＊
嘉
子
内
親
王
は
、
親
王
宣
下
さ
れ
た
た
め
、「
内
親
王
」
と
な
っ
て
い
る
。

系
図
４　

平
安
時
代
後
期

○
冷
泉
朝
か
ら
後
冷
泉
朝
ま
で

◎
…
天
皇
と
異
母
姉
妹

●
…
天
皇
と
同
母
姉
妹

●
輔
子
内
親
王
〈
冷
泉
斎
宮
〉

禎
子
内
親
王

当
子
内
親
王
〈
三
条
斎
宮
〉

敦
明
親
王
（
小
一
条
院
）

藤
原
済
時

寛 

子

藤
原
道
長

敦
平
親
王

重
明
親
王

源
高
明
女

章
明
親
王

隆
子
女
王
〈
円
融
斎
宮
①
〉

済
子
女
王
〈
花
山
斎
宮
〉 為

平
親
王

藤
原
敦
敏
女

安
子

良
子
内
親
王
〈
後
朱
雀
斎
宮
〉

娍
子

嘉
子
内
親
王
＊ 

〈
後
冷
泉
斎
宮
①
〉

妍
子

具
平
親
王

◎
規
子
内
親
王

〈
円
融
斎
宮
②
〉

嫥
子
女
王

〈
後
一
条
斎
宮
〉

徽
子
女
王

恭
子
女
王
〈
一
条
斎
宮
〉

敬
子
女
王

〈
後
冷
泉
斎
宮
②
〉

某
女

（
丸
数
字
は
、
即
位
順
）

円
融（
守
平
親
王
）

⑤

三
条（
居
貞
親
王
）

⑧

冷
泉（
憲
平
親
王
）

④

後
一
条（
敦
成
親
王
）

⑨

醍 

醐

①

後
冷
泉（
親
仁
親
王
）

⑪

後
朱
雀（
敦
良
親
王
）

⑩

花
山（
師
貞
親
王
）

⑥

一
条（
懐
仁
親
王
）

⑦

朱 

雀

②

村   

上

③

後
三
条

⑫源
則
理
女
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花
山
朝
か
ら
後
冷
泉
朝
の
斎
宮
に
は
、

花
山
朝　
　
　

済
子
女
王 

（ 

母
は
藤
原
敦
敏
女

〈
身
位
は
不
明
〉）

一
条
朝　
　
　

恭
子
女
王 

（ 

母
は
源
高
明
女

〈
身
位
は
不
明
〉）

三
条
朝　
　
　

当
子
内
親
王 

（ 

母
は
藤
原
済
時
女

の
娍
子
〈
身
位
は

皇
后
〉）

後
一
条
朝　
　

嫥
子
女
王 

（ 

母
は
為
平
親
王
女

〈
身
位
は
不
明
〉）

後
朱
雀
朝　
　

良
子
内
親
王 

（ 

母
は
禎
子
内
親
王

〈
身
位
は
皇
后
〉）

後
冷
泉
朝
①　

嘉
子
内
親
王 

（ 

母
は
藤
原
道
長
女

の
寛
子
〈
身
位
は

妃
〉）

後
冷
泉
朝
②　

敬
子
女
王 

（ 

母
は
源
則
理
女

〈
身
位
は
不
明
〉）

の
七
名
が
選
定
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
藤
原
氏
北
家
の
女

性
を
母
に
持
つ
皇
女
が
斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
例
は
、
後

冷
泉
朝
の
斎
宮
で
あ
る
嘉
子
内
親
王
の
一
例
だ
け
で
あ

る
。
母
は
藤
原
道
長
女
の
寛
子
で
あ
る
が
、
外
祖
母
は

源
明
子
で
あ
る
。
倉
本
氏
に
よ
れ
ば
、
道
長
は
、
嫡
妻

の
源
倫
子
と
の
間
に
儲
け
た
子
女
は
、
天
皇
の
キ
サ
キ
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に
し
た
り
、
摂
政
や
関
白
に
就
け
さ
せ
た
り
し
て
優
遇
し
て
い
る
が
、
も

う
一
人
の
妻
で
あ
る
源
明
子
の
子
女
は
優
遇
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
指
摘

す
る
。
つ
ま
り
、
寛
子
は
道
長
の
娘
で
あ
る
が
、
源
明
子
腹
で
あ
り
優
遇

さ
れ
て
い
な
い
立
場
に
い
た
よ
う
で
あ
る
（
42
）。

藤
原
氏
北
家
出
身
の
母
を
持

つ
皇
女
が
斎
宮
に
選
定
さ
れ
て
い
る
例
は
、
一
例
の
み
で
あ
る
が
、
藤
原

氏
北
家
の
中
で
も
優
遇
さ
れ
て
い
な
い
女
性
で
あ
り
、
特
殊
な
例
と
い
え

よ
う
。

　

む
し
ろ
、
問
題
と
な
る
こ
と
は
、
卜
定
時
に
天
皇
と
血
縁
が
近
い
皇
女

が
限
定
さ
れ
て
い
た
情
況
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
斎
宮
の
卜
定
時
に
ム

ス
メ
が
生
ま
れ
て
い
た
天
皇
は
、
三
条
・
後
朱
雀
だ
け
あ
る
。

三
条　
　

当
子
内
親
王
（
母
は
藤
原
娍
子
）
…
三
条
朝
斎
宮

　
　
　
　

禔
子
内
親
王
（
母
は
藤
原
娍
子
）

後
朱
雀　

良
子
内
親
王
（
母
は
禎
子
内
親
王
）
…
後
朱
雀
斎
宮

　
　
　
　

娟
子
内
親
王
（
母
は
禎
子
内
親
王
）
…
後
朱
雀
斎
院

　

三
条
に
は
、
藤
原
妍
子
と
の
間
に
禎
子
内
親
王
を
儲
け
て
い
る
が
、
卜

定
が
行
な
わ
れ
た
の
は
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
で
、
禎
子
は
、
長
和
二

年
（
一
〇
一
三
）
に
生
ま
れ
て
お
り
、
卜
定
時
に
は
生
ま
れ
て
い
な
い
。

後
朱
雀
に
は
、
藤
原
延
子
（
父
は
藤
原
頼
宗
）
と
の
間
に
正
子
内
親
王
を
、

藤
原
嫄
子
の
間
に
祐
子
内
親
王
、
禖
子
内
親
王
を
そ
れ
ぞ
れ
儲
け
て
い
る
。

正
子
が
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）、
祐
子
が
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）、
禖

子
内
親
王
が
長
暦
三
年
（
一
〇
三
九
）
に
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
て
い
て
、
卜

定
時
で
あ
る
長
元
九
年
（
一
〇
三
六
）
に
は
、
三
名
は
生
ま
れ
て
い
な
い
。

卜
定
時
に
は
藤
原
氏
北
家
出
身
の
母
を
持
つ
皇
女
は
誕
生
し
て
い
な
か
っ

た
。

　

一
方
、
ム
ス
メ
が
生
ま
れ
て
い
な
い
天
皇
は
、
花
山
・
一
条
・
後
一

条
・
後
冷
泉
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
斎
宮
卜
定
時
の
皇
女
・
女
王
の
誕
生

情
況
を
個
別
に
見
た
い
。
花
山
朝
の
斎
宮
卜
定
時
に
は
、
花
山
の
皇
女
が

生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
同
母
姉
妹
で
あ
る
宗
子
内
親
王
（
母
は
藤
原
伊
尹
女

の
懐
子
）
が
い
た
が
（
43
）、
章
明
親
王
（
醍
醐
皇
子
）
女
の
済
子
女
王
が
選
定

さ
れ
た
。
一
条
朝
の
斎
宮
卜
定
時
に
は
、
一
条
の
ム
ス
メ
も
生
ま
れ
て
お

ら
ず
、
同
母
姉
妹
、
異
母
姉
妹
も
い
な
か
っ
た
た
め
、
血
縁
の
近
い
者
は

お
ら
ず
、
為
平
親
王
（
44
）（

村
上
皇
子
）
女
の
恭
子
女
王
が
選
定
さ
れ
た
。
後

一
条
朝
で
は
、
後
一
条
の
ム
ス
メ
は
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
異
母
姉
妹
に
脩

子
内
親
王
（
二
十
一
歳
。
母
は
藤
原
道
隆
女
の
定
子
）、
イ
ト
コ
に
禎
子
内

親
王
（
四
歳
。
父
は
三
条
、
母
は
藤
原
道
長
女
の
妍
子
）
が
い
た
が
、
斎
宮

に
は
具
平
親
王
女
の
嫥
子
女
王
が
選
定
さ
れ
た
。
後
冷
泉
朝
の
一
代
目
の

斎
宮
卜
定
時
に
は
、
後
冷
泉
の
ム
ス
メ
は
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
異
母

姉
妹
に
祐
子
内
親
王
（
九
歳
。
母
は
藤
原
頼
通
養
女
の
藤
原
嫄
子
）、
禖
子

内
親
王
（
七
歳
。
母
は
藤
原
嫄
子
）、
正
子
内
親
王
（
二
歳
。
母
は
藤
原
頼
宗

女
の
延
子
）
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
斎
宮
に
は
敦
明
親
王
（
小
一
条

院
）
女
の
嘉
子
内
親
王
が
選
定
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
斎
院
も
同
時
に
選
定

さ
れ
て
お
り
、
異
母
姉
妹
の
禖
子
が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
斎
宮
と
比
べ
る

と
、
斎
院
に
は
、
天
皇
と
血
縁
の
近
い
者
が
選
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
後
冷
泉
朝
の
二
代
目
の
斎
宮
の
卜
定
時
で
は
、

や
は
り
、
後
冷
泉
の
ム
ス
メ
は
生
ま
れ
て
お
ら
ず
、
異
母
姉
妹
に
祐
子
内

親
王
（
十
四
歳
）、
正
子
内
親
王
（
七
歳
）
が
い
た
が
、
敦
平
親
王
女
の
敬



系
図
５　

冷
泉
系
と
円
融
系

兼
家

道
綱

脩
子
内
親
王

詮
子

媄
子
内
親
王

一
条
（
懐
仁
親
王
）

村
上

源
雅
信

倫
子

頼
通

妍
子

道
長

綏
子

後
冷
泉
（
親
仁
親
王
）

嬉
子

頼
宗

源
高
明

能
信

寛
子

尊
子

長
家

済
時

通
任

伊
尹

花
山
（
師
貞
親
王
）

宗
子
内
親
王

冷
泉

為
尊
親
王

敦
道
親
王

光
子
内
親
王

三
条
（
居
貞
親
王
）

兼
家

綏
子

道
隆

道
長

道
隆

定
子

兼
経

敦
康
親
王

嫄
子

祐
子
内
親
王

〈
後
冷
泉
斎
院
①
〉

禖
子
内
親
王

円
融

後
一
条
（
敦
成
親
王
）

時
中

済
政

後
朱
雀
（
敦
良
親
王
）

藤
原
穆
子

彰
子

章
子
内
親
王

師
実

馨
子
内
親
王

〈
後
一
条
斎
院
〉

教
通

信
長

威
子

俊
家

正
子
内
親
王
〈
後
冷
泉
斎
院
②
〉

明
子

顕
信

延
子

後
三
条
（
尊
仁
親
王
）

良
子
内
親
王
〈
後
朱
雀
斎
宮
〉

娟
子
内
親
王
〈
後
朱
雀
斎
院
〉

為
任

嘉
子
内
親
王
〈
後
冷
泉
斎
宮
①
〉

懐
子

娍
子

子
内
親
王

小
一
条
院
（
敦
明
親
王
）

栄
子
内
親
王

斉
子
女
王

敦
儀
親
王

尊
子
内
親
王

〈
冷
泉
斎
院
〉

敦
平
親
王

敬
子
女
王
〈
後
冷
泉
斎
宮
②
〉

当
子
内
親
王
〈
三
条
斎
宮
〉

禔
子
内
親
王

師
明
親
王

超
子

禎
子
内
親
王

原
子

妍
子

（
ゴ
シ
ッ
ク
は
冷
泉
系
の
皇
子
女
を
表
す
）

138

子
女
王
が
選
定
さ
れ
た
。
花
山
、
一
条
、
後
一

条
、
後
冷
泉
の
四
代
の
う
ち
斎
宮
は
七
名
選
定

さ
れ
た
が
、
七
例
中
四
例
に
は
、
天
皇
と
血
縁

が
近
い
皇
女
が
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
斎
宮

に
は
五
名
の
女
王
が
選
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

榎
村
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
藤
原
氏
北
家

が
斎
宮
を
軽
視
し
、
自
分
の
孫
を
斎
宮
に
選
定

さ
れ
な
い
よ
う
に
関
与
し
た
可
能
性
が
高
い
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
斎
宮
の
卜
定
時
の
皇

女
・
女
王
の
情
況
を
見
て
い
く
と
、
一
条
朝
の

斎
宮
卜
定
時
の
よ
う
に
、
ム
ス
メ
も
同
母
姉

妹
・
異
母
姉
妹
も
い
な
い
情
況
や
、
卜
定
時
に

藤
原
氏
北
家
出
自
の
母
を
持
つ
皇
女
が
生
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
例
も
あ
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
冷
泉
系
の
冷
遇
と
い
う
点
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
（
系
図
５
）。

　

冷
泉
天
皇
に
は
、
師
貞
親
王
（
花
山
天

皇
）・
居
貞
親
王
（
三
条
天
皇
）・
為
尊
親
王
・

敦
道
親
王
の
四
人
の
皇
子
が
い
た
。
師
貞
親
王

の
母
は
藤
原
伊
尹
女
で
あ
る
懐
子
で
あ
り
、
残

り
の
三
人
の
皇
子
の
母
は
藤
原
兼
家
女
の
超
子

で
あ
る
。
一
方
、
円
融
天
皇
の
皇
子
女
は
懐
仁
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親
王
（
一
条
天
皇
）
の
み
で
あ
る
。
懐
仁
親
王
の
母
は
藤
原
兼
家
女
の
詮

子
で
あ
る
。
藤
原
兼
家
は
、
両
皇
統
に
自
分
の
娘
を
入
内
さ
せ
て
い
た
の

で
あ
る
。
倉
本
氏
は
、
兼
家
は
、
懐
仁
親
王
、
居
貞
親
王
、
為
尊
親
王
、

敦
道
親
王
の
四
人
が
そ
れ
ぞ
れ
続
け
て
天
皇
に
即
位
す
れ
ば
、
外
祖
父
の

地
位
に
留
ま
り
続
け
得
る
と
い
う
構
想
を
企
て
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

指
摘
し
て
い
る
（
45
）。
円
融
系
で
唯
一
の
懐
仁
親
王
は
病
弱
で
あ
っ
た
。
一

方
、
冷
泉
系
に
は
三
人
の
皇
子
が
い
た
。
円
融
系
の
病
弱
な
親
王
よ
り
三

人
の
冷
泉
系
の
親
王
が
皇
位
継
承
者
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
46
）。
こ
の
よ
う
に
、
冷
泉
系
の
冷
遇
と
い
う
見

解
に
対
し
て
は
疑
問
が
あ
る
。
む
し
ろ
冷
泉
系
は
、
皇
位
継
承
に
お
い
て

優
勢
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
に
冷
泉
系
の
冷
遇
の
た
め
に
冷
泉
系
の
皇
女
が
多
く
選
定
さ
れ
た

と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
冷
泉
系
は
冷
遇
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
点
に

つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
通
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
な
ぜ
斎
宮

に
冷
泉
系
の
皇
女
が
多
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
中
心
に
検
討
す
る
。
花

山
朝
か
ら
後
冷
泉
ま
で
の
斎
宮
七
例
の
う
ち
、
冷
泉
系
の
皇
女
・
女
王
が

選
定
さ
れ
た
例
は
三
例
、
円
融
系
の
皇
女
の
例
が
一
例
、
そ
の
他
が
三
例

と
な
る
。
冷
泉
系
の
皇
女
・
女
王
の
例
を
あ
げ
る
と
、

当
子
内
親
王　
（
三
条
朝　

父
は
三
条
天
皇
）

嘉
子
内
親
王　
（
後
冷
泉
朝
①　

父
は
敦
明
親
王
）

敬
子
女
王　
　
（
後
冷
泉
朝
②　

父
は
敦
平
親
王
）

　

敦
明
親
王
と
敦
平
親
王
は
、
と
も
に
三
条
天
皇
の
親
王
で
あ
る
。
七
例

中
三
例
と
い
う
数
は
、
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
が
、
円
融
系
の
皇
女

が
後
朱
雀
朝
の
良
子
内
親
王
の
一
例
に
比
べ
る
と
多
い
。
ま
た
、
後
冷
泉

朝
以
降
に
冷
泉
系
の
女
王
が
選
定
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
白
河
朝
の
一

代
目
の
斎
宮
に
敦
賢
親
王
女
で
あ
る
淳
子
女
王
が
選
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
敦
賢
親
王
は
、
敦
明
親
王
の
子
で
あ
る
が
、
三
条
天
皇
の
猶
子
と

な
っ
て
い
る
。
冷
泉
系
の
皇
女
・
女
王
が
選
定
さ
れ
る
背
景
に
は
、
円
融

系
に
比
べ
、
冷
泉
系
の
天
皇
に
は
皇
子
女
に
恵
ま
れ
て
い
た
要
因
が
あ
る
。

冷
泉
天
皇
に
は
宗
子
、
尊
子
が
生
ま
れ
て
お
り
、
三
条
天
皇
に
は
当
子
、

禔
子
、
禎
子
が
生
ま
れ
て
い
る
。
特
に
三
条
天
皇
は
四
男
三
女
を
、
そ
の

皇
子
で
あ
る
敦
明
親
王
は
嘉
子
・

子
・
栄
子
・
斉
子
女
王
を
、
敦
平
親

王
は
敬
子
女
王
を
そ
れ
ぞ
れ
儲
け
て
い
た
。
冷
泉
系
の
斎
宮
が
多
い
と
い

う
よ
り
は
、
冷
泉
系
の
皇
女
ま
た
は
女
王
が
多
く
生
ま
れ
て
い
た
た
め
に
、

斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

以
上
、
平
安
後
期
は
、
藤
原
氏
北
家
の
ミ
ウ
チ
体
制
が
深
化
し
、
天
皇

の
キ
サ
キ
が
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
皇
子
女
が
激
減
す
る
。
当
然
、

斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
者
も
限
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
藤
原
氏
北
家
の
斎

宮
軽
視
に
よ
っ
て
、
藤
原
氏
北
家
出
自
の
母
を
持
つ
皇
女
が
、
斎
宮
に
選

定
さ
れ
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
、
斎
宮
の
候
補
者
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
た
め
に
、
冷
泉
系
の
皇
女
や
女
王
が
多
く
選
定
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。

　

平
安
時
代
を
三
つ
に
区
分
し
て
、
そ
の
変
化
を
見
て
き
た
が
、
斎
宮
制

度
は
、
政
治
的
な
影
響
を
受
け
て
い
た
。
平
安
前
期
は
一
代
の
天
皇
に
つ

き
斎
宮
一
名
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
制
度
が
完
成
し
た
と
見
え
る
。
し
か

し
、
平
安
中
期
は
藤
原
氏
の
ミ
ウ
チ
体
制
に
よ
っ
て
幼
帝
が
出
現
し
、
斎
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宮
の
選
定
対
象
は
、
ム
ス
メ
か
ら
姉
妹
に
変
化
し
た
。
そ
こ
に
は
、
藤
原

氏
北
家
の
関
与
が
見
ら
れ
、
天
皇
の
異
母
姉
妹
が
選
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

平
安
後
期
は
藤
原
氏
北
家
の
ミ
ウ
チ
体
制
の
深
化
か
ら
天
皇
の
キ
サ
キ
が

限
定
さ
れ
、
皇
子
女
が
減
少
し
た
。
斎
宮
の
候
補
者
が
限
ら
れ
、
選
定
の

対
象
者
は
天
皇
の
姉
妹
か
ら
女
王
へ
と
移
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
斎
宮
は
、「
政
治
的
な
力
関
係
」
か
ら
選
定
さ
れ
た
と

い
う
側
面
も
存
在
し
て
は
い
た
も
の
の
、
そ
の
時
々
の
皇
女
の
存
在
の
有

無
も
大
き
く
影
響
し
て
お
り
、
政
治
的
な
影
響
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。

二
、
斎
宮
の
選
定
基
準

　

前
章
で
は
、
時
代
ご
と
に
分
析
を
行
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
斎
宮
に

選
定
さ
れ
た
皇
女
ま
た
は
女
王
を
、
第
一
に
天
皇
と
斎
宮
の
血
縁
関
係
か

ら
、
第
二
に
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
の
出
生
順
か
ら
、
第
三
に
斎
宮
の

卜
定
時
の
年
齢
か
ら
、
第
四
に
斎
宮
の
母
親
（
そ
の
族
姓
と
身
位
）
か
ら
、

第
五
に
斎
宮
の
同
母
兄
弟
か
ら
、
第
六
に
斎
宮
の
外
祖
父
（
身
位
と
没
年
）

の
多
角
的
な
側
面
か
ら
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た

候
補
者
の
特
色
を
示
し
、
ま
た
、
皇
女
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

い
。１

．
天
皇
と
斎
宮
の
血
縁
関
係
に
つ
い
て

　
『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
斎
宮
は
、
未
婚
の
内
親
王
、

ま
た
は
女
王
が
選
定
さ
れ
た
。
実
質
的
に
斎
宮
と
し
て
伊
勢
に
下
っ
た
大

来
皇
女
の
先
例
を
考
え
る
と
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
候
補
者
と
し
て
は
、

内
親
王
＝
天
皇
の
ム
ス
メ
が
適
切
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
天
皇
と
斎
宮
の
血
縁
関
係
を
見
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
血

縁
が
重
視
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
点
を
、
時
代
ご
と
に
斎
院
の
例
と

比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

　

表
１
は
天
皇
と
斎
宮
の
血
縁
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ム
ス
メ
・
同
母

姉
妹
・
異
母
姉
妹
・
オ
バ
・
メ
イ
・
イ
ト
コ
・
ハ
ト
コ
に
分
け
、
ハ
ト
コ

以
上
に
血
縁
が
遠
い
場
合
は
そ
の
他
に
区
分
し
た
。
ま
た
、
時
代
区
分
は
、

平
安
時
代
以
前
を
、
律
令
制
成
立
期
（
天
武
朝
か
ら
文
武
朝
ま
で
）・
奈
良

時
代
（
元
明
朝
か
ら
光
仁
朝
ま
で
）
の
二
つ
分
け
、
平
安
時
代
を
、
前
期

（
桓
武
朝
か
ら
文
徳
朝
ま
で
）、
中
期
（
清
和
朝
か
ら
村
上
朝
ま
で
）、
後
期

（
冷
泉
朝
か
ら
後
冷
泉
朝
ま
で
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
た
。
ま
た
、
参
考
と

し
て
院
政
期
の
例
も
挙
げ
、
院
政
期
前
期
（
後
三
条
朝
か
ら
堀
河
朝
ま

で
）・
院
政
期
後
期
（
後
白
河
朝
か
ら
後
鳥
羽
朝
ま
で
）
の
二
つ
に
区
分
し

た
。

　

天
皇
と
の
血
縁
の
濃
さ
で
考
え
る
と
、
天
皇
の
ム
ス
メ
・
オ
バ
・
同
母

姉
妹
・
異
母
姉
妹
・
メ
イ
・
イ
ト
コ
・
ハ
ト
コ
の
順
で
あ
る
が
（
47
）、

律
令
制

成
立
期
か
ら
平
安
後
期
ま
で
の
四
十
一
例
か
ら
、
斎
宮
の
選
定
例
を
見
て

み
る
と
、
天
皇
の
ム
ス
メ
十
四
例
・
異
母
姉
妹
六
例
・
オ
バ
二
例
・
メ
イ

三
例
・
ハ
ト
コ
三
例
・
同
母
姉
妹
二
例
・
イ
ト
コ
二
例
で
あ
る
。
ム
ス
メ

の
選
定
例
が
四
十
一
例
中
十
四
例
で
あ
り
、
律
令
制
成
立
期
か
ら
平
安
後

期
ま
で
の
全
体
の
三
十
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
異
母
姉
妹
の
例
が
四
十

一
例
中
六
例
で
あ
り
、
十
四
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
ム
ス
メ
と
異



表
１　

天
皇
と
斎
宮
の
血
縁
関
係

律
令
制
成
立
期
奈
良
時
代

平
安
前
期

平
安
中
期

平
安
後
期

院
政
期
前
期

院
政
期
後
期

合
計

ム
ス
メ

一

二

七

二

二

二

二

十
八（
十
四
）

姉
妹
同
母

一

一

二（
二
）

異
母

五

一

二

五

十
三（
六
）

オ
バ

二

二

一

五（
二
）

メ
イ

一

二

三（
三
）

イ
ト
コ

二

二（
二
）

ハ
ト
コ

一

一

一

三（
三
）

そ
の
他

一

二

一

三

二

九（
七
）

不
明

二

二（
二
）

合
計

四

七

八

十
二

十

八

八

五
十
七（
四
十
一
）

（
注
）
合
計
の
括
弧
内
の
数
字
は
、
律
令
制
成
立
期
か
ら
平
安
後
期
ま
で
の
合
計
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
参
考　

斎
院
】平

安
前
期

平
安
中
期

平
安
後
期

院
政
期
前
期

院
政
期
後
期

合
計

ム
ス
メ

四

四

三

一

一

十
三（
十
一
）

姉
妹
同
母

二

一

五

八（
三
）

異
母

一

二

二

五（
三
）

オ
バ

二

二

メ
イ

一

一

二（
一
）

そ
の
他

二

二

一

五（
二
）

合
計

五

九

六

十

五

三
十
五（
二
十
）

（
注
）
合
計
の
括
弧
内
の
数
字
は
、
平
安
前
期
か
ら
平
安
後
期
ま
で
の
合
計
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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母
姉
妹
を
合
わ
せ
る
と
四
十
八
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
約
半
数
を
占

め
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
選
定
例
の
多
さ
を
順
に
し
て
み
る
と
、
ム

ス
メ
・
異
母
姉
妹
・
オ
バ
・
メ

イ
・
ハ
ト
コ
・
同
母
姉
妹
・
イ

ト
コ
の
順
と
な
る
。
注
目
す
べ

き
点
は
、
同
母
姉
妹
の
選
定
例

の
数
で
あ
る
。
異
母
姉
妹
十
三

例
に
対
し
て
、
同
母
姉
妹
は
二

例
と
少
な
い
。
こ
れ
は
、
斎
宮

の
選
定
に
お
い
て
、
異
母
姉
妹

の
方
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

一
方
、
斎
院
で
は
、
平
安
前

期
か
ら
平
安
後
期
ま
で
の
二
十

例
中
、
天
皇
の
ム
ス
メ
十
一

例
・
同
母
姉
妹
三
例
・
異
母
姉

妹
三
例
・
メ
イ
一
例
で
あ
る
。

斎
宮
と
比
較
す
る
と
、
天
皇
と

血
縁
の
濃
い
者
が
選
定
さ
れ
た

よ
う
だ
。

　

注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
斎

宮
が
ハ
ト
コ
や
イ
ト
コ
の
選
定

例
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
斎
院

に
は
な
く
、
血
縁
関
係
か
ら
見
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る
と
、
天
皇
と
血
縁
の
近
い
者
が
多
い
。
ま
た
、
姉
妹
の
例
を
見
る
と
、

同
母
姉
妹
の
例
が
八
例
と
、
異
母
姉
妹
五
例
と
な
り
、
同
母
姉
妹
の
例
の

方
が
多
く
、
斎
宮
と
相
反
す
る
。
こ
の
点
が
示
す
こ
と
に
は
、
斎
院
が
重

視
さ
れ
て
い
た
と
も
見
え
る
が
、
天
皇
の
即
位
時
に
必
ず
斎
院
を
選
定
し

な
く
て
も
よ
い
の
で
、
血
縁
の
濃
い
適
切
な
候
補
者
が
い
な
け
れ
ば
、
候

補
者
が
あ
ら
わ
れ
る
ま
で
、
斎
院
を
留
め
置
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
た

め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
や
は
り
、
血
縁
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。

　

斎
宮
の
選
定
例
を
時
代
ご
と
に
見
る
と
、
律
令
制
成
立
期
で
は
、
ム
ス

メ
一
例
・
オ
バ
二
例
あ
り
、
天
皇
と
血
縁
の
濃
い
者
が
選
定
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
奈
良
時
代
で
は
、
七
例
中
、
そ
の
他
二
例
・
不
明
二
例
と

な
る
。
こ
れ
は
、
政
変
な
ど
に
よ
っ
て
皇
族
が
廃
さ
れ
た
た
め
に
、
斎
宮

の
選
定
の
候
補
が
少
な
く
、
天
皇
と
遠
縁
の
候
補
者
が
多
か
っ
た
と
見
ら

れ
る
。
平
安
前
期
で
は
、
八
例
中
、
ム
ス
メ
七
例
と
な
り
、
ム
ス
メ
の
選

定
例
は
九
割
を
占
め
た
。
他
の
時
代
に
比
べ
、
天
皇
と
の
血
縁
の
濃
い
者

が
最
も
多
く
選
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
斎
院
で
も
同
様
で
、
五

例
中
四
例
が
ム
ス
メ
の
選
定
で
あ
る
。
平
安
中
期
に
な
る
と
、
斎
宮
に
選

定
さ
れ
た
者
と
天
皇
と
の
血
縁
を
見
る
と
、
広
範
囲
に
わ
た
る
。
ム
ス
メ

二
例
に
対
し
て
、
異
母
姉
妹
五
例
・
メ
イ
二
例
・
同
母
姉
妹
一
例
・
ハ
ト

コ
一
例
と
な
る
。
こ
れ
は
、
幼
帝
の
出
現
に
よ
り
、
斎
宮
の
候
補
者
が
、

ム
ス
メ
を
対
象
と
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
対
象
が
天
皇
と
の
血
縁
の

遠
い
者
ま
で
広
が
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
斎
院
は
、
ム
ス
メ
四
例
・
同
母
姉

妹
二
例
・
異
母
姉
妹
一
例
と
、
血
縁
の
近
い
者
が
選
定
さ
れ
て
い
る
が
、

平
安
後
期
で
も
、
斎
宮
は
血
縁
の
遠
い
者
も
選
定
さ
れ
て
い
る
傾
向
は
同

様
で
あ
り
、
ム
ス
メ
二
例
・
イ
ト
コ
二
例
・
同
母
姉
妹
一
例
・
異
母
姉
妹

一
例
・
ハ
ト
コ
一
例
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
藤
原
氏
北
家
の
キ
サ
キ
が
多

く
、
し
た
が
っ
て
、
天
皇
の
同
母
姉
妹
・
異
母
姉
妹
は
、
藤
原
氏
北
家
出

自
の
母
を
持
つ
。
藤
原
氏
北
家
の
斎
宮
軽
視
に
よ
り
、
天
皇
の
姉
妹
の
選

定
は
、
平
安
中
期
に
比
べ
減
少
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
斎
院
で
は
、
ム
ス
メ

三
例
・
異
母
姉
妹
二
例
・
同
母
姉
妹
一
例
と
な
り
、
斎
宮
よ
り
血
縁
の
濃

い
者
が
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
斎
宮
制
度
が
確
立
す
る
律
令
制
成
立
期
で
は
、
ム
ス

メ
・
オ
バ
が
天
皇
と
血
縁
の
濃
い
者
と
し
て
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
。
平
安

前
期
で
は
、
ム
ス
メ
の
選
定
例
が
最
も
多
い
。
し
か
し
、
平
安
中
期
に
な

る
と
、
幼
帝
の
出
現
に
よ
り
、
ム
ス
メ
が
候
補
者
と
し
て
選
定
で
き
な
く

な
る
。
そ
こ
で
候
補
者
の
対
象
が
変
化
し
、
姉
妹
、
特
に
異
母
姉
妹
が
適

切
な
候
補
者
と
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
平
安
中
期
か
ら

は
じ
ま
り
、
院
政
期
に
ま
で
及
ん
だ
。
し
か
し
、
斎
院
は
、
平
安
前
期
か

ら
平
安
後
期
ま
で
、
天
皇
と
血
縁
が
近
い
者
が
選
定
さ
れ
た
。

　

こ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
天
皇
と
斎
宮
の
血
縁
関
係
が
重
視
さ
れ
、

天
皇
の
ム
ス
メ
が
最
適
な
候
補
者
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
大

来
皇
女
の
先
例
が
基
礎
と
さ
れ
、
ム
ス
メ
が
重
要
視
さ
れ
た
可
能
性
も
指

摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
時
代
が
下
る
に
し
た
が
い
、
政
治

情
況
の
変
化
に
よ
り
、
斎
宮
の
候
補
者
に
は
血
縁
の
濃
い
候
補
者
の
選
定

が
難
し
く
な
り
、
そ
の
適
切
な
候
補
者
が
、
姉
妹
、
特
に
異
母
姉
妹
に
移

っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。



表
２　

斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
（
女
王
）
の
出
生
順

天
皇

斎
宮
名

父

母

同
母
出
生
順

全
体
の
出
生
順

同
母
姉
妹

天
武

大
来
皇
女

天
武
天
皇

大
田
皇
女

一

一

文
武

託
基
皇
女

天
武
天
皇

宍
人
臣

媛
娘
不
明

不
明

泉
内
親
王

天
智
天
皇

忍
海
色
夫
古
娘
不
明

不
明

田
形
内
親
王

天
武
天
皇

蘇
我
太
蕤
娘

不
明

不
明

元
正

久
勢
女
王

不
明

不
明

不
明

不
明

聖
武

井
上
内
親
王

聖
武
天
皇

県
犬
養
広
刀
自
一

一

不
破

県
女
王

高
丘
王
か

不
明

不
明

不
明

孝
謙

小
宅
女
王

三
原
王

不
明

不
明

不
明

淳
仁

安
倍
内
親
王

淳
仁
天
皇
か

不
明

不
明

不
明

光
仁

酒
人
内
親
王

光
仁
天
皇

井
上
内
親
王

一

三
か

能
登
・
弥
努
摩

浄
庭
女
王

神
王

弥
努
摩
内
親
王
不
明

不
明

桓
武

朝
原
内
親
王

桓
武
天
皇

酒
人
内
親
王

一

一
か

布
勢
内
親
王

桓
武
天
皇

中
臣
丸
豊
子

不
明

不
明

平
城

大
原
内
親
王

平
城
天
皇

伊
勢
継
子

三
か

四
か

上
毛
野
・
石
上

嵯
峨

仁
子
内
親
王

嵯
峨
天
皇

大
原
浄
子

一

三

淳
和

氏
子
内
親
王

淳
和
天
皇

高
志
内
親
王

一

一

有
子
・
貞
子

宜
子
女
王

仲
野
親
王

菅
野
氏
女

不
明

不
明

仁
明

久
子
内
親
王

仁
明
天
皇

高
宗
女
王

一

二

文
徳

晏
子
内
親
王

文
徳
天
皇

藤
原
列
子

一

一

慧
子

清
和

恬
子
内
親
王

文
徳
天
皇

紀
静
子

一

四

述
子
・
珍
子

陽
成

識
子
内
親
王

清
和
天
皇

藤
原
良
近
女

一

四

掲
子
内
親
王

文
徳
天
皇

藤
原
今
子

一

七

光
孝

繁
子
内
親
王

光
孝
天
皇

滋
野
直
子
か

一

四

宇
多

元
子
女
王

本
康
親
王

不
明

不
明

不
明

廉
子
女
王

醍
醐

柔
子
内
親
王

宇
多
天
皇

藤
原
胤
子

一

二
か
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２
．
斎
宮
の
出
生
順
に
つ
い
て

　

実
質
的
に
選
定
さ
れ
た
初
例

と
考
え
ら
れ
る
大
来
皇
女
は
、

第
一
皇
女
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
皇
女
に
は

「
第
一
皇
女
」
と
い
う
位
置
付

け
が
影
響
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
皇
女
ま
た
は
女
王
の
出
生

順
に
あ
た
り
、
出
生
の
記
事
が

少
な
く
、
死
亡
記
事
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
、
出
生
順
も
不
明

な
場
合
が
多
い
。

　

表
２
は
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た

皇
女
ま
た
は
女
王
の
同
母
姉
妹

内
に
お
け
る
出
生
順
と
、
異
母

姉
妹
を
含
む
出
生
順
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
三
十
七
例
中

（
五
十
七
例
中
不
明
二
十
例
を
除

く
）、
同
母
姉
妹
の
出
生
順
で

は
、
第
一
の
皇
女
が
二
十
九
例
、

全
体
の
出
生
順
で
は
、
第
一
の

皇
女
は
十
三
例
と
な
る
。
全
体



天
皇

斎
宮
名

父

母

同
母
出
生
順

全
体
の
出
生
順

同
母
姉
妹

朱
雀

雅
子
内
親
王

醍
醐
天
皇

源
周
子

三

十

郁
子
・
勤
子

斉
子
内
親
王

醍
醐
天
皇

源
和
子

三

十
五

慶
子
・
韶
子

徽
子
女
王

重
明
親
王

藤
原
寛
子

一
か

一
か

悦
子
女
王

村
上

英
子
内
親
王

醍
醐
天
皇

藤
原
淑
姫

一

十
六

悦
子
女
王

重
明
親
王

藤
原
寛
子

二
か

二
か

徽
子
女
王

楽
子
内
親
王

村
上
天
皇

荘
子
女
王

一

六

冷
泉

輔
子
内
親
王

村
上
天
皇

藤
原
安
子

二

七

承
子
・
資
子
・
選
子

円
融

隆
子
女
王

章
明
親
王

藤
原
敦
敏
女

一

一
か

済
子
女
王

規
子
内
親
王

村
上
天
皇

徽
子
女
王

一

四

花
山

済
子
女
王

章
明
親
王

藤
原
敦
敏
女

不
明

不
明

隆
子
女
王

一
条

恭
子
女
王

為
平
親
王

源
高
明
女

不
明

不
明

三
条

当
子
内
親
王

三
条
天
皇

藤
原
娍
子

一

一

禔
子

後
一
条

嫥
子
女
王

具
平
親
王

為
平
親
王
女

不
明

不
明

後
朱
雀

良
子
内
親
王

後
朱
雀
天
皇

禎
子
内
親
王

一

一

娟
子

後
冷
泉

嘉
子
内
親
王

敦
明
親
王

藤
原
寛
子

不
明

不
明

子

敬
子
女
王

敦
平
親
王

源
則
理
女

不
明

不
明

後
三
条

俊
子
内
親
王

後
三
条
天
皇

藤
原
茂
子

二

二

聡
子
・
佳
子
・
篤
子

白
河

淳
子
女
王

敦
賢
親
王

源
親
方
女

不
明

不
明

媞
子
内
親
王

白
河
天
皇

藤
原
賢
子

一

一

令
子
・
禛
子

堀
河

善
子
内
親
王

白
河
天
皇

藤
原
道
子

一

二

鳥
羽

子
内
親
王

白
河
天
皇

藤
原
季
実
女

不
明

不
明

崇
徳

守
子
女
王

輔
仁
親
王

源
師
忠
女

不
明

不
明

近
衛

妍
子
内
親
王

鳥
羽
天
皇

藤
原
家
政
女

一

六

喜
子
内
親
王

堀
河
天
皇

不
明

不
明

不
明

後
白
河

亮
子
内
親
王

後
白
河
天
皇

藤
原
成
子

一

一

好
子
・
休
子

二
条

好
子
内
親
王

後
白
河
天
皇

藤
原
成
子

二

二

亮
子
・
休
子
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の
出
生
順
に
お
け
る
第
一
の
皇

女
の
割
合
は
、
全
体
の
お
よ
そ

三
分
の
一
を
占
め
て
お
り
、
比

較
的
に
多
い
と
思
え
る
。「
第

一
皇
女
」
と
い
う
位
置
付
け
は
、

あ
る
程
度
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ

る
条
件
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

　

次
に
、
賀
茂
斎
院
と
の
比
較

を
行
な
っ
て
み
た
い
。

　

表
３
は
斎
院
に
選
定
さ
れ
た

皇
女
ま
た
は
女
王
の
同
母
姉
妹

内
に
お
け
る
出
生
順
と
、
異
母

姉
妹
を
含
む
出
生
順
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。
斎
院
は
三
十
二

例
中
（
三
十
五
例
中
、
同
母
姉

妹
に
つ
い
て
は
不
明
三
例
を
除

く
）、
第
一
の
皇
女
は
十
九
例
、

全
体
の
出
生
順
に
つ
い
て
は
不

明
五
例
を
除
く
三
十
例
中
、
第

一
の
皇
女
は
四
例
と
な
る
。
斎

院
の
全
体
の
出
生
順
に
お
け
る

第
一
の
皇
女
の
割
合
は
、
十



六
条

休
子
内
親
王

後
白
河
天
皇

藤
原
成
子

四

四

亮
子
・
好
子

高
倉

惇
子
内
親
王

後
白
河
天
皇

藤
原
公
成
女

一

五

功
子
内
親
王

高
倉
天
皇

藤
原
公
重
女

一

一

後
鳥
羽

潔
子
内
親
王

高
倉
天
皇

藤
原
豊
子

一

三

土
御
門

粛
子
内
親
王

後
鳥
羽
天
皇

源
信
良
女

一

一

順
徳

凞
子
内
親
王

後
鳥
羽
天
皇

丹
波
局

一

四

（
注
）・ 

同
母
出
生
順
は
、
皇
女
の
み
の
順
番
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
出
生
順
も
同
様
で
あ
る
。
斎
王
名
の
欄
で
ゴ
シ
ッ
ク
の
文
字
は
、

斎
院
と
同
時
期
（
同
年
）
に
選
定
さ
れ
て
い
る
皇
女
を
示
す
。
同
母
姉
妹
の
欄
で
二
重
線
が
斎
宮
、
波
線
が
斎
院
に
な
っ
た
皇
女

を
示
す
。

・ 

こ
の
表
は
、『
日
本
書
紀
』
と
い
っ
た
六
国
史
を
は
じ
め
、『
日
本
紀
略
』、『
一
代
要
記
』
な
ど
の
史
料
、
角
田
文
衛
『
日
本
の
後

宮
』（
学
燈
社
、
一
九
七
三
年
）、
服
藤
早
苗
・
西
野
悠
紀
子
他
編
『
歴
史
の
な
か
の
皇
女
た
ち
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
）、
安

田
政
彦
「
皇
子
女
の
出
生
順
に
つ
い
て
」（『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
（
文
学
部
）』
三
六
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
東
京
大
学
史

料
編
纂
所
の
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
。

表
３　

斎
院
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
（
女
王
）
の
出
生
順

天
皇

斎
院
名

父

母

同
母
出
生
順

全
体
の
出
生
順

同
母
姉
妹

嵯
峨
・
淳
和

有
智
子
内
親
王
嵯
峨
天
皇

交
野
女
王

一

二

淳
和

時
子
内
親
王

仁
明
天
皇

滋
野
縄
子

一

一

仁
明

高
子
内
親
王

仁
明
天
皇

百
済
王
永
慶

一

三

柔
子

文
徳

慧
子
内
親
王

文
徳
天
皇

藤
原
列
子

二

二

晏
子

述
子
内
親
王

文
徳
天
皇

紀
静
子

二

三

恬
子
・
珍
子

清
和

儀
子
内
親
王

文
徳
天
皇

藤
原
明
子

一

五

陽
成

敦
子
内
親
王

清
和
天
皇

藤
原
高
子

一

三

陽
成
・
光
孝

穆
子
内
親
王

光
孝
天
皇

王
躬
王
女

一

不
明

宇
多

直
子
女
王

惟
彦
親
王

不
明

不
明

不
明

宇
多
・
醍
醐

君
子
内
親
王

宇
多
天
皇

橘
義
子

一

三

醍
醐

恭
子
内
親
王

醍
醐
天
皇

藤
原
鮮
子

一

五
か

敏
子
・
婉
子

宣
子
内
親
王

醍
醐
天
皇

源
封
子

一

二
か

靖
子

韶
子
内
親
王

醍
醐
天
皇

源
和
子

一

十
三
か

慶
子
・
斉
子
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三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。

同
時
期
に
選
定
さ
れ
た
斎
院
は
、

ほ
と
ん
ど
が
異
母
姉
妹
を
含
む

出
生
順
に
お
い
て
第
二
以
下
の

皇
女
が
多
い
。

　

斎
院
と
斎
宮
が
同
時
期
に
選

定
さ
れ
る
例
を
見
て
み
た
い
。

太
字
で
示
し
た
例
は
、
斎
院
と

斎
宮
が
同
時
に
選
定
さ
れ
た
例

で
あ
る
（
48
）。
十
四
例
見
ら
れ
、
姉

妹
で
選
定
さ
れ
た
皇
女
が
九
例

で
あ
る
。
九
例
の
中
で
も
斎
宮

も
斎
院
も
姉
妹
内
の
出
生
が
わ

か
る
例
は
、
次
の
八
例
で
あ
る
（
49
）。

仁
明
朝

　

斎
宮　

久
子
内
親
王

　
　
　
　
（
第
二
皇
女
）

　

斎
院　

高
子
内
親
王

　
　
　
　
（
第
三
皇
女
）

文
徳
朝
①

　

斎
宮　

晏
子
内
親
王

　
　
　
　
（
第
一
皇
女
）

　

斎
院　

慧
子
内
親
王



天
皇

斎
院
名

父

母

同
母
出
生
順

全
体
の
出
生
順

同
母
姉
妹

朱
雀
・
村
上

婉
子
内
親
王

醍
醐
天
皇

藤
原
鮮
子

二

三
か

敏
子
・
恭
子

冷
泉
・
円
融

尊
子
内
親
王

冷
泉
天
皇

藤
原
懐
子

二

二

宗
子

円
融
〜
後
一
条
選
子
内
親
王

村
上
天
皇

藤
原
安
子

四

十

輔
子
・
承
子
・
資
子

後
一
条

馨
子
内
親
王

後
一
条
天
皇

藤
原
威
子

二

二

章
子

後
朱
雀

娟
子
内
親
王

後
朱
雀
天
皇

禎
子
内
親
王

二

二

良
子

後
冷
泉

禖
子
内
親
王

後
朱
雀
天
皇

藤
原
嫄
子

二

四

祐
子

後
冷
泉
・
後
三
条
正
子
内
親
王

後
朱
雀
天
皇

藤
原
延
子

一

五

後
三
条

佳
子
内
親
王

後
三
条
天
皇

藤
原
茂
子

三

三

聡
子
・
俊
子
・
篤
子

白
河

篤
子
内
親
王

後
三
条
天
皇

藤
原
茂
子

四

四

聡
子
・
俊
子
・
佳
子

白
河
・
堀
河

斉
子
女
王

敦
明
親
王

源
政
隆
女

不
明

不
明

堀
河

令
子
内
親
王

白
河
天
皇

藤
原
賢
子

一

三

媞
子
・
禛
子

禛
子
内
親
王

白
河
天
皇

藤
原
賢
子

二

四

媞
子
・
令
子

鳥
羽

官
子
内
親
王

白
河
天
皇

源
盛
子

一

不
明

崇
徳

悰
子
内
親
王

堀
河
天
皇

源
仁
子

一

一

統
子
内
親
王

鳥
羽
天
皇

藤
原
璋
子

二

二

禧
子

禧
子
内
親
王

鳥
羽
天
皇

藤
原
璋
子

一

一

統
子

崇
徳
〜
二
条

怡
子
内
親
王

輔
仁
親
王

源
行
宗
女

不
明

不
明

二
条
〜
高
倉

式
子
内
親
王

後
白
河
天
皇

藤
原
成
子

三

三

高
倉

僐
子
内
親
王

二
条
天
皇

中
原
師
元
女

一

一

頌
子
内
親
王

鳥
羽
天
皇

藤
原
実
能
女

一

七
か

高
倉
・
安
徳

範
子
内
親
王

高
倉
天
皇

藤
原
盛
範
女

一

二

土
御
門
・
順
徳
礼
子
内
親
王

後
鳥
羽
天
皇

坊
門
信
清
女

一

二

（
注
）・ 

同
母
出
生
順
は
、
皇
女
の
み
の
順
番
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
出
生
順
も
同
様
で
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
文
字
は
、
斎
宮
と
同
時
期

（
同
年
）
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
を
示
す
。
同
母
姉
妹
の
欄
で
二
重
線
が
斎
宮
、
波
線
が
斎
院
に
な
っ
た
皇
女
を
示
す
。

・ 

こ
の
表
は
、『
日
本
書
紀
』
と
い
っ
た
六
国
史
を
は
じ
め
、『
日
本
紀
略
』『
一
代
要
記
』
な
ど
の
史
料
、
角
田
文
衛
『
日
本
の
後

宮
』（
学
燈
社 

、
一
九
七
三
年
）、
服
藤
早
苗
・
西
野
悠
紀
子
他
編
『
歴
史
の
な
か
の
皇
女
た
ち
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
）、
安

田
政
彦
「
皇
子
女
の
出
生
順
に
つ
い
て
」（『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
（
文
学
部
）』
三
十
六
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
の
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
。
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（
第
二
皇
女
）

清
和
朝

　

斎
宮　

恬
子
内
親
王

　
　
　
　
（
第
四
皇
女
）

　

斎
院　

儀
子
内
親
王

　
　
　
　
（
第
五
皇
女
）

陽
成
朝
①

　

斎
宮　

識
子
内
親
王

　
　
　
　
（
第
四
皇
女
）

　

斎
院　

敦
子
内
親
王

　
　
　
　
（
第
三
皇
女
）

朱
雀
朝

　

斎
宮　

雅
子
内
親
王

　
　
　
　
（
第
十
皇
女
）

　

斎
院　

婉
子
内
親
王

　
　
　
　
（
第
三
皇
女
か
）

円
融
朝

　

斎
宮　

規
子
内
親
王

　
　
　
　
（
第
四
皇
女
）

　

斎
院　

選
子
内
親
王

　
　
　
　
（
第
十
皇
女
）

後
朱
雀
朝

　

斎
宮　

良
子
内
親
王
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（
第
一
皇
女
）

　

斎
院　

娟
子
内
親
王
（
第
二
皇
女
）

後
三
条
朝

　

斎
宮　

俊
子
内
親
王
（
第
二
皇
女
）

　

斎
院　

佳
子
内
親
王
（
第
三
皇
女
）

　

陽
成
朝
と
朱
雀
朝
の
二
例
以
外
の
六
例
が
斎
宮
の
方
が
年
長
者
で
あ
る
。

斎
宮
と
斎
院
が
同
母
・
異
母
姉
妹
に
か
か
わ
ら
ず
、
斎
宮
に
年
長
の
者
が

選
定
さ
れ
、
斎
院
に
そ
れ
よ
り
年
少
の
者
が
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
選
定
時
に
お
い
て
候
補
者
の
中
で
は
年
長
者
が
選
定

さ
れ
て
い
る
例
が
見
ら
れ
、
特
に
、
第
一
皇
女
が
重
要
視
さ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
斎
院
と
同
時
に
選
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
斎
院
に
斎
宮
よ

り
も
年
少
の
者
が
選
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

３
．
斎
宮
の
選
定
時
の
年
齢

　

こ
こ
で
は
、
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
た
時
の
年
齢
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と

に
よ
り
、
選
定
さ
れ
る
年
齢
に
適
切
な
年
齢
が
あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
点

に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

表
４
は
卜
定
時
の
斎
宮
の
年
齢
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
皇
女
の
年
齢

に
関
す
る
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
場
合
も
多
く
、
不
明
な
場
合
が
多
い
。

誕
生
年
や
享
年
が
史
料
に
残
っ
て
い
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
卜
定
時
に
逆
算
し

て
求
め
た
。
な
お
、「
斎
宮
の
年
齢
」
は
、
卜
定
の
時
の
斎
宮
の
年
齢
を

示
す
。

　

最
年
長
と
最
年
少
の
斎
宮
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、
最
年
長
の
例
と
し

て
、
円
融
天
皇
の
二
代
目
の
斎
宮
で
あ
る
規
子
内
親
王
が
挙
げ
ら
れ
る
（
50
）。

前
斎
宮
規
子
内
親
王
薨
〈
村
上
皇
女
、
三
十
八
（
51
）、〉、

　

と
い
う
こ
と
か
ら
、
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
に
三
十
八
歳
で
亡
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
卜
定
は
、
天
延
三
年
（
九
七
五
）
二
月
十
七
日

に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
、
計
算
す
る
と
、
規
子
内
親
王
は
二
十
七
歳
で

選
定
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
時
の
斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
可
能
性
の
あ

っ
た
者
を
見
る
と
、
円
融
の
皇
女
が
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の

対
象
は
、
姉
妹
と
メ
イ
に
な
る
。

同
母
姉
妹　

資
子
内
親
王
（
二
十
一
歳
。
母
は
藤
原
安
子
）

　
　
　
　
　

選
子
内
親
王
（
十
一
歳
。
母
は
藤
原
安
子
）

異
母
姉
妹　

規
子
内
親
王
（
二
十
七
歳
。
母
は
徽
子
女
王
）

メ
イ　
　
　

 

宗
子
内
親
王
（
十
三
歳
。
母
は
藤
原
懐
子
〈
身
位
は
女

御
〉　

父
は
冷
泉
）

　

考
え
得
る
候
補
者
四
人
の
中
で
、
最
年
長
の
規
子
内
親
王
が
選
定
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
（
52
）。
ま
た
、
母
徽
子
女
王
は
、
朱
雀
朝
の
三
代
目
の
斎
宮

で
あ
り
、
血
縁
者
に
斎
宮
経
験
者
が
い
た
。

　

一
方
、
高
倉
天
皇
の
二
代
目
の
斎
宮
で
あ
る
功
子
内
親
王
は
、
最
年
少

の
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
で
あ
る
。

抑
功
子
内
親
王
、
是
、
先
帝
長
女
也
、
母
前
少
将
公
重
朝
臣
息
女
、



表
４　

卜
定
時
の
斎
宮
の
年
齢

時
代

天
皇

斎
宮

斎
宮
の
年
齢
卜
定
時

斎
宮
の
生
ま
れ
年

没
年

享
年

律令制成立期

天
武

大
来
皇
女

十
三

天
武
二
年（
六
七
三
）

斉
明
七
年（
六
六
一
）

大
宝
元
年（
七
〇
一
）

四
十
一

文
武
①
託
基
皇
女

不
明

文
武
二
年（
六
九
八
）

不
明

不
明

文
武
②
泉
内
親
王

不
明

大
宝
元
年（
七
〇
一
）

不
明

不
明

文
武
③
田
形
内
親
王
不
明

慶
雲
三
年（
七
〇
六
）

不
明

不
明

奈 良 時 代

元
正
①
久
勢
女
王

不
明

養
老
元
年（
七
一
七
）

不
明

不
明

元
正
②
井
上
内
親
王
五

養
老
五
年（
七
二
一
）

養
老
元
年（
七
一
七
）

宝
亀
六
年（
七
七
五
）

五
十
九

聖
武

県
女
王

不
明

天
平
十
八
年（
七
四
六
）
不
明

不
明

孝
謙

小
宅
女
王

不
明

天
平
感
宝
元
年（
七
四
九
）
不
明

不
明

淳
仁

安
倍
内
親
王
不
明

天
平
宝
字
二
年（
七
五
八
）
不
明

不
明

光
仁
①
酒
人
内
親
王
十
九

宝
亀
三
年（
七
七
二
）

天
平
勝
宝
六
年（
七
五
四
）
天
長
六
年（
八
二
九
）

七
十
六

光
仁
②
浄
庭
女
王

不
明

宝
亀
六
年（
七
七
五
）

不
明

不
明

平 安 前 期

桓
武
①
朝
原
内
親
王
四

延
暦
元
年（
七
八
二
）

延
暦
元
年（
七
八
二
）

弘
仁
十
年（
八
一
九
）

三
十
八

桓
武
②
布
勢
内
親
王
不
明

延
暦
十
六
年（
七
九
七
）
不
明

不
明

平
城

大
原
内
親
王
不
明

大
同
元
年（
八
〇
六
）

不
明

不
明

嵯
峨

仁
子
内
親
王
不
明

大
同
四
年（
八
〇
九
）

不
明

不
明

淳
和
①
氏
子
内
親
王
不
明

弘
仁
十
四
年（
八
二
三
）
不
明

不
明

淳
和
②
宜
子
女
王

不
明

天
長
五
年（
八
二
八
）

不
明

不
明

仁
明

久
子
内
親
王
不
明

天
長
十
年（
八
三
三
）

不
明

不
明

文
徳

晏
子
内
親
王
不
明

嘉
祥
三
年（
八
五
〇
）

不
明

不
明

平 安 後 期

清
和

恬
子
内
親
王
不
明

貞
観
元
年（
八
五
九
）

不
明

不
明

陽
成
①
識
子
内
親
王
四

元
慶
元
年（
八
七
七
）

貞
観
十
六
年（
八
七
四
）
延
喜
六
年（
九
〇
六
）

三
十
三

陽
成
②
掲
子
内
親
王
不
明

元
慶
六
年（
八
八
二
）

不
明

不
明

光
孝

繁
子
内
親
王
不
明

元
慶
八
年（
八
八
四
）

不
明

不
明

宇
多

元
子
女
王

不
明

寛
平
元
年（
八
八
九
）

不
明

不
明
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則
祗
二

候
内
裏
一

之
女
房
帥

局
也
、
主
上
即
若
之
時
、

為
二

御
乳
人
一

、
而
去
年
春

比
忽
降
二

誕
此
宮
一

云
々
、

…
…
（
53
）

　
「
去
年
」
と
は
安
元
二
年

（
一
一
七
六
）
で
あ
る
。
卜
定

さ
れ
た
の
は
、
誕
生
の
翌
年
の

治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
十
月

二
十
七
日
で
あ
る
。
功
子
内
親

王
の
卜
定
時
の
年
齢
は
二
歳
と

な
る
。
こ
の
時
、
高
倉
天
皇
は

十
七
歳
で
あ
る
が
ム
ス
メ
が
生

ま
れ
て
い
た
た
め
、
斎
宮
の
候

補
者
は
ム
ス
メ
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
時
の
皇

女
の
年
齢
と
、
そ
の
母
に
つ
い

て
記
す
。

功
子
内
親
王

（
二
歳
。
母
は
藤
原
公
重

女
〈
身
位
は
乳
人
〉）

範
子
内
親
王



平 安 後 期

醍
醐

柔
子
内
親
王
六

寛
平
九
年（
八
九
七
）

寛
平
四
年（
八
九
二
）

天
徳
三
年（
九
五
九
）

六
十
八

朱
雀
①
雅
子
内
親
王
二
十
二

承
平
元
年（
九
三
一
）

延
喜
十
一
年（
九
一
一
）
天
暦
八
年（
九
五
四
）

四
十
四

朱
雀
②
斉
子
内
親
王
十
六

承
平
六
年（
九
三
六
）

延
喜
二
十
一
年（
九
二
一
）
承
平
六
年（
九
三
六
）

十
六

朱
雀
③
徽
子
女
王

八

承
平
六
年（
九
三
六
）

延
長
七
年（
九
二
九
）

寛
和
元
年（
九
八
五
）

五
十
七

村
上
①
英
子
内
親
王
二
十
六

天
慶
九
年（
九
四
六
）

延
喜
二
十
一
年（
九
二
一
）
天
慶
九
年（
九
四
六
）

二
十
六

村
上
②
悦
子
女
王

六

天
暦
元
年（
九
四
七
）

天
慶
五
年（
九
四
二
）

不
明

村
上
③
楽
子
内
親
王
四

天
暦
九
年（
九
五
五
）

天
暦
六
年（
九
五
二
）

長
徳
四
年（
九
九
八
）

四
十
七

平 安 後 期

冷
泉

輔
子
内
親
王
十
六

安
和
元
年（
九
六
八
）

天
暦
七
年（
九
五
三
）

正
暦
三
年（
九
九
二
）

四
十

円
融
①
隆
子
女
王

不
明

安
和
二
年（
九
六
九
）

不
明

不
明

円
融
②
規
子
内
親
王
二
十
七

天
延
三
年（
九
七
五
）

天
暦
三
年（
九
四
九
）

寛
和
二
年（
九
八
六
）

三
十
八

花
山

済
子
女
王

不
明

永
観
二
年（
九
八
四
）

不
明

不
明

一
条

恭
子
女
王

不
明

寛
和
二
年（
九
八
六
）

不
明

不
明

三
条

当
子
内
親
王
十
三

長
和
元
年（
一
〇
一
二
）
長
保
二
年（
一
〇
〇
〇
）
治
安
二
年（
一
〇
二
二
）
二
十
三

後
一
条
嫥
子
女
王

十
二

長
和
五
年（
一
〇
一
六
）
寛
弘
二
年（
一
〇
〇
五
）
永
保
元
年（
一
〇
八
一
）
七
十
七

後
朱
雀
良
子
内
親
王
八

長
元
九
年（
一
〇
三
六
）
長
元
二
年（
一
〇
二
九
）
承
暦
元
年（
一
〇
七
七
）
四
十
九

後
冷
泉
①
嘉
子
内
親
王
不
明

永
承
元
年（
一
〇
四
六
）
不
明

不
明

後
冷
泉
②
敬
子
女
王

不
明

永
承
六
年（
一
〇
五
一
）
不
明

不
明

院 政 期 前 期

後
三
条
俊
子
内
親
王
十
四

延
久
元
年（
一
〇
六
九
）
天
喜
四
年（
一
〇
五
六
）
長
承
元
年（
一
一
三
二
）
七
十
七

白
河
①
淳
子
女
王

不
明

延
久
五
年（
一
〇
七
三
）
不
明

不
明

白
河
②
媞
子
内
親
王
三

承
暦
二
年（
一
〇
七
八
）
承
保
三
年（
一
〇
七
六
）
永
長
元
年（
一
〇
九
六
）
二
十
一

堀
河

善
子
内
親
王
十
一

寛
治
元
年（
一
〇
八
七
）
承
暦
元
年（
一
〇
七
七
）
長
承
元
年（
一
一
三
二
）
五
十
六

鳥
羽

子
内
親
王
不
明

天
仁
元
年（
一
一
〇
八
）
不
明

不
明

崇
徳

守
子
女
王

十
三

保
安
四
年（
一
一
二
三
）
天
永
二
年（
一
一
一
一
）
保
元
元
年（
一
一
五
六
）
四
十
六

近
衛
①
妍
子
内
親
王
不
明

康
治
元
年（
一
一
四
二
）
不
明

不
明

近
衛
②
喜
子
内
親
王
不
明

仁
平
元
年（
一
一
五
一
）
不
明

不
明

後
白
河
亮
子
内
親
王
十

保
元
元
年（
一
一
五
六
）
久
安
三
年（
一
一
四
七
）
建
保
四
年（
一
二
一
六
）
七
十
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（
一
歳
。
母
は
藤
原
成
範

女
〈
身
位
は
不
明
〉）

潔
子
内
親
王

（
年
齢
不
明
。
母
は
藤
原

頼
定
女
〈
身
位
は
典
侍
〉）

　

こ
の
他
に
も
ム
ス
メ
が
存
在

す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
天
皇

の
年
齢
が
十
七
歳
と
低
い
こ
と

も
あ
り
、
三
人
が
限
界
と
見
ら

れ
る
。
潔
子
内
親
王
の
場
合
も

誕
生
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
斎

宮
に
は
功
子
内
親
王
が
選
定
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
翌

年
承
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）
に

は
高
倉
朝
の
三
代
目
の
斎
院
に

範
子
内
親
王
が
選
定
さ
れ
て
お

り
、
年
齢
順
で
選
定
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
選
定
の
年

齢
の
幅
が
広
く
、
二
歳
か
ら
二

十
七
歳
ま
で
あ
る
が
、
候
補
者

の
中
で
も
最
年
長
の
者
が
選
定

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
よ
う
で



時
代

天
皇

斎
宮

斎
宮
の
年
齢
卜
定
時

斎
宮
の
生
ま
れ
年

没
年

享
年

院 政 期 後 期

二
条

好
子
内
親
王
十
一

保
元
三
年（
一
一
五
八
）
久
安
四
年（
一
一
四
八
）
建
久
三
年（
一
一
九
二
）
四
十
五

六
条

休
子
内
親
王
十

仁
安
元
年（
一
一
六
六
）
保
元
二
年（
一
一
五
七
）
承
安
元
年（
一
一
七
一
）
十
五

高
倉
①
惇
子
内
親
王
十
一

仁
安
二
年（
一
一
六
七
）
保
元
二
年（
一
一
五
七
）
承
安
二
年（
一
一
七
二
）
十
六

高
倉
②
功
子
内
親
王
二

治
承
元
年（
一
一
七
七
）
安
元
二
年（
一
一
七
六
）
不
明

後
鳥
羽
潔
子
内
親
王
七

文
治
元
年（
一
一
八
五
）
治
承
三
年（
一
一
七
九
）
不
明

土
御
門
粛
子
内
親
王
四

正
治
元
年（
一
一
九
九
）
建
久
七
年（
一
一
九
六
）
不
明

順
徳

熙
子
内
親
王
十
一

建
保
三
年（
一
二
一
五
）
元
久
二
年（
一
二
〇
五
）
不
明

（
注
） 

こ
の
表
は
、『
六
国
史
』
を
は
じ
め
『
日
本
紀
略
』『
本
朝
皇
胤
紹
運
禄
』『
中
右
記
』『
愚
昧
記
』『
一
代
要
記
』
な
ど
の
史
料
、『
平

安
時
代
史
事
典
』、
角
田
文
衛
『
日
本
の
後
宮
』、
服
藤
早
苗
・
西
野
悠
紀
子
他
編
『
歴
史
の
な
か
の
皇
女
た
ち
』、
ま
た
は
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
の
「
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
参
照
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

表
５　

斎
宮
の
卜
定
時
の
年
齢
分
布

年
齢

律
令
制
成
立
期
奈
良
時
代
平
安
前
期
平
安
中
期

平
安
後
期

院
政
期
前
期

院
政
期
後
期 

合
計

〜
四

一

二

一

二

六

五
〜
十

一

三

一

三

八

十
一
〜
十
五

一

二

三

三

九

十
六
〜
二
十

一

一

一

三

二
十
一
〜
二
十
五

一

一

二
十
六
〜

一

一

二

不
明

三

五

七

四

五

四

二
十
八

合
計

四

七

八

十
二

十

八

八

五
十
七

（
注
）
表
４
を
も
と
に
年
齢
の
分
布
を
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
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あ
る
。

　

次
に
卜
定
時
の
斎
宮
の
年
齢
分
布
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

三
例
と
な
る
。
平
安
後
期
で
は
、
十
例
の
う
ち
、
十
一
〜
十
五
歳
二
例
、

五
〜
十
歳
一
例
、
十
六
歳
以
上
が
二
例
と
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
斎
宮

　

表
５
は
卜
定
時
の
斎
宮
の
年

齢
を
五
歳
ご
と
に
区
分
し
て
、

そ
の
年
齢
分
布
を
表
わ
し
た
も

の
で
あ
る
。
斎
宮
の
年
齢
別
に

見
て
い
く
と
、
二
十
九
例
中

（
五
十
七
例
か
ら
不
明
二
十
八
例

を
除
く
）、
十
一
〜
十
五
歳
九

例
、
五
〜
十
歳
八
例
、
四
歳
以

下
六
例
、
十
六
歳
〜
二
十
歳
三

例
、
二
十
六
歳
以
上
二
例
、
二

十
一
〜
二
十
五
歳
一
例
で
あ
る
。

十
五
歳
以
下
が
二
十
三
例
と
大

半
を
占
め
、
一
方
、
二
十
一
歳

以
上
を
見
る
と
三
例
し
か
な
い
。

時
代
ご
と
に
見
る
と
、
平
安
前

期
ま
で
は
四
歳
以
下
、
五
〜
十

歳
、
十
一
〜
十
五
歳
、
十
六
〜

二
十
歳
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
あ
る
。

平
安
中
期
で
は
、
十
二
例
の
う

ち
、
五
〜
十
歳
三
例
、
四
歳
以

下
二
例
、
十
六
歳
以
上
の
例
が



表
６　

斎
宮
の
母
親
の
族
姓

律
令
制
成
立
期
奈
良
時
代
平
安
前
期
平
安
中
期

平
安
後
期

院
政
期
前
期

院
政
期
後
期

合
計

皇
親

一

二

三

一

三

十（
十
）

藤
原
氏

北
家

一

四

五

四

六

二
十（
十
）

そ
の
他　

二

二（
二
）

源
氏

二

二

二

一

七（
四
）

そ
の
他

三

一

四

三

十
一（
十
一
）

不
明

四

二

一

七（
四
）

合
計

四

七

八

十
二

十

八

八

五
十
七（
四
十
一
）

（
注
）
合
計
の
括
弧
内
の
数
字
は
、
律
令
制
成
立
期
か
ら
平
安
後
期
ま
で
の
合
計
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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に
選
定
さ
れ
る
年
齢
は
、
二
歳
か
ら
二
十
七
歳
ま
で
と
年
齢
層
が
広
い
が
、

五
〜
十
五
歳
が
、
年
齢
の
わ
か
る
二
十
九
例
中
十
七
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

十
五
歳
以
下
が
適
切
な
年
齢
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、

最
年
長
の
斎
宮
で
あ
る
規
子
内
親
王
の
選
定
時
の
候
補
者
を
み
る
と
、
十

五
歳
以
下
で
あ
る
選
子
内
親
王
や
宗
子
内
親
王
が
い
な
が
ら
、
二
十
七
歳

の
規
子
内
親
王
が
選
定
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
、
年
齢
の
高
さ
や
低
さ
よ

り
も
、
そ
の
時
々
の
最
年
長
が
選
定
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

４
．
母
親
の
族
姓
と
身
位
に
つ
い
て

　

斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
者
の
母
親
の
族
姓
と
身
位
の
関
係
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
族
姓
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

表
６
は
時
代
ご
と
に
、
母
親
の
出
身
を
皇
族
・
藤
原
氏
北
家
・
藤
原
氏

北
家
以
外
の
藤
原
氏
（
表
で
は
「
藤
原
氏
」
の
「
そ
の
他
」
に
区
分
す
る
）・

源
氏
・
そ
の
他
・
不
明
の
六
つ
に
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

律
令
制
成
立
期
か
ら
平
安
後
期
ま
で
、
四
十
一
例
中
、
藤
原
氏
北
家
十

例
・
皇
族
十
例
・
源
氏
四
例
・
藤
原
氏
北
家
以
外
の
藤
原
氏
二
例
と
な
り
、

皇
族
と
藤
原
氏
北
家
が
全
体
の
八
割
弱
を
占
め
て
い
る
。
時
代
ご
と
に
見

て
い
く
と
、
平
安
時
代
以
前
で
は
、
皇
族
三
例
・
そ
の
他
四
例
・
不
明
四

例
と
な
り
、
そ
の
他
と
不
明
の
例
が
多
い
。
一
方
、
平
安
前
期
で
は
、
そ

の
他
四
例
・
皇
族
三
例
・
藤
原
氏
北
家
一
例
と
な
り
、
そ
の
他
の
例
が
多

い
。
こ
れ
は
、
氏
族
出
身
の
キ
サ
キ
が
多
く
入
内
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

藤
原
氏
に
限
ら
ず
、
紀
氏
、
橘
氏
ま
た
は
渡
来
系
の
百
済
王
氏
な
ど
が
キ

サ
キ
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
の
母
も
、
中
臣

丸
氏
・
伊
勢
氏
・
大
原
氏
・
菅
野
氏
出
自
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
安
中

期
で
は
、
藤
原
氏
北
家
四
例
・
そ
の
他
三
例
・
源
氏
二
例
・
藤
原
氏
北
家

以
外
の
藤
原
氏
二
例
・
皇
族
一

例
と
な
り
、
皇
族
か
ら
そ
の
他

の
身
分
ま
で
幅
広
く
見
え
る
。

平
安
後
期
に
な
る
と
、
藤
原
氏

北
家
五
例
・
皇
族
三
例
・
源
氏

二
例
と
な
る
。
皇
族
と
藤
原
氏

北
家
に
注
目
し
た
い
。
皇
族
が

多
い
の
は
、
律
令
制
成
立
期
か

ら
平
安
後
期
ま
で
の
時
代
を
通

し
て
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
平



表
７　

斎
宮
の
母
親
の
身
位

律
令
制
成
立
期

奈
良
時
代
平
安
前
期
平
安
中
期

平
安
後
期

院
政
期
前
期

院
政
期
後
期

合
計 

内
親
王

皇
后

一

一（
一
） 

六
（
六
）

妃

一

一

一

三（
三
）

女
御

そ
の
他

一

一

二（
二
）

女
王

女
御

一

一

二（
二
）
三（三
）

不
明

一

一（
一
）

皇
后
（
中
宮
）

一

二

二

五（
三
）

夫
人

一

一

二（
二
）

嬪宮
人

二

二（
二
）

女
御

一

一

一

三（
二
）

更
衣

七

七（
七
）

そ
の
他

四

一

六

三

四

十
八（
十
一
）

不
明

四

一

二

四

十
一（
五
）

合
計

四

七

八

十
二

十

八

八

五
十
七（
四
十
一
）

（
注
）
合
計
の
括
弧
内
の
数
字
は
、
律
令
制
成
立
期
か
ら
平
安
後
期
ま
で
の
合
計
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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安
時
代
に
お
い
て
、
皇
子
女
の
在
り
方
が
変
化
す
る
な
か
、
皇
族
の
母
を

持
つ
皇
女
は
、
国
家
神
の
伊
勢
神
宮
に
奉
仕
す
る
斎
宮
と
し
て
適
切
な
候

補
者
で
あ
り
、
や
は
り
神
聖
な
意
味
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
藤
原
氏
北
家
が
多
い
の
は
、
天
皇
と
藤
原
氏
北
家
と
の
ミ
ウ
チ
体
制

に
よ
っ
て
、
キ
サ
キ
に
藤
原
氏
北
家
出
身
の
女
性
が
多
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。
前
章
で
は
藤
原
氏
北
家
の
斎
宮
軽
視
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
母
親
の

嬪
四
員
、
右
五
位
以
上
、
宮
人
職
員
（
54
）、

と
い
う
こ
と
か
ら
、
妃
の
定
員
は
二
名
で
「
四
品
」
と
い
う
こ
と
か
ら
皇

族
出
身
者
の
み
で
あ
り
、
夫
人
に
は
三
名
で
三
位
以
上
の
者
、
嬪
に
は
四

名
で
五
位
以
上
の
者
と
い
っ
た
よ
う
に
、
定
員
数
の
み
な
ら
ず
身
分
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
平
安
時
代
に
な
る
と
、
キ
サ
キ
の
増

族
姓
を
見
て
み
る
と
、
相
反
す

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
６
．
外
祖
父

の
と
こ
ろ
で
詳
し
く
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。

　

第
二
に
、
身
位
に
つ
い
て
で

あ
る
。

　

表
７
は
時
代
ご
と
に
斎
宮
に

選
定
さ
れ
た
母
親
の
身
位
を
、

後
宮
の
身
分
に
し
た
が
っ
て
区

分
し
た
も
の
で
あ
る
。
平
安
時

代
以
前
で
は
、
後
宮
の
身
分
と

し
て
、
皇
后
・
妃
・
夫
人
・

嬪
・
宮
人
が
挙
げ
ら
れ
る
。

妃
二
員
、
右
四
品
以
上
、

夫
人
三
員
、
右
三
位
以
上
、
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加
に
よ
り
、
皇
后
・
妃
・
夫
人
・
嬪
の
下
位
に
定
員
数
を
補
う
女
御
・
更

衣
が
出
現
し
た
。
次
第
に
妃
・
夫
人
・
嬪
の
身
分
が
衰
退
し
、
代
わ
り
に

女
御
・
更
衣
の
身
分
が
上
昇
し
た
（
55
）。

特
に
女
御
は
、
皇
后
の
次
の
身
分
と

な
る
。
一
方
、
更
衣
は
、
村
上
朝
以
降
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
皇
族
と
氏
族
と
を
分
け
た
。
さ
ら
に
皇
族
内
で
も
内
親
王
と
女
王

に
分
け
、
身
位
を
、
皇
后
・
妃
・
女
御
・
そ
の
他
に
分
け
た
。
ま
た
、
氏

族
も
同
様
と
し
て
、
皇
后
・
夫
人
・
嬪
・
宮
人
・
女
御
・
更
衣
・
そ
の
他

に
分
け
た
（
56
）。

　

律
令
制
成
立
期
か
ら
平
安
後
期
ま
で
、
皇
族
の
例
は
、
四
十
一
例
中
九

例
と
な
る
。
内
親
王
六
例
、
女
王
三
例
あ
る
。
内
親
王
六
例
中
、
妃
三

例
・
皇
后
一
例
・
そ
の
他
二
例
と
な
り
、
妃
の
例
が
多
い
。
ま
た
、
女
王

三
例
中
、
女
御
二
例
・
不
明
一
例
と
な
る
。
次
に
、
氏
族
出
身
の
者
の
身

位
を
見
て
い
く
と
、
四
十
一
例
中
、
皇
族
九
例
・
不
明
五
例
を
除
く
二
十

七
例
中
、
そ
の
他
十
一
例
・
更
衣
七
例
・
皇
后
（
中
宮
）
三
例
・
夫
人
二

例
・
宮
人
二
例
・
女
御
二
例
と
な
る
。
更
衣
は
、
平
安
中
期
以
外
は
見
ら

れ
な
い
が
、
他
の
時
代
、
そ
の
他
の
身
位
や
身
位
不
明
の
者
が
多
く
見
え

る
。
斎
宮
の
母
親
に
は
、
律
令
制
成
立
期
か
ら
平
安
後
期
の
全
時
代
に
わ

た
っ
て
、
少
数
な
が
ら
も
皇
族
の
母
を
持
つ
皇
女
が
選
定
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
皇
族
の
母
を
持
つ
皇
女
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
ミ
ウ
チ
体
制
に
よ
っ
て
、
天
皇
と
藤
原
氏
と
の
婚
姻
に
よ

り
、
キ
サ
キ
の
比
重
は
、
皇
族
か
ら
藤
原
氏
に
移
る
。
平
安
中
期
以
降
で

は
、
皇
族
や
藤
原
氏
北
家
出
自
が
多
く
な
っ
た
。
特
に
、
更
衣
か
そ
れ
以

下
の
身
位
の
女
性
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

５
．
斎
宮
の
同
母
兄
弟
に
つ
い
て

　

斎
宮
に
卜
定
さ
れ
た
皇
女
の
同
母
兄
弟
を
検
討
を
加
え
る
。

　

平
安
時
代
に
入
る
と
、
皇
子
女
の
増
加
に
よ
っ
て
皇
族
の
保
護
が
国
家

財
政
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
財
政
の
負
担
を
軽
減

さ
せ
る
処
置
と
し
て
、
皇
子
女
に
親
王
宣
下
や
臣
籍
降
下
が
行
な
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
天
皇
の
子
女
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
自
動
的
に

「
親
王
」
や
「
内
親
王
」
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
に
は

「
親
王
宣
下
」
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。「
親
王
」
や
「
内
親

王
」
に
な
れ
な
い
者
も
い
た
の
で
あ
る
。
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
を
見

て
み
る
と
、
伴
瀬
明
美
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
院
政
期
で
は
「
内
親
王

た
ち
は
卜
定
さ
れ
な
か
っ
た
ら
宣
下
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
可
能
性
が

大
き
い
」
と
指
摘
す
る
（
57
）。
つ
ま
り
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
は
、
親
王

宣
下
が
行
な
わ
れ
、「
内
親
王
」
と
い
う
立
場
を
保
障
さ
れ
た
。
斎
宮
に

選
定
さ
れ
た
皇
女
の
同
母
兄
弟
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

表
８
は
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
（
女
王
）
の
同
母
兄
弟
と
そ
の
身

位
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

斎
宮
に
は
、
天
皇
と
同
母
姉
妹
で
は
な
く
、
天
皇
と
異
母
姉
妹
が
選
定

さ
れ
る
例
が
多
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
律
令
制
成
立
期
か
ら
平
安
後

期
ま
で
、
四
十
一
名
の
う
ち
、
女
王
十
二
名
を
除
く
二
十
九
名
中
、
同
母

兄
弟
が
い
る
斎
宮
は
十
九
名
い
た
。
天
皇
と
同
母
姉
妹
が
斎
宮
に
選
定
さ

れ
た
例
を
具
体
的
に
挙
げ
て
み
る
と
、
次
の
三
例
と
な
る
。

柔
子
内
親
王
（ 

醍
醐
斎
宮
、
天
皇
と
の
血
縁
で
は
姉
妹
）
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輔
子
内
親
王
（ 

冷
泉
斎
宮
、
天
皇
と
の
血
縁
で
は
姉
妹
、
円
融
と
も
同

母
兄
弟
）

良
子
内
親
王
（ 

後
朱
雀
斎
宮
、
天
皇
と
の
血
縁
で
は
ム
ス
メ
、
後
三
条

と
同
母
兄
弟
）

　

十
九
名
中
三
名
し
か
存
在
し
な
い
。
天
皇
位
に
即
く
皇
子
を
主
流
と
す

れ
ば
、
斎
宮
と
同
母
兄
弟
の
皇
子
は
、
傍
系
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

次
に
、
臣
籍
降
下
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
臣
籍
降
下
し
た
親
王

を
同
母
兄
弟
に
持
つ
斎
宮
は
、
十
九
名
中
二
名
で
、
朱
雀
朝
の
一
代
目
の

斎
宮
で
あ
る
雅
子
内
親
王
と
、
村
上
朝
の
一
代
目
の
斎
宮
で
あ
る
英
子
内

親
王
だ
け
で
、
斎
宮
の
同
母
兄
弟
の
ほ
と
ん
ど
は
、「
親
王
」
と
い
う
地

位
で
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
あ
る
程
度
、「
親
王
」
と
い
う
身

分
が
維
持
で
き
る
立
場
に
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
雅
子
内
親
王
に

は
、
臣
籍
降
下
し
た
記
事
が
見
ら
れ
る
。

太
政
官
符
、
民
部
省
〈
承
知
下
二

中
務
、
式
部
、
大
蔵
、
宮
内
等

省
、一〉、

　
　

源
朝
臣
高
明
、
年
八
、
源
朝
臣
兼
明
、
年
八
、

　
　

源
朝
臣
自
明
、
年
四
、
源
朝
臣
允
明
、
年
三
、

　
　

源
朝
臣
兼
子
、
年
七
、
源
朝
臣
雅
子
、
年
七
、

　
　

源
朝
臣
厳
子
、
年
六
、

右
右
大
臣
宣
、
奉
レ

勅
、
件
七
人
是
皇
子
也
、
而
依
二

去
年
十
二
月
二

十
八
日
勅
書
一

賜
姓
、
貫
二

左
京
一
条
一
坊
一

、
宜
下

以
二

高
明
一

為
中

戸

主
下

者
、
省
宜
承
知
、
依
レ

宣
行
レ

之
、
符
到
奉
行
、
…
…
（
58
）

　
「
源
朝
臣
雅
子
、
年
七
（
59
）」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
延
喜
二
十
年
（
九
二
〇
）

十
二
月
二
十
八
日
に
同
母
兄
弟
で
あ
る
高
明
や
兼
子
と
と
も
に
源
氏
に
賜

姓
さ
れ
た
よ
う
だ
。
雅
子
が
、「
卜
二

定
伊
勢
賀
茂
斎
王
等
一

、
先
帝
第
十

雅
子
内
親
王
伊
勢
卜
食
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
承
平
元
年
（
九
三
一
）
十

二
月
二
十
五
日
に
朱
雀
朝
の
一
代
目
の
斎
宮
に
卜
定
さ
れ
た
（
60
）。
卜
定
時
以

前
に
「
内
親
王
」
に
復
さ
れ
て
い
た
史
料
が
見
え
な
い
が
、
こ
の
時
に
は

「
内
親
王
」
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
雅
子
内
親
王
が
、
事
前

に
斎
宮
の
候
補
者
と
し
て
挙
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
急
遽
、
決
ま
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。

　

次
に
、
親
王
の
位
階
と
官
職
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
平
安
時
代
以
前
や

平
安
前
期
で
は
、
七
名
の
斎
宮
に
兄
弟
が
九
名
い
た
。
そ
の
な
か
で
も
、

政
治
の
中
枢
か
ら
廃
さ
れ
た
親
王
が
五
名
見
ら
れ
る
。
天
武
朝
斎
宮
の
大

来
皇
女
の
同
母
兄
弟
で
あ
る
大
津
皇
子
は
、
謀
反
の
罪
で
処
刑
さ
れ
た
。

光
仁
朝
斎
宮
の
酒
人
内
親
王
の
兄
弟
で
あ
る
他
戸
親
王
は
、
宝
亀
三
年

（
七
七
二
）
に
そ
の
母
井
上
内
親
王
が
蠱
巫
事
件
に
よ
り
、
廃
后
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
て
、
他
戸
親
王
も
廃
太
子
さ
れ
た
。
平
城
朝
斎
宮
の
大
原
内

親
王
の
兄
弟
で
あ
る
高
岳
親
王
と
巨
勢
親
王
が
お
り
、
高
岳
親
王
は
薬
子

の
変
で
廃
太
子
さ
れ
、
巨
勢
親
王
は
無
品
で
あ
っ
た
が
兄
・
高
岳
親
王
の

廃
太
子
の
影
響
を
受
け
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
政

治
的
に
は
優
遇
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
淳
和
朝
斎
宮
の
氏
子

内
親
王
の
兄
弟
で
あ
る
恒
世
親
王
は
自
ら
皇
太
子
を
辞
退
し
て
い
る
。
し



表
８　

斎
宮
の
同
母
兄
弟

天
皇

斎
宮

父

母

同
母
兄
弟

同
母
兄
弟
の
詳
細

天
武

大
来
皇
女

天
武

大
田
皇
女

大
津
皇
子

朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）、
謀
反
罪
に
よ
り
死
罪
。

文
武

託
基
皇
女

天
武

宍
人
臣

媛
娘
忍
壁
皇
子

三
品
知
太
政
官
事
。

磯
城
皇
子

浄
広
一
。

泉
内
親
王

天
智

忍
海
色
夫
古
娘
川
島
皇
子

浄
大
三
、
贈
浄
広
一
。

田
形
内
親
王

天
武

蘇
我
太
蕤
娘

穂
積
皇
子

一
品
知
太
政
官
事
。

元
正

久
勢
女
王

不
明

不
明

不
明

不
明

井
上
内
親
王

聖
武

県
犬
養
広
刀
自

̶
̶

聖
武

県
女
王

高
丘
王
か

不
明

不
明

不
明

孝
謙

小
宅
女
王

三
原
王

不
明

不
明

不
明

淳
仁

安
倍
内
親
王

淳
仁
か

不
明

̶
̶

光
仁

酒
人
内
親
王

光
仁

井
上
内
親
王

他
戸
親
王

宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
に
廃
太
子
さ
れ
る
。

浄
庭
女
王

神
王

弥
努
摩
内
親
王

̶
̶

桓
武

朝
原
内
親
王

桓
武

酒
人
内
親
王

̶
̶

布
勢
内
親
王

桓
武

中
臣
丸
豊
子

̶
̶

平
城

大
原
内
親
王

平
城

伊
勢
継
子

高
岳
親
王

弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
に
廃
太
子
さ
れ
る
。

巨
勢
親
王

無
品
。

嵯
峨

仁
子
内
親
王

嵯
峨

大
原
浄
子

̶
̶

淳
和

氏
子
内
親
王

淳
和

高
志
内
親
王

恒
世
親
王

三
品
中
務
卿
。
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
る
が
辞
退
。

宜
子
女
王

仲
野
親
王

菅
野
氏
女

̶
̶

仁
明

久
子
内
親
王

仁
明

高
宗
女
王

̶
̶

文
徳

晏
子
内
親
王

文
徳

藤
原
列
子

̶
̶

清
和

恬
子
内
親
王

文
徳

紀
静
子

惟
喬
親
王

四
品
上
野
太
守
。

惟
条
親
王

四
品
上
総
太
守
。

陽
成

識
子
内
親
王

清
和

藤
原
良
近
女

貞
平
親
王

三
品
神
祇
伯
。

掲
子
内
親
王

文
徳

藤
原
今
子

惟
恒
親
王

三
品
兵
部
卿
。
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伊勢斎宮の選定に関する小考

か
し
、
九
名
の
う
ち
二
名
は
、

高
位
に
就
い
て
い
る
者
も
い
た
。

文
武
の
一
代
目
の
斎
宮
の
託
基

皇
女
の
兄
弟
で
あ
る
忍
壁
皇
子

は
三
品
知
太
政
官
事
に
、
文
武

三
代
目
の
斎
宮
田
形
内
親
王
の

兄
弟
で
あ
る
穂
積
皇
子
は
一
品

知
太
政
官
事
に
な
っ
て
い
る
。

残
り
の
二
名
を
挙
げ
る
と
、
託

基
皇
女
の
兄
弟
で
あ
る
磯
城
皇

子
は
浄
広
一
に
な
っ
て
お
り
（
61
）、

文
武
の
二
代
目
の
斎
宮
の
泉
内

親
王
の
兄
弟
で
あ
る
川
島
皇
子

は
、
浄
大
三
で
、
後
に
浄
広
一

が
贈
ら
れ
た
。

　

平
安
中
期
以
降
に
な
る
と
、

十
二
名
の
斎
宮
に
兄
弟
が
お
り
、

二
十
七
名
に
の
ぼ
る
。
そ
の
う

ち
、
天
皇
に
即
位
し
た
親
王
四

名
・
不
明
一
名
・
そ
の
他
三
名

（
僧
に
な
っ
た
師
明
親
王
、
皇
太

子
を
遜
位
し
院
と
な
っ
た
敦
明
親

王
、
夭
折
し
た
徽
子
女
王
の
皇



天
皇

斎
宮

父

母

同
母
兄
弟

同
母
兄
弟
の
詳
細

光
孝

繁
子
内
親
王

光
孝

滋
野
直
子
か

̶
̶

宇
多

元
子
女
王

本
康
親
王

不
明

不
明

不
明

醍
醐

柔
子
内
親
王

宇
多

藤
原
胤
子

敦
仁
親
王

醍
醐
天
皇
。

敦
慶
親
王

二
品
、
中
務
卿
、
式
部
卿
等
を
歴
任
。

敦
固
親
王

二
品
兵
部
卿
。

敦
実
親
王

一
品
式
部
卿
。

朱
雀

雅
子
内
親
王

醍
醐

源
周
子

時
明
親
王

無
品
。

盛
明
親
王

源
氏
に
賜
姓
、
親
王
宣
下
。
四
品
上
野
太
守
。

源
高
明

正
二
位
左
大
臣
。
安
和
の
変
に
て
廃
さ
れ
る
。

斉
子
内
親
王

醍
醐

源
和
子

常
明
親
王

三
品
刑
部
卿
。

式
明
親
王

三
品
中
務
卿
。

有
明
親
王

三
品
兵
部
卿
。

徽
子
女
王

重
明
親
王

藤
原
寛
子

̶
̶

村
上

英
子
内
親
王

醍
醐

藤
原
淑
姫

長
明
親
王

四
品
。

兼
明
親
王

源
氏
に
賜
姓
、
後
に
親
王
宣
下
。
二
品
中
務
卿
。

源
自
明

源
氏
賜
姓
。
正
四
位
下
参
議
。

悦
子
女
王

重
明
親
王

藤
原
寛
子

̶
̶

楽
子
内
親
王

村
上

荘
子
女
王

具
平
親
王

二
品
中
務
卿
。

冷
泉

輔
子
内
親
王

村
上

藤
原
安
子

憲
平
親
王

冷
泉
天
皇
。

守
平
親
王

円
融
天
皇
。

為
平
親
王

一
品
式
部
卿
。

円
融

隆
子
女
王

章
明
親
王

藤
原
敦
敏
女

̶
̶

規
子
内
親
王

村
上

徽
子
女
王

皇
子
夭
折

̶

花
山

済
子
女
王

章
明
親
王

藤
原
敦
敏
女

̶
̶

一
条

恭
子
女
王

為
平
親
王

源
高
明
女

̶
̶

三
条

当
子
内
親
王

三
条

藤
原
娍
子

敦
明
親
王

皇
太
子
を
遜
位
。
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子
）
を
除
く
十
九
例
を
対
象
と

す
る
。
品
位
に
つ
い
て
見
る
と
、

十
九
例
中
、
一
品
二
名
・
二
品

四
名
・
三
品
六
名
・
四
品
四

名
・
無
品
一
名
・
源
氏
三
名
と

な
る
。
特
に
、
一
品
や
二
品
に

な
っ
た
親
王
は
、
天
皇
と
同
母

兄
弟
の
者
が
多
い
。
一
品
に
な

っ
た
親
王
は
、
柔
子
内
親
王
と

同
母
兄
弟
の
敦
実
親
王
と
、
輔

子
内
親
王
と
同
母
兄
弟
の
為
平

親
王
で
あ
る
。
柔
子
は
、
醍
醐

と
同
母
兄
弟
で
あ
り
、
輔
子
内

親
王
は
冷
泉
と
同
母
兄
弟
で
あ

る
か
ら
、
敦
実
親
王
と
為
平
親

王
は
、
天
皇
と
同
母
兄
弟
に
あ

た
る
の
で
あ
る
。
二
品
に
な
っ

た
親
王
で
は
、
四
名
中
二
名
で

あ
る
敦
慶
親
王
・
敦
固
親
王
が

醍
醐
天
皇
と
同
母
兄
弟
で
あ
る
。

天
皇
と
同
母
兄
弟
は
、
品
位
に

お
い
て
優
遇
さ
れ
て
い
た
と
も

見
え
る
。
身
位
に
つ
い
て
み
る



敦
儀
親
王

三
品
、
式
部
卿
、
中
務
卿
等
を
歴
任
。

敦
平
親
王

二
品
兵
部
卿
。

師
明
親
王

東
大
寺
に
お
い
て
受
戒
。
性
心
。

後
一
条

嫥
子
女
王

具
平
親
王

為
平
親
王
女

̶
̶

後
朱
雀

良
子
内
親
王

後
朱
雀

禎
子
内
親
王

尊
仁
親
王

後
三
条
天
皇
。

後
冷
泉

嘉
子
内
親
王

敦
明
親
王

藤
原
寛
子

̶
̶

敬
子
女
王

敦
平
親
王

源
則
理
女

̶
̶

後
三
条

俊
子
内
親
王

後
三
条

藤
原
茂
子

貞
仁
親
王

白
河
天
皇
。

白
河

淳
子
女
王

敦
賢
親
王

源
親
方
女

̶
̶

媞
子
内
親
王

白
河

藤
原
賢
子

善
仁
親
王

堀
河
天
皇
。

堀
河

善
子
内
親
王

白
河

藤
原
道
子

̶
̶

鳥
羽

子
内
親
王

白
河

藤
原
季
実
女

̶
̶

崇
徳

守
子
女
王

輔
仁
親
王

源
師
忠
女

̶
̶

近
衛

妍
子
内
親
王

鳥
羽

藤
原
家
政
女

̶
̶

喜
子
内
親
王

堀
河

不
明

不
明

不
明

後
白
河

亮
子
内
親
王

後
白
河

藤
原
成
子

守
覚
法
親
王

仁
和
寺
門
跡
に
就
任
。

以
仁
王

平
氏
と
の
戦
い
で
死
去
。

二
条

好
子
内
親
王

後
白
河

藤
原
成
子

（
右
に
同
じ
）
（
右
に
同
じ
）

六
条

休
子
内
親
王

後
白
河

藤
原
成
子

（
右
に
同
じ
）
（
右
に
同
じ
）

高
倉

惇
子
内
親
王

後
白
河

藤
原
公
成
女

̶
̶

功
子
内
親
王

高
倉

藤
原
公
重
女

̶
̶

後
鳥
羽

潔
子
内
親
王

高
倉

藤
原
豊
子

̶
̶

土
御
門

粛
子
内
親
王

後
鳥
羽

源
信
良
女

̶
̶

順
徳

熙
子
内
親
王

後
鳥
羽

丹
波
局

̶
̶

（
注
） 『
日
本
書
紀
』
と
い
っ
た
六
国
史
を
は
じ
め
、『
日
本
紀
略
』『
一
代
要
記
』
な
ど
の
史
料
、
角
田
文
衛
『
日
本
の
後
宮
』（
学
燈
社
、

一
九
七
三
年
）、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
大
日
本
史
料
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
参
考
に
し
て
作
成
し
た
。
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と
、
中
務
卿
、
兵
部
卿
、
式
部

卿
が
多
く
見
ら
れ
る
。
品
位
は
、

位
田
・
品
封
・
資
人
を
決
め
る

重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
平

安
時
代
以
降
、
品
位
が
皇
族
の

経
済
を
保
障
す
る
重
要
な
役
割

を
有
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く

い
。
ま
た
、
親
王
の
官
職
に
つ

い
て
、
黒
板
伸
夫
氏
は
、「
儀

制
的
な
官
職
」
＝
「
権
威
的
」

と
い
う
意
味
合
い
が
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
（
62
）。

　

以
上
、
斎
宮
の
同
母
兄
弟
は
、

天
皇
に
即
位
し
な
か
っ
た
者
が

多
か
っ
た
。
平
安
時
代
以
前
か

ら
平
安
前
期
で
は
、
皇
位
継
承

権
を
得
ら
れ
な
い
、
ま
た
は
、

政
治
的
に
排
除
さ
れ
た
皇
子
が

見
ら
れ
た
。
平
安
中
期
以
降
で

は
、
臣
籍
降
下
を
行
な
わ
な
い

者
が
多
く
、「
親
王
」
と
い
う

地
位
を
維
持
で
き
た
立
場
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
位
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階
や
官
職
に
就
い
て
い
た
親
王
が
多
く
、
三
品
か
四
品
、
中
務
卿
や
兵
部

卿
と
い
う
立
場
に
い
た
が
、
い
ず
れ
も
形
式
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
斎
宮
の
同
母
兄
弟
の
皇
子
に
注
目
し
た
が
、
他
の
皇
子
の
在

り
方
な
ど
、
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
特
色
を
挙
げ
る
だ
け

に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

６
．
斎
宮
と
外
祖
父
に
つ
い
て

　

平
安
時
代
に
お
い
て
は
、
結
婚
形
態
が
招
婿
婚
で
あ
り
、
子
供
は
、
母

方
で
あ
る
外
祖
父
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
皇
子
女
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
皇
室
経
済
を
研
究
し
た
竹
島
寛
氏
は
、「
外
戚

の
支
給
が
親
王
の
御
経
済
に
影
響
せ
し
は
想
像
す
る
だ
に
明
ら
か
な
る
事

な
り
」
と
指
摘
し
（
63
）、
内
親
王
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
坂
井
潔
子
氏
も

「
親
王
の
収
入
を
占
め
て
い
た
の
は
、
両
親
ま
た
は
外
戚
か
ら
の
贈
与
」

と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
（
64
）、

皇
子
女
が
外
祖
父
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大

き
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
ま
た
は
女
王

も
、
外
祖
父
か
ら
の
援
助
を
受
け
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
斎
宮
の
外
祖
父

に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

表
９
は
斎
宮
の
外
祖
父
（
女
王
の
場
合
は
父
親
王
）
の
身
位
と
没
年
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
表
に
は
、
二
つ
の
目
的
が
あ
る
。
第
一
に
、

斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
時
の
外
祖
父
の
身
分
と
、
極
官
を
示
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
斎
宮
の
選
定
が
外
祖
父
に
ど
の
よ
う
な
政
治
的
影
響
を
与
え
た
か
を

検
討
す
る
。
第
二
に
、
斎
宮
の
卜
定
時
に
外
祖
父
の
生
存
を
確
認
す
る
こ

と
で
、
斎
宮
が
外
祖
父
か
ら
の
援
助
を
受
け
て
い
た
か
否
か
を
検
討
す
る
。

な
お
、
斎
宮
が
女
王
で
あ
る
場
合
、
父
で
あ
る
親
王
を
別
の
項
目
と
し
て

挙
げ
た
。

　

第
一
に
外
祖
父
の
地
位
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
平
安
時
代
以
前
や
平
安

前
期
で
は
、
地
位
不
明
な
外
祖
父
が
目
立
つ
が
、
平
安
中
期
以
降
に
な
る

と
、
太
政
大
臣
や
参
議
な
ど
高
官
に
上
っ
た
外
祖
父
が
多
く
見
ら
れ
る
。

特
に
平
安
後
期
に
顕
著
で
あ
る
。
ま
た
、
極
官
と
斎
宮
の
卜
定
時
の
官
職

に
は
、
大
差
が
な
い
。
斎
宮
の
選
定
に
よ
っ
て
、
外
祖
父
が
官
職
の
優
遇

な
ど
を
受
け
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
斎
宮
の
候
補
者
が
外
祖
父
か
ら
の
援
助
を
受
け
て
い
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
平
安
時
代
以
前
や
平
安
前
期
に
外
祖
父

の
身
分
が
不
明
な
者
が
多
い
の
は
、
外
祖
父
の
地
位
が
低
い
た
め
に
史
料

に
残
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
外
祖
父

の
地
位
が
低
い
た
め
に
、
皇
女
が
経
済
的
な
援
助
を
充
分
に
受
け
て
い
な

か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
平
安
中
期
に
な
る
と
、
徐
々
に
官
職
の
高
い
外

祖
父
が
増
え
る
。
特
に
平
安
後
期
で
は
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
４
．
母

親
の
族
姓
で
、
斎
宮
に
は
藤
原
氏
北
家
出
自
の
女
性
が
最
も
多
か
っ
た
こ

と
と
関
連
し
て
い
る
。
藤
原
氏
北
家
が
天
皇
と
の
ミ
ウ
チ
体
制
を
深
化
さ

せ
た
た
め
で
あ
り
、
キ
サ
キ
に
藤
原
氏
北
家
出
自
の
女
性
が
多
く
な
っ
た

た
め
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
外
祖
父
の
中
で
官
職
が
高
い
者
、
特

に
藤
原
氏
北
家
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
斎
宮
の
卜
定
時
に
は
故
人
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
平
安
前
期
か
ら
平
安
後
期
ま
で
、
藤

原
氏
北
家
十
例
中
、
卜
定
時
に
亡
く
な
っ
て
い
る
例
は
七
例
に
の
ぼ
る
。

こ
れ
が
示
す
の
は
、
卜
定
時
に
外
祖
父
が
亡
く
な
っ
て
い
る
た
め
に
選
定
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に
つ
い
て
関
与
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
４
．
母
親
の
族
姓
の
結

果
か
ら
斎
宮
軽
視
を
否
定
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
斎
宮
卜
定
時

に
外
祖
父
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
平
安
時
代
の
藤
原
氏
北

家
外
祖
父
の
死
に
よ
っ
て
、
皇
女
が
生
活
の
保
障
を
失
っ
て
い
た
こ
と
も

示
す
可
能
性
が
あ
る
。
皇
子
女
の
経
済
に
触
れ
る
史
料
は
残
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
実
態
を
つ
か
む
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
一
方
、
斎
院
に
つ
い
て
触

れ
る
と
、
東
郷
富
規
子
氏
は
、
選
子
内
親
王
の
長
期
の
斎
院
の
在
位
に
つ

い
て
、
選
子
内
親
王
が
後
見
人
で
あ
る
外
祖
父
の
藤
原
師
輔
を
天
徳
四
年

（
九
六
〇
）
に
、
母
の
安
子
を
康
保
元
年
（
九
六
四
）
に
亡
く
し
、
経
済
的

な
理
由
に
よ
っ
て
斎
院
に
留
め
置
か
れ
た
と
指
摘
す
る
（
65
）。
選
子
は
、
天
延

三
年
（
九
七
五
）、
円
融
朝
の
二
代
目
の
斎
院
と
し
て
選
定
さ
れ
、
以
降
、

花
山
・
一
条
・
三
条
・
後
一
条
朝
に
わ
た
り
、
斎
院
で
あ
り
続
け
た
。
選

子
は
、
選
定
以
前
に
父
・
母
を
亡
く
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

外
祖
父
は
皇
子
女
の
後
見
人
の
よ
う
な
役
割
が
あ
り
、
後
見
人
で
あ
る

外
祖
父
が
死
去
す
る
こ
と
で
生
活
の
保
障
が
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
斎
宮
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
皇
女
の
生
活
が

保
障
さ
れ
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

女
王
の
場
合
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
際
に
、
父
で
あ
る
親
王
が
生
存
し

て
い
る
場
合
が
多
い
。
女
王
は
母
の
出
身
が
不
明
な
者
が
多
く
、
生
活
の

保
障
を
し
て
く
れ
た
後
見
人
も
不
明
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
女
王
の
生
活
保

障
の
た
め
に
、
父
で
あ
る
親
王
が
意
図
的
に
自
分
の
女
を
斎
宮
に
推
挙
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
選
子
内
親
王
の
例
か
ら
も
、

斎
院
に
も
同
様
な
意
味
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
斎

宮
や
斎
院
の
経
済
的
な
面
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
検
討
し
て
い
く
べ
き
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
に
し
て
い
き
た
い
。

　

以
上
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
ま
た
は
女
王
を
、
六
つ
の
側
面
か
ら

検
討
し
て
き
た
。
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
ま
た
は
女
王
の
傾
向
と
し
て

は
、
あ
る
程
度
、
天
皇
の
血
縁
は
重
視
さ
れ
て
い
る
が
、
平
安
時
代
に
入

る
と
、
藤
原
氏
北
家
の
関
与
が
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
、
出
生
順
で
は
第

一
皇
女
の
選
定
が
多
く
、
年
齢
で
は
十
五
歳
以
下
の
選
定
例
が
多
い
が
、

こ
れ
は
不
明
な
例
が
多
い
。
む
し
ろ
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
基
準
と
な
っ

た
の
は
、
母
親
の
氏
族
や
身
位
・
外
祖
父
の
地
位
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

特
に
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
候
補
者
に
は
、
母
親
の
身
位
が
低
い
者
、
外

祖
父
の
身
位
が
低
い
者
、
身
分
が
高
い
者
で
も
故
人
で
あ
る
者
が
、
傾
向

と
し
て
見
ら
れ
る
。

　

斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
ま
た
は
女
王
は
、
経
済
的
に
も
政
治
的
に
も

恵
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

天
武
朝
の
大
来
皇
女
か
ら
後
冷
泉
朝
の
敬
子
女
王
ま
で
の
斎
宮
を
通
し

て
、
時
代
別
の
選
定
や
選
定
基
準
に
つ
い
て
検
討
し
た
結
果
、
斎
宮
制
度

に
は
皇
女
の
生
活
を
保
障
し
て
い
る
と
い
う
一
側
面
が
あ
る
可
能
性
を
見

出
し
た
。

　

平
安
時
代
以
前
で
は
、
皇
族
中
心
の
政
治
に
よ
っ
て
皇
女
も
重
要
な
立

場
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
斎
宮
が
開
始
さ
れ
る
契
機
と
し
て
、
大
来
皇

女
の
場
合
、
政
治
的
に
排
除
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を



表 9　外祖父と父（女王の場合）の身位と没年

（注）「生存」は、卜定時の生存を意味する。

時代 斎王名 父 母 外祖父
名前 極官 卜定時の身位 没年

律令制
成立期

大来皇女 天武 大田皇女 天智 天皇 ̶ 天智 10 年（671）
託基皇女 天武 宍人臣 媛娘 宍人臣大麻呂 不明 不明 不明
泉内親王 天智 忍海色夫古娘 忍海造小龍 不明 不明 不明
田形内親王 天武 蘇我太蕤娘 蘇我赤兄 不明 不明 不明

奈良時代 久勢女王 不明 不明 不明 不明 不明 不明
井上内親王 聖武 県犬養広刀自 県犬養唐 讃岐守従五位下 不明 不明
県女王 高丘王か 不明 不明 不明 不明 不明
小宅女王 三原王 不明 不明 不明 不明 不明
安倍内親王 淳仁か 不明 不明 不明 不明 不明
酒人内親王 光仁 井上内親王 聖武 天皇 ̶ 天平勝宝 8年
浄庭女王 神王 弥努摩内親王 光仁 天皇 ̶ 天応元年（781）

平安前期 朝原内親王 桓武 酒人内親王 光仁 天皇 ̶ 天応元年（781）
布勢内親王 桓武 中臣丸豊子 中臣丸大魚 不明 不明 不明
大原内親王 平城 伊勢継子 伊勢老人 不明（正四位下） 不明 不明
仁子内親王 嵯峨 大原浄子 大原家継 不明（正六位上） 不明 不明
氏子内親王 淳和 高志内親王 桓武 天皇 ̶ 大同元年（806）
宜子女王 仲野親王 菅野氏女 不明 不明 不明 不明
久子内親王 仁明 高宗女王 岡屋王 不明 不明 不明
晏子内親王 文徳 藤原列子 藤原是雄 東宮亮（従五位上） ̶ 天長 8年（831）

平安中期 恬子内親王 文徳 紀静子 紀名虎 右兵衛督 ̶ 嘉祥元年（848）
識子内親王 清和 某女 藤原良近 神祇伯従四位下兼行美濃権守 ̶ 貞観 17 年（875）
掲子内親王 文徳 藤原今子 藤原守貞 参議兼上式部大輔（従四位上）̶ 貞観元年（859）
繁子内親王 光孝 滋野直子か 不明 不明 不明 不明
元子女王 本康親王 滋野縄子 滋野貞主 不明 ̶ 仁寿 2年（852）
柔子内親王 宇多 藤原胤子 藤原高藤 太政大臣（正一位） 参議（従三位） 昌泰 3年（900）
雅子内親王 醍醐 源周子 源唱 右大弁 不明 不明
斉子内親王 醍醐 源和子 光孝 天皇 ̶ 仁和 3年（887）
徽子女王 重明親王 藤原寛子 藤原忠平 関白・太政大臣 摂政・太政大臣 天暦 3年（949）
英子内親王 醍醐 藤原淑姫 藤原菅根 参議（従三位） ̶ 延喜 8年（908）
悦子女王 重明親王 藤原寛子 藤原忠平 関白・太政大臣 摂政・太政大臣 天暦 3年（949）
楽子内親王 村上 荘子女王 代明親王 三品　中務卿 ̶ 承平 7年（937）

平安後期 輔子内親王 村上 藤原安子 藤原師輔 右大臣正二位 ̶ 天徳 4年（960）
隆子女王 章明親王 某女 藤原敦敏 左近衛少将（正五位下） ̶ 天暦元年（947）
規子内親王 村上 徽子女王 重明親王 三品式部卿 ̶ 天暦 8年（954）
済子女王 章明親王 某女 藤原敦敏 左近衛少将（正五位下） ̶ 天暦元年（947）
恭子女王 為平親王 某女 源高明 左大臣 ̶ 天元 5年（982）
当子内親王 三条 藤原娍子 藤原済時 正二位大納言兼左大将 ̶ 長徳元年（995）
嫥子女王 具平親王 某女 為平親王 一品 ̶ 寛弘 7年（1010）
良子内親王 後朱雀 禎子内親王 三条 天皇 ̶ 寛仁元年（1017）
嘉子内親王 敦明親王 藤原寛子 藤原道長 太政大臣 ̶ 万寿 4年（1027）
敬子女王 敦平親王 某女 源則理 但馬守 不明 不明

院政期
前期

俊子内親王 後三条 藤原茂子 藤原能信 太政大臣（正一位） ̶ 治暦元年（1065）
淳子女王 敦賢親王 某女 源親方 不明 不明 不明
媞子内親王 白河 藤原賢子 藤原師房 太政大臣 関白 康和 3年（1101）
善子内親王 白河 藤原道子 藤原能長 内大臣 ̶ 永保 2年（1082）
子内親王 白河 某女 藤原季実 不明（従四位上） 不明 不明

守子女王 輔仁親王 某女 源師忠 大納言 ̶ 永久 2年（1114）
妍子内親王 鳥羽 某女 不明 不明 不明 不明
喜子内親王 堀河 不明 不明 不明 不明 不明

院政期
後期

亮子内親王 後白河 藤原成子 藤原季成 民部卿（正二位） 大納言 永万元年（1165）
好子内親王 後白河 藤原成子 藤原季成 民部卿（正二位） 大納言 永万元年（1165）
休子内親王 後白河 藤原成子 藤原季成 民部卿（正二位） ̶ 永万元年（1165）
惇子内親王 後白河 某女 藤原公能 右大臣（正二位） ̶ 永暦 2年（1161）
功子内親王 高倉 某女 藤原公重 不明（正四位下） 不明 治承 2年（1178）
潔子内親王 高倉 藤原豊子 藤原頼宗 右大臣（従一位） ̶ 治暦元年（1065）
粛子内親王 後鳥羽 某女 源信康 不明 不明 不明
熙子内親王 後鳥羽 丹波局 不明 不明 不明 不明

父（女王の場合） 卜定日
生存 極官 身位 没年 生存

12 月  3 日 × 天武  2 年（673） 4 月 14 日
不明 文武  2 年（698） 9 月 10 日
不明 大宝 元年（701） 2 月 16 日
不明 慶雲  3 年（706） 8 月 29 日
不明 不明 不明 不明 不明 養老 元年（717）か
不明 　 養老  5 年（721） 9 月 11 日
不明 不明 不明 不明 不明 天平 16 年（744）
不明 中務卿（正三位）中務卿（従三位）天平勝宝 4年（752）7 月 10 日 ○ 天平勝宝元年（749）9 月  6 日
不明 天平宝字 2年（758）8 月 19 日以前

 5 月  2 日 × 宝亀  3 年（772）11 月 13 日
12 月 23 日 ○ 右大臣 不明 大同元年（806）4 月 24 日 ○ 宝亀  6 年（775） 4 月 29 日
12 月 23 日 × 延暦 元年（782） 8 月  1 日

不明 延暦 16 年（797） 4 月 18 日
不明 大同 元年（806）11 月 13 日
不明 大同  4 年（809） 8 月 11 日

 3 月 17 日 × 弘仁 14 年（823） 6 月  3 日
不明 不明 不明 貞観 9年（867）正月 17 日 ○ 天長  5 年（828） 2 月 12 日
不明 天長 10 年（833） 3 月 26 日

 4 月  5 日 × 嘉祥  3 年（850） 7 月  9 日
× 貞観 元年（859）10 月  5 日

 9 月  9 日 × 元慶 元年（877） 2 月 17 日
 5 月  1 日 × 元慶  6 年（882） 4 月  7 日

不明 元慶  8 年（884） 3 月 22 日
× 一品式部卿 不明 延喜元年（901）12 月 14 日 ○ 寛平 元年（889） 2 月 16 日

 3 月 12 日 ○ 寛平  9 年（897） 8 月 13 日
不明 承平 元年（931）12 月 25 日

 8 月 26 日 × 承平  6 年（936）春か
 8 月 14 日 ○ 三品式部卿 不明 天暦 8年（954）9 月 14 日 ○ 承平  6 年（936） 9 月 12 日

× 天慶  9 年（946） 5 月 27 日
 8 月 14 日 ○ 三品式部卿 不明 天暦 8年（954）9 月 14 日 ○ 天暦 元年（947） 2 月 26 日
 3 月 29 日 × 　 天暦  9 年（955） 7 月 17 日
 5 月  4 日 × 安和 元年（968） 7 月  1 日

× 不明 不明 天暦元年（947）9 月 22 日 × 安和  2 年（969）11 月 16 日
9 月 14 日 × 天延  3 年（975） 2 月 27 日

× 不明 不明 天暦元年（947）9 月 22 日 × 永観  2 年（984）11 月  4 日
12 月 16 日 × 一品 不明 寛弘 7年（1010） ○ 寛和  2 年（986） 8 月  8 日
 4 月 23 日 × 長和 元年（1012）12 月  4 日
12 月 15 日 × 不明 不明 不明 不明 長和  5 年（1016） 2 月 19 日
 6 月  5 日 × 長元  9 年（1036）11 月 28 日
12 月  4 日 × 不明 不明 不明 不明 永承 元年（1046） 3 月 10 日

不明 不明 不明 永承 4年（1049）3 月 18 日 ○ 永承  6 年（1051）10 月  7 日
 2 月 × 延久 元年（1069） 2 月  9 日

不明 三品式部卿 不明 承暦元年（1077）8 月 17 日 ○ 延久  5 年（1073） 2 月 16 日
 2 月 13 日 ○ 承暦  2 年（1078） 8 月  2 日
11 月 14 日 × 寛治 元年（1087） 2 月 11 日

不明 天仁 元年（1108）10 月 28 日
 9 月 25 日 × 不明 不明 元永 2年（1119）11 月 28 日 × 保安  4 年（1123） 6 月  9 日

不明 康治 元年（1142） 2 月 26 日
不明 仁平 元年（1151） 3 月  2 日　
○ 保元 元年（1156） 4 月 19 日
○ 保元  3 年（1158）12 月 25 日
× 仁安 元年（1166）12 月  8 日
× 仁安  3 年（1168） 8 月 27 日
○ 治承 元年（1177）10 月 27 日
× 文治 元年（1185）11 月 15 日
不明 正治 元年（1199）12 月 24 日
不明 建保  3 年（1215） 3 月 14 日
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表 9　外祖父と父（女王の場合）の身位と没年

（注）「生存」は、卜定時の生存を意味する。

時代 斎王名 父 母 外祖父
名前 極官 卜定時の身位 没年

律令制
成立期

大来皇女 天武 大田皇女 天智 天皇 ̶ 天智 10 年（671）
託基皇女 天武 宍人臣 媛娘 宍人臣大麻呂 不明 不明 不明
泉内親王 天智 忍海色夫古娘 忍海造小龍 不明 不明 不明
田形内親王 天武 蘇我太蕤娘 蘇我赤兄 不明 不明 不明

奈良時代 久勢女王 不明 不明 不明 不明 不明 不明
井上内親王 聖武 県犬養広刀自 県犬養唐 讃岐守従五位下 不明 不明
県女王 高丘王か 不明 不明 不明 不明 不明
小宅女王 三原王 不明 不明 不明 不明 不明
安倍内親王 淳仁か 不明 不明 不明 不明 不明
酒人内親王 光仁 井上内親王 聖武 天皇 ̶ 天平勝宝 8年
浄庭女王 神王 弥努摩内親王 光仁 天皇 ̶ 天応元年（781）

平安前期 朝原内親王 桓武 酒人内親王 光仁 天皇 ̶ 天応元年（781）
布勢内親王 桓武 中臣丸豊子 中臣丸大魚 不明 不明 不明
大原内親王 平城 伊勢継子 伊勢老人 不明（正四位下） 不明 不明
仁子内親王 嵯峨 大原浄子 大原家継 不明（正六位上） 不明 不明
氏子内親王 淳和 高志内親王 桓武 天皇 ̶ 大同元年（806）
宜子女王 仲野親王 菅野氏女 不明 不明 不明 不明
久子内親王 仁明 高宗女王 岡屋王 不明 不明 不明
晏子内親王 文徳 藤原列子 藤原是雄 東宮亮（従五位上） ̶ 天長 8年（831）

平安中期 恬子内親王 文徳 紀静子 紀名虎 右兵衛督 ̶ 嘉祥元年（848）
識子内親王 清和 某女 藤原良近 神祇伯従四位下兼行美濃権守 ̶ 貞観 17 年（875）
掲子内親王 文徳 藤原今子 藤原守貞 参議兼上式部大輔（従四位上）̶ 貞観元年（859）
繁子内親王 光孝 滋野直子か 不明 不明 不明 不明
元子女王 本康親王 滋野縄子 滋野貞主 不明 ̶ 仁寿 2年（852）
柔子内親王 宇多 藤原胤子 藤原高藤 太政大臣（正一位） 参議（従三位） 昌泰 3年（900）
雅子内親王 醍醐 源周子 源唱 右大弁 不明 不明
斉子内親王 醍醐 源和子 光孝 天皇 ̶ 仁和 3年（887）
徽子女王 重明親王 藤原寛子 藤原忠平 関白・太政大臣 摂政・太政大臣 天暦 3年（949）
英子内親王 醍醐 藤原淑姫 藤原菅根 参議（従三位） ̶ 延喜 8年（908）
悦子女王 重明親王 藤原寛子 藤原忠平 関白・太政大臣 摂政・太政大臣 天暦 3年（949）
楽子内親王 村上 荘子女王 代明親王 三品　中務卿 ̶ 承平 7年（937）

平安後期 輔子内親王 村上 藤原安子 藤原師輔 右大臣正二位 ̶ 天徳 4年（960）
隆子女王 章明親王 某女 藤原敦敏 左近衛少将（正五位下） ̶ 天暦元年（947）
規子内親王 村上 徽子女王 重明親王 三品式部卿 ̶ 天暦 8年（954）
済子女王 章明親王 某女 藤原敦敏 左近衛少将（正五位下） ̶ 天暦元年（947）
恭子女王 為平親王 某女 源高明 左大臣 ̶ 天元 5年（982）
当子内親王 三条 藤原娍子 藤原済時 正二位大納言兼左大将 ̶ 長徳元年（995）
嫥子女王 具平親王 某女 為平親王 一品 ̶ 寛弘 7年（1010）
良子内親王 後朱雀 禎子内親王 三条 天皇 ̶ 寛仁元年（1017）
嘉子内親王 敦明親王 藤原寛子 藤原道長 太政大臣 ̶ 万寿 4年（1027）
敬子女王 敦平親王 某女 源則理 但馬守 不明 不明

院政期
前期

俊子内親王 後三条 藤原茂子 藤原能信 太政大臣（正一位） ̶ 治暦元年（1065）
淳子女王 敦賢親王 某女 源親方 不明 不明 不明
媞子内親王 白河 藤原賢子 藤原師房 太政大臣 関白 康和 3年（1101）
善子内親王 白河 藤原道子 藤原能長 内大臣 ̶ 永保 2年（1082）
子内親王 白河 某女 藤原季実 不明（従四位上） 不明 不明

守子女王 輔仁親王 某女 源師忠 大納言 ̶ 永久 2年（1114）
妍子内親王 鳥羽 某女 不明 不明 不明 不明
喜子内親王 堀河 不明 不明 不明 不明 不明

院政期
後期

亮子内親王 後白河 藤原成子 藤原季成 民部卿（正二位） 大納言 永万元年（1165）
好子内親王 後白河 藤原成子 藤原季成 民部卿（正二位） 大納言 永万元年（1165）
休子内親王 後白河 藤原成子 藤原季成 民部卿（正二位） ̶ 永万元年（1165）
惇子内親王 後白河 某女 藤原公能 右大臣（正二位） ̶ 永暦 2年（1161）
功子内親王 高倉 某女 藤原公重 不明（正四位下） 不明 治承 2年（1178）
潔子内親王 高倉 藤原豊子 藤原頼宗 右大臣（従一位） ̶ 治暦元年（1065）
粛子内親王 後鳥羽 某女 源信康 不明 不明 不明
熙子内親王 後鳥羽 丹波局 不明 不明 不明 不明

父（女王の場合） 卜定日
生存 極官 身位 没年 生存

12 月  3 日 × 天武  2 年（673） 4 月 14 日
不明 文武  2 年（698） 9 月 10 日
不明 大宝 元年（701） 2 月 16 日
不明 慶雲  3 年（706） 8 月 29 日
不明 不明 不明 不明 不明 養老 元年（717）か
不明 　 養老  5 年（721） 9 月 11 日
不明 不明 不明 不明 不明 天平 16 年（744）
不明 中務卿（正三位）中務卿（従三位）天平勝宝 4年（752）7 月 10 日 ○ 天平勝宝元年（749）9 月  6 日
不明 天平宝字 2年（758）8 月 19 日以前

 5 月  2 日 × 宝亀  3 年（772）11 月 13 日
12 月 23 日 ○ 右大臣 不明 大同元年（806）4 月 24 日 ○ 宝亀  6 年（775） 4 月 29 日
12 月 23 日 × 延暦 元年（782） 8 月  1 日

不明 延暦 16 年（797） 4 月 18 日
不明 大同 元年（806）11 月 13 日
不明 大同  4 年（809） 8 月 11 日

 3 月 17 日 × 弘仁 14 年（823） 6 月  3 日
不明 不明 不明 貞観 9年（867）正月 17 日 ○ 天長  5 年（828） 2 月 12 日
不明 天長 10 年（833） 3 月 26 日

 4 月  5 日 × 嘉祥  3 年（850） 7 月  9 日
× 貞観 元年（859）10 月  5 日

 9 月  9 日 × 元慶 元年（877） 2 月 17 日
 5 月  1 日 × 元慶  6 年（882） 4 月  7 日

不明 元慶  8 年（884） 3 月 22 日
× 一品式部卿 不明 延喜元年（901）12 月 14 日 ○ 寛平 元年（889） 2 月 16 日

 3 月 12 日 ○ 寛平  9 年（897） 8 月 13 日
不明 承平 元年（931）12 月 25 日

 8 月 26 日 × 承平  6 年（936）春か
 8 月 14 日 ○ 三品式部卿 不明 天暦 8年（954）9 月 14 日 ○ 承平  6 年（936） 9 月 12 日

× 天慶  9 年（946） 5 月 27 日
 8 月 14 日 ○ 三品式部卿 不明 天暦 8年（954）9 月 14 日 ○ 天暦 元年（947） 2 月 26 日
 3 月 29 日 × 　 天暦  9 年（955） 7 月 17 日
 5 月  4 日 × 安和 元年（968） 7 月  1 日

× 不明 不明 天暦元年（947）9 月 22 日 × 安和  2 年（969）11 月 16 日
9 月 14 日 × 天延  3 年（975） 2 月 27 日

× 不明 不明 天暦元年（947）9 月 22 日 × 永観  2 年（984）11 月  4 日
12 月 16 日 × 一品 不明 寛弘 7年（1010） ○ 寛和  2 年（986） 8 月  8 日
 4 月 23 日 × 長和 元年（1012）12 月  4 日
12 月 15 日 × 不明 不明 不明 不明 長和  5 年（1016） 2 月 19 日
 6 月  5 日 × 長元  9 年（1036）11 月 28 日
12 月  4 日 × 不明 不明 不明 不明 永承 元年（1046） 3 月 10 日

不明 不明 不明 永承 4年（1049）3 月 18 日 ○ 永承  6 年（1051）10 月  7 日
 2 月 × 延久 元年（1069） 2 月  9 日

不明 三品式部卿 不明 承暦元年（1077）8 月 17 日 ○ 延久  5 年（1073） 2 月 16 日
 2 月 13 日 ○ 承暦  2 年（1078） 8 月  2 日
11 月 14 日 × 寛治 元年（1087） 2 月 11 日

不明 天仁 元年（1108）10 月 28 日
 9 月 25 日 × 不明 不明 元永 2年（1119）11 月 28 日 × 保安  4 年（1123） 6 月  9 日

不明 康治 元年（1142） 2 月 26 日
不明 仁平 元年（1151） 3 月  2 日　
○ 保元 元年（1156） 4 月 19 日
○ 保元  3 年（1158）12 月 25 日
× 仁安 元年（1166）12 月  8 日
× 仁安  3 年（1168） 8 月 27 日
○ 治承 元年（1177）10 月 27 日
× 文治 元年（1185）11 月 15 日
不明 正治 元年（1199）12 月 24 日
不明 建保  3 年（1215） 3 月 14 日
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指
摘
し
た
。
し
か
し
、
斎
宮
の
伊
勢
派
遣
は
、
国
家
神
と
し
て
伊
勢
神
宮

を
神
格
化
す
る
目
的
も
強
く
、
政
治
的
な
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
宗
教
的

な
側
面
に
つ
い
て
も
改
め
て
検
討
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
平
安
時
代
以
降

で
は
、
皇
女
の
地
位
の
低
下
に
よ
っ
て
、
斎
宮
に
は
政
治
的
基
盤
が
弱
い

皇
女
が
選
定
さ
れ
る
と
い
う
変
化
が
起
こ
っ
た
。
斎
宮
の
血
縁
者
を
見
て

い
く
と
、
外
祖
父
・
母
に
は
身
分
の
低
い
者
が
、
同
母
兄
弟
に
は
皇
位
継

承
者
と
は
な
ら
な
い
者
が
見
ら
れ
た
。
平
安
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
、

外
祖
父
で
は
藤
原
氏
北
家
の
者
や
身
分
の
高
い
者
が
見
ら
れ
る
が
、
斎
宮

の
卜
定
時
に
は
、
故
人
と
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
特
に
母
の
族
姓
・
身
位
、
外
祖
父
の
地
位
と
そ
の
死

が
、
当
時
の
社
会
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持
ち
、
皇
子
女
の
在
り
方
を

決
め
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
の
側
面
を
通
し
て
斎
宮
に
つ
い
て
見
て
い
く
と
、

政
治
的
・
経
済
的
に
も
優
遇
さ
れ
て
い
な
い
皇
女
が
斎
宮
に
選
定
さ
れ
て

い
る
と
い
う
特
色
が
浮
か
び
上
が
る
の
で
あ
る
。

　

平
安
時
代
以
降
、
皇
子
女
の
立
場
が
低
下
し
て
い
く
な
か
で
、
斎
宮
制

度
が
存
続
さ
れ
た
の
は
、
国
家
神
を
ま
つ
る
と
い
う
律
令
制
の
伝
統
を
守

る
た
め
、
皇
女
の
経
済
的
な
安
定
を
保
障
す
る
代
わ
り
に
斎
宮
に
選
定
さ

れ
る
側
面
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

親
し
い
肉
親
と
の
別
れ
を
悲
し
む
皇
女
た
ち
は
、
国
家
神
で
あ
る
伊
勢

神
宮
に
奉
仕
す
る
と
と
も
に
、
生
活
を
保
障
さ
れ
る
側
面
を
持
ち
合
わ
せ
、

伊
勢
へ
と
下
向
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
そ
の
悲
し
み
と
は
裏
腹
に
、

あ
る
い
は
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
素
晴
し
い
和
歌
と
い
っ
た
文
化
が

残
さ
れ
て
い
る
。
斎
宮
は
、
政
治
的
、
文
化
的
、
そ
し
て
、
宗
教
的
な
側

面
か
ら
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
本
稿
で
は
、
斎
宮
に

選
定
さ
れ
た
皇
女
の
特
色
に
つ
い
て
多
角
的
な
視
点
か
ら
検
討
を
加
え
た

が
、
斎
宮
を
含
め
、
皇
女
の
在
り
方
に
つ
い
て
ま
で
、
追
求
し
得
な
か
っ

た
。
ま
た
、
平
安
時
代
を
中
心
と
し
て
論
じ
て
き
た
が
、
院
政
期
以
降
、

院
政
や
女
院
と
、
天
皇
家
の
在
り
方
が
大
き
く
変
化
し
、
さ
ら
に
は
、
武

家
社
会
の
誕
生
と
し
て
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
る
と
い
っ
た
社
会
の
変
化
に

よ
っ
て
、
斎
宮
制
度
は
大
き
く
変
化
す
る
。
院
政
期
以
降
も
含
め
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
）　

斎
宮
の
表
記
に
つ
い
て
は
、『
国
史
大
辞
典
』
の
「
斎
宮
」
の
項

（
所
功
氏
執
筆
）
に
、「
一
般
に
職
名
の
伊
勢
斎
王
を
指
す
が
、
本
来
は
そ

の
居
所
（
斎
王
宮
）
の
名
称
で
あ
る
」
と
挙
げ
て
い
る
（『
国
史
大
辞
典
』

第
六
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
一
四
四
頁
）。
し
か
し
、
西
洋

子
氏
は
、
八
世
紀
に
は
「
斎
内
親
王
」「
斎
王
」
に
つ
い
て
出
自
に
よ
り

明
確
な
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
（「
斎
宮
寮
に
つ
い
て
│

奈
良
時
代
を
中
心
と
し
て
│
」〈
関
晃
教
授
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代

史
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
〉
一
七
一
頁
）、
榎
村
寛

之
氏
は
、「
一
般
名
詞
『
斎
王
』
は
平
安
時
代
に
成
立
し
た
言
葉
」
と
指

摘
し
て
お
り
（「『
斎
王
』
と
い
う
称
の
成
立
に
つ
い
て
」〈『
ヒ
ス
ト
リ

ア
』
一
五
一
掲
載
、
一
九
九
六
年
〉
三
頁
）、「
斎
王
」
と
い
う
表
記
に
つ

い
て
は
別
個
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
便
宜
上
、



163

伊勢斎宮の選定に関する小考

『
国
史
大
辞
典
』
に
し
た
が
っ
て
、
伊
勢
斎
王
を
斎
宮
と
す
る
。
ま
た
賀

茂
斎
院
を
斎
院
と
表
記
す
る
（「
斎
院
」
に
つ
い
て
は
、『
国
史
大
辞
典
』

第
六
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
一
二
〇
頁
、
所
功
氏
執
筆
）。

（
２
）　

斎
宮
寮
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
田
中
卓
「
斎
王
制
度
の
成
立
に
つ
い

て
」（『
田
中
卓
著
作
集
四　

伊
勢
神
宮
の
創
祀
と
発
展
』
国
書
刊
行
会
、

初
出
は
一
九
五
八
、
一
九
五
九
年
）
を
は
じ
め
、
直
木
孝
次
郎
「
斎
宮
寮

成
立
の
時
期
に
つ
い
て
」（
井
上
薫
教
授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
古
代
の

国
家
と
宗
教　

下
巻
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）、
ま
た
、

東
北
大
学
所
蔵
狩
野
本
『
類
聚
三
代
格
』
発
見
に
よ
る
熊
田
亮
介
「
斎
宮

寮
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
文
化
』
四
一
の
一
・
二
掲
載
、
一
九
七
七

年
）
を
契
機
に
、
西
洋
子
「
斎
宮
寮
に
つ
い
て
│
奈
良
時
代
を
中
心
と
し

て
│
」（
注
（
１
））、
古
川
淳
一
「
斎
宮
寮
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
笹

山
晴
生
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
律
令
制
論
集　

下
巻
』
所
収
、
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
三
年
）
が
論
じ
て
い
る
。

（
３
）　

榎
村
寛
之
「
斎
王
制
と
天
皇
制
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
律
令
天
皇
制

祭
祀
の
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、
初
出
は
一
九
九
一
年
）
一
四
四
頁
。

（
４
）　
『
延
喜
式
』
巻
第
五
・
斎
宮
。

（
５
）　

甲
田
利
雄
氏
は
、『
小
右
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
二
月
一
八

日
条
か
ら
、
斎
王
は
、
卜
定
以
前
に
決
ま
っ
て
い
た
と
指
摘
す
る
（「
斎

宮
覚
書
」〈『
平
安
朝
臨
時
公
事
略
解
』
続
群
書
類
従
完
成
会
、
初
出
は
一

九
六
七
〜
一
九
七
一
年
〉
二
〇
八
頁
）。

（
６
）　

榎
村
寛
之
「
斎
王
制
と
天
皇
制
の
関
係
に
つ
い
て
」（
注
（
３
））
一

四
一
頁
。

（
７
）　
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
閏
十
月
九
日
条
。

（
８
）　
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
元
年
十
月
二
十
五
日
条
。

（
９
）　
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
五
年
二
月
十
三
日
条
。

（
10
）　
『
小
右
記
』
長
和
五
年
二
月
十
八
日
条
。

（
11
）　

榎
村
寛
之
「
斎
王
制
と
天
皇
制
の
関
係
に
つ
い
て
」（
注
（
３
））
一

四
四
頁
。

（
12
）　

他
に
斎
宮
の
創
始
に
つ
い
て
、
田
中
卓
氏
が
崇
神
紀
の
豊
鋤
入
姫
命

説
を
（
田
中
卓
「
斎
王
制
度
の
成
立
に
つ
い
て
」〈
注
（
２
）〉）、
岡
田
精

司
氏
は
雄
略
紀
の
稚
足
姫
説
を
（
岡
田
精
司
「
伊
勢
斎
王
の
起
源
伝
承
ヤ

マ
ト
ヒ
メ
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」〈
三
重
の
文
化
財
と
自
然
を
守
る
会
編
・

刊
『
伊
勢
斎
王
宮
の
歴
史
と
保
存
』
所
収
、
一
九
七
八
年
〉）、
門
脇
禎
二

氏
は
欽
明
紀
の
磐
隈
皇
女
以
降
と
い
う
説
を
（
門
脇
禎
二
「
斎
王
女
か
ら

斎
王
制
へ
」〈『
古
代
文
化
』
四
十
三
│
三
掲
載
、
一
九
九
一
年
〉）、
そ
れ

ぞ
れ
唱
え
て
い
る
。

（
13
）　

①
や
②
は
、
一
代
の
天
皇
に
お
い
て
斎
宮
が
複
数
選
定
さ
れ
た
場
合

に
一
代
目
を
①
、
二
代
目
を
②
と
示
し
た
。
以
下
同
様
で
あ
る
。

（
14
）　

倉
本
一
宏
『
持
統
女
帝
と
皇
位
継
承
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九

年
）
九
一
・
九
三
頁
。

（
15
）　
『
日
本
書
紀
』
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
十
一
月
壬（
十
六
日
）

子
条
。

（
16
）　

草
壁
は
、
天
智
元
年
（
六
六
二
）
生
で
あ
り
、
斉
明
七
年
（
六
六

一
）
生
の
大
来
と
は
、
同
世
代
で
あ
り
、
充
分
、
婚
姻
も
あ
り
得
た
。

（
17
）　

倉
本
一
宏
『
奈
良
朝
の
政
変
劇 

皇
親
た
ち
の
悲
劇
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
八
年
）
三
五
頁
、
倉
本
一
宏
『
持
統
女
帝
と
皇
位
継
承
』（
注
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（
14
））
一
五
八
頁
。

（
18
）　

託
基
皇
女
も
、
天
智
皇
子
で
あ
る
施
基
と
結
婚
し
、
春
日
王
の
母
と

な
る
。
ま
た
、
田
形
は
、
退
下
後
、
婚
姻
し
て
い
る
。『
万
葉
集
』
に
笠

縫
女
王
の
歌
に
「
六
人
部
王
母
曰
田
形
内
親
王
」
と
あ
る
。

（
19
）　

西
洋
子
「
斎
宮
寮
に
つ
い
て
」（
注
（
１
））
一
四
九
・
一
五
五
頁
。

（
20
）　
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
十
二
月
丙（
六
日
）子
条
に
は
、「
四
品

多
紀
内
親
王
」
と
あ
る
が
、
託
基
皇
女
と
同
一
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
。
他

に
、
当
耆
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（
21
）　
『
一
代
要
記
』
に
、「
神
祇
記
云
、
是
時
斎
王
不
定
、
信
（
マ
マ
）

田
方
内
親

王
・
多
貴
内
親
王
各
一
度
参
入
、
次
智
努
女
王
、
次
円
方
女
王
、
各
一
度

参
入
云
々
」
と
あ
る
。
西
氏
に
よ
る
と
、「
田
方
内
親
王
」
や
「
多
貴
内

親
王
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
田
形
内
親
王
と
託
基
内
親
王
で
あ
り
、
斎
宮
の
経

験
者
と
し
て
遣
わ
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
（
西
洋
子
「
斎
宮
寮
に
つ
い
て
」

〈
注
（
１
）〉
一
八
一
頁
）。

（
22
）　

寺
崎
保
広
「
智
努
女
王
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
六
三
三
掲
載
、

二
〇
〇
一
年
）
七
三
頁
。

（
23
）　
『
日
本
書
紀
』
天
武
四
年
（
六
七
五
）
二
月
丁（
十
三
日
）

亥
条
に
は
、
十
市
皇

女
・
阿
閇
皇
女
（
後
の
元
明
天
皇
）
が
伊
勢
神
宮
に
参
っ
た
と
あ
る
。

（
24
）　
『
日
本
書
紀
』
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
四
月
丙（
二
十
七
日
）

申
条
に
は
、
山
背
姫

王
・
石
川
夫
人
が
伊
勢
神
宮
に
参
っ
た
と
あ
る
。
山
背
姫
王
は
、
不
明
で

あ
る
が
、
石
川
夫
人
は
、
蘇
我
太
蕤
娘
か
。
穂
積
皇
子
・
紀
皇
女
・
田
形

内
親
王
の
母
で
あ
る
。

（
25
）　
『
続
日
本
紀
』
養
老
元
年
（
七
一
七
）
夏
四
月
乙（
六
日
）亥

条
。

（
26
）　
『
続
日
本
紀
』
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
九
月
壬（
三
日
）申

条
。

（
27
）　
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
八
年
（
七
四
六
）
九
月
壬（
三
日
）子

条
。

（
28
）　

山
中
智
恵
子
『
斎
宮
志
』（
大
和
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
九
七
頁
。

（
29
）　

榎
村
寛
之
「
斎
王
制
と
天
皇
制
の
関
係
に
つ
い
て
」（
注
（
３
））
一

四
九
頁
。

（
30
）　

榎
村
氏
は
、
淳
和
朝
の
二
代
目
に
選
定
さ
れ
る
斎
宮
は
、
次
の
天
皇

の
即
位
ま
で
の
「
中
継
ぎ
的
斎
宮
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
内
親
王
で
は

な
く
女
王
が
選
定
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
（「
斎
王
制
と
天
皇
制
の
関
係
に

つ
い
て
」〈
注
（
３
）〉
一
五
三
頁
）。
淳
和
天
皇
の
皇
女
と
出
生
順
は
、

①
氏
子
・
②
有
子
・
③
貞
子
・
④
寛
子
・
⑤
崇
子
・
⑥
同
子
・
⑦
明
子
で

あ
る
（
安
田
政
彦
「
皇
子
女
の
出
生
順
に
つ
い
て
│
平
城
皇
子
女
か
ら
清

和
皇
子
女
ま
で
│
」〈『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
』
第
三
十
六
号
掲
載
、

二
〇
〇
一
年
〉
一
二
頁
）。
し
か
し
、
天
長
五
年
（
八
二
八
）
の
卜
定
時

に
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
る
可
能
性
の
あ
っ
た
の
は
、
寛
子
・
崇
子
・
同

子
・
明
子
が
挙
げ
ら
れ
る
が
（
氏
子
は
、
淳
和
の
一
代
目
の
斎
宮
に
選
定

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
、
母
の
喪
に
よ
っ
て
退
下
し
た
の
で
、
同
母
姉
妹

の
有
子
と
貞
子
も
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
）、
第
五
皇
女
で

あ
る
崇
子
は
、
承
和
二
年
（
八
三
五
）
生
ま
れ
で
あ
り
、
出
生
順
が
正
し

け
れ
ば
、
同
子
・
明
子
が
生
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
寛
子
は
、
第
四
皇

女
な
の
で
、
崇
子
と
あ
ま
り
年
齢
的
に
差
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
卜
定
年

で
あ
る
天
長
五
年
（
八
二
八
）
と
崇
子
の
生
ま
れ
た
承
和
二
年
に
は
、
七

年
の
ひ
ら
き
が
あ
る
の
で
、
寛
子
も
、
卜
定
時
に
生
ま
れ
て
い
な
い
可
能

性
も
あ
る
。
単
に
候
補
と
な
る
ム
ス
メ
が
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
女
王
が
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選
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
時
の
宜
子
女
王
は
、
桓
武
天

皇
の
孫
で
あ
る
。

（
31
）　

河
内
祥
輔
『
古
代
政
治
史
に
お
け
る
天
皇
制
の
論
理
』（
吉
川
弘
文

館
、
一
九
八
六
年
）
一
五
八
頁
。
前
者
の
六
世
紀
型
の
婚
姻
に
つ
い
て
、

安
殿
親
王
（
平
城
）
と
朝
原
内
親
王
ま
た
は
大
宅
内
親
王
、
神
野
親
王

（
嵯
峨
）
と
高
津
内
親
王
、
大
伴
親
王
（
淳
和
）
と
高
志
内
親
王
の
婚
姻

に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
桓
武
天
皇
は
、
婚
姻
を
通
し
て
、
政

治
的
な
立
場
の
確
立
を
皇
族
と
氏
族
と
の
両
方
に
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。

（
32
）　

安
田
政
彦
「
桓
武
朝
の
皇
親
賜
姓
」（『
平
安
時
代
皇
親
の
研
究
』
所

収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
一
九
〇
頁
。

（
33
）　

春
名
宏
昭
「
平
安
時
代
の
后
位
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀

要
』
第
四
号
掲
載
、
二
〇
〇
〇
年
）
七
頁
。

（
34
）　

橋
本
義
彦
「〝
薬
子
の
変
〞
私
考
」（『
平
安
貴
族
』
所
収
、
平
凡
社
、

初
出
は
一
九
八
四
年
）
五
七
頁
。

（
35
）　

安
田
政
彦
氏
は
、
平
城
天
皇
か
ら
清
和
天
皇
の
皇
子
女
の
出
生
順
を

比
定
す
る
（
安
田
政
彦
「
皇
子
女
の
出
生
順
に
つ
い
て
」〈
注
（
30
）〉
十

二
頁
）。
本
稿
で
は
、
平
城
天
皇
か
ら
清
和
天
皇
の
皇
子
女
の
出
生
順
に

つ
い
て
は
、
安
田
氏
の
論
文
を
参
考
と
し
た
。

（
36
）　

斎
宮
と
斎
院
が
同
時
期
に
選
定
さ
れ
、
斎
宮
と
斎
院
の
ど
ち
ら
も
同

母
姉
妹
の
例
は
、
二
例
あ
る
。
も
う
一
例
が
、
後
朱
雀
朝
の
斎
宮
良
子
内

親
王
と
斎
院
娟
子
内
親
王
の
例
で
あ
る
。

（
37
）　

天
皇
の
即
位
の
平
均
年
齢
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　

平
安
以
前
（
天
武
朝
か
ら
光
仁
朝
ま
で
）　

平
均
三
十
六
・
七
歳

　
　
　

平
安
前
期
（
桓
武
朝
か
ら
仁
明
朝
ま
で
）　

平
均
三
十
一
・
三
歳

　
　
　

平
安
中
期
（
清
和
朝
か
ら
村
上
朝
ま
で
）　

平
均
十
九
・
六
歳

　
　
　

平
安
後
期
（
冷
泉
朝
か
ら
後
冷
泉
朝
ま
で
）
平
均
十
八
・
五
歳

　

天
武
天
皇
は
、
誕
生
年
が
不
明
で
あ
る
が
、
一
説
に
あ
る
四
十
三
歳
と
し

て
計
算
し
た
。

（
38
）　

斎
宮
に
選
定
さ
れ
た
皇
女
が
、
天
皇
と
同
母
姉
妹
の
一
例
は
、
醍
醐

天
皇
の
斎
宮
で
あ
る
柔
子
内
親
王
で
あ
る
。
榎
村
氏
は
、
こ
の
時
、
宇
多

上
皇
が
選
定
に
加
わ
り
、
天
皇
の
権
威
を
強
め
る
た
め
に
、
斎
宮
に
天
皇

と
血
縁
の
濃
い
皇
女
を
選
定
し
た
と
指
摘
す
る
（「
斎
王
制
と
天
皇
制
の

関
係
に
つ
い
て
」〈
注
（
３
）〉
一
五
六
頁
）。

（
39
）　

●
は
同
母
姉
妹
、
◎
は
異
母
姉
妹
を
示
し
た
。
以
下
同
様
で
あ
る
。

（
40
）　

醍
醐
朝
の
三
代
の
斎
院
の
退
下
理
由

　
　
　
　

恭
子
内
親
王　

母
の
喪
（
藤
原
鮮
子
享
年
不
明
）

　
　
　
　

宣
子
内
親
王　

薨
去
（
享
年
十
九
歳
）

　
　
　
　

韶
子
内
親
王　

父
上
皇
の
死

　
　
　
　

韶
子
は
醍
醐
譲
位
後
も
留
任
し
て
い
た
。

（
41
）　

榎
村
寛
之
「
斎
王
制
と
天
皇
制
の
関
係
に
つ
い
て
」（
注
（
３
））
一

六
三
頁
。

（
42
）　

倉
本
一
宏
『
三
条
天
皇
│
心
に
も
あ
ら
で
う
き
世
に
長
ら
へ
ば
│
』

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）
二
四
三
頁
。

（
43
）　

宗
子
内
親
王
の
外
祖
父
で
あ
る
藤
原
伊
尹
は
、
天
禄
三
年
（
九
七

二
）
に
没
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
花
山
朝
の
斎
宮
が
卜
定
さ
れ
た
永
観
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二
年
（
九
八
四
）
に
は
、
外
祖
父
（
藤
原
氏
北
家
）
の
関
与
は
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
44
）　

脩
子
内
親
王
・
敦
康
親
王
・
媄
子
内
親
王
は
、
藤
原
定
子
所
生
の
皇

子
女
で
あ
る
。
定
子
の
母
で
あ
る
高
陛
貴
子
は
、
高
階
氏
の
出
身
で
あ
る
。

高
階
氏
は
、
在
原
業
平
と
清
和
朝
の
斎
宮
恬
子
内
親
王
が
斎
宮
の
在
中
に

密
通
し
儲
け
た
師
尚
の
養
子
先
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
条
天
皇

の
後
継
者
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
敦
康
親
王
を
皇
位
に
即
か
せ
る
こ
と
は
、

伊
勢
神
宮
に
畏
れ
多
い
の
で
即
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
（『
権
記
』

寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
五
月
二
十
七
日
条
）。
倉
本
氏
は
、
伏
見
本
の

『
権
記
』
の
記
述
に
対
し
て
補
注
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
世
に
書

き
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
す
る
（『
一
条
天
皇
』〈
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
三
年
〉
一
九
四
頁
）。
脩
子
は
、
斎
宮
に
選
定
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
を
高
階
氏
出
自
の
母
を
持
つ
定
子
所
生
と
も
見
え
る
が
、
別
の
理

由
で
選
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
45
）　

倉
本
一
宏
『
一
条
天
皇
』（
注
（
44
））
一
〇
頁
。

（
46
）　

倉
本
一
宏
『
三
条
天
皇
』（
注
（
42
））
八
頁
。

（
47
）　

井
上
光
貞
・
関
晃
・
土
田
直
鎮
・
青
木
和
夫
校
注
『
日
本
思
想
大
系

３　
律
令
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
七
年
）
補
注
25
、
六
三
三
頁
。「
メ
イ
」

の
場
合
、
養
老
令
に
お
い
て
は
二
親
等
と
い
う
が
、
大
宝
令
で
は
三
等
親

と
す
る
。

（
48
）　

同
時
に
卜
定
さ
れ
て
い
る
例
に
つ
い
て
、
斎
宮
と
斎
院
の
卜
定
の
月

日
は
若
干
異
な
る
例
が
十
四
例
中
六
例
あ
る
。

　

陽
成
朝　

斎
宮
②　

元
慶
六
年
（
八
八
二
）
四
月
七
日

　
　
　
　
　

斎
院
②　

元
慶
六
年
四
月
九
日

　
　
　
　
　

二
日
の
時
間
差
が
あ
る
。

　

宇
多
朝　

斎
宮
①　

寛
平
元
年
（
八
八
九
）
二
月
十
日

　
　
　
　
　

斎
院　
　

寛
平
元
年
二
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　

十
日
の
時
間
差
が
あ
る
。

　

円
融
朝　

斎
宮
②　

天
延
三
年
（
九
七
五
）
二
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　

斎
院　
　

天
延
三
年
六
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　

四
か
月
弱
の
時
間
差
が
あ
る
。

　

後
三
条
朝
斎
宮　
　

延
久
元
年
（
一
〇
六
九
）
二
月
九
日

　
　
　
　
　

斎
院　
　

延
久
元
年
十
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　

八
か
月
弱
の
時
間
差
が
あ
る
。

　

鳥
羽
朝　

斎
宮　
　

天
仁
元
年
（
一
一
〇
八
）
十
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　

斎
院　
　

天
仁
元
年
十
一
月
八
日

　
　
　
　
　

十
日
の
時
間
差
が
あ
る
。

　

崇
徳
朝　

斎
宮
①　

保
安
四
年
（
一
一
二
三
）
六
月
九
日

　
　
　
　
　

斎
院　
　

保
安
四
年
八
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　

三
か
月
弱
の
時
間
差
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
も
同
年
内
に
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
斎
宮
と
斎
院
の

候
補
者
に
差
異
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
49
）　

括
弧
内
は
全
体
の
出
生
順
で
あ
る
。

（
50
）　

後
堀
河
朝
の
斎
宮
で
あ
る
利
子
内
親
王
が
三
十
歳
で
選
定
さ
れ
て
い

る
例
が
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
平
安
時
代
以
前
か
ら
平
安
時
代
が
中
心
で

あ
り
、
円
融
朝
の
規
子
内
親
王
を
最
年
長
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
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（
51
）　
『
日
本
紀
略
』
寛
和
二
年
（
九
八
六
）
五
月
十
五
日
条
。

（
52
）　

規
子
内
親
王
以
外
の
皇
女
は
、
藤
原
氏
北
家
出
自
の
母
を
持
つ
が
、

天
延
三
年
（
九
七
五
）
の
卜
定
時
に
は
、
安
子
の
父
は
天
徳
四
年
（
九
六

〇
）
に
、
懐
子
の
父
は
天
禄
三
年
（
九
七
二
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

藤
原
氏
の
関
与
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
53
）　
『
愚
昧
記
』
治
承
元
年
（
一
一
七
七
）
十
月
二
十
八
日
条
。

（
54
）　
『
養
老
後
宮
職
員
令
』。『
大
宝
後
宮
官
員
令
』
も
ほ
ぼ
同
文
だ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
。

（
55
）　

醍
醐
朝
に
妃
が
、
嵯
峨
朝
に
夫
人
が
、
文
徳
朝
に
嬪
が
お
か
れ
て
以

来
、
そ
の
身
位
は
お
か
な
く
な
る
（
和
田
英
松
『
官
職
要
解
』〈
明
治
書

院
、
一
九
〇
二
年
〉
二
一
九
頁
）。

（
56
）　

平
安
時
代
以
降
、
特
に
院
政
期
で
は
、
後
宮
の
女
官
が
寵
愛
さ
れ
る

例
も
多
く
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
そ
の
他
」
の
項
目
に
入
れ
た
。

（
57
）　

伴
瀬
明
美
「
中
世
前
期
│
天
皇
家
の
光
と
陰
」、
服
藤
早
苗
・
西
野

悠
紀
子
他
編
『
歴
史
の
な
か
の
皇
女
た
ち
』
所
収
、
小
学
館
、
二
〇
〇
二

年
、
一
一
二
頁
。

（
58
）　
『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
第
四　

皇
子
賜
姓
事
・
所
収
「
延
喜
二
十
一
年

（
九
二
一
）
二
月
五
日
太
政
官
符
」

（
59
）　

雅
子
内
親
王
の
年
齢
に
つ
い
て
は
、『
一
代
要
記
』
天
暦
八
年
（
九

五
四
）
八
月
二
十
九
日
条
に
、「
薨
、
年
四
十
五
」
と
あ
る
。
計
算
す
る

と
、
延
喜
十
年
（
九
一
〇
）
生
ま
れ
と
な
る
が
、
延
喜
二
十
一
年
（
九
二

一
）
二
月
五
日
太
政
官
符
に
「
年
七
」
と
あ
る
。
延
喜
十
年
生
ま
れ
な
ら

ば
、
延
喜
二
十
一
年
に
は
十
二
歳
に
な
っ
て
い
る
た
め
、『
一
代
要
記
』

と
太
政
官
符
に
記
さ
れ
る
年
齢
に
つ
い
て
は
齟
齬
が
あ
る
。

（
60
）　
『
日
本
紀
略
』
承
平
元
年
（
九
三
一
）
十
二
月
二
十
五
日
条
。

（
61
）　
『
新
撰
姓
氏
録
』
巻
一
左
京
皇
別
に
、

　
　
　

三
園
真
人
。

　
　
　

諡
は
天
武
の
皇
子
、
浄
広
壱
磯
城
親
王
の
後
よ
り
出
づ
。

　

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
磯
城
皇
子
の
位
階
は
「
浄
広
壱
」
か
。

（
62
）　

黒
板
伸
夫
「
平
安
時
代
に
お
け
る
親
王
任
官
へ
の
一
考
察
」、『
摂
関

時
代
史
論
集
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
初
出
は
一
九
七
〇
年
、
八
七
頁
。

（
63
）　

竹
島
寛
「
王
朝
時
代
に
於
け
る
皇
親
の
御
封
禄
制
度
と
御
経
済
状

態
」（『
王
朝
時
代 

皇
室
史
の
研
究
』
所
収
、
名
著
普
及
会
、
一
九
八
二

年
）
一
〇
〇
頁
。

（
64
）　

坂
井
潔
子
「
内
親
王
史
序
説
」（『
史
艸
』
第
三
号
掲
載
、
一
九
六
二

年
）
二
〇
頁
。

（
65
）　

東
郷
富
規
子
「
大
斎
院
管
見
」（『
園
田
学
園
女
子
大
学
論
文
集
』
四

掲
載
、
一
九
六
九
年
）
四
四
頁
。


